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Oranges and lemons,

Say the bells of St. Clement's.




You owe me five farthings,

Say the bells of St. Martin's.




When will you pay me?

Say the bells of Old Bailey.




When I grow rich,

Say the bells of Shoreditch.




When will that be?

Say the bells of Stepney.




I'm sure I don't know,

Says the great bell at Bow.




Here comes a candle to light you to bed,

Here comes a chopper to chop off your head.







『もっと知りたいマザーグース』

（鳥山淳子／2002年刊／スクリーンプレイ）

マザー・グース「オレンジとレモン」より
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　重なり合う鐘かねの音が、煤ばい煙えん漂ただよう空の下で響ひびき渡わたる。

　その音に背中を押されるように、アヤコはデビッド・ボーグ社発行の旅行ガイドを片手に歩く。鳥ちよう瞰かん図ずがついたガイドは街歩きには便利で、照らし合わせれば現在地もわかりやすい。

　チャリング・クロス駅からトラファルガー・スクエア。ネルソン記念柱を見上げ、その周りを囲む巨きよ大だいなライオンのブロンズ像と噴ふん水すいを眺ながめ、壮そう麗れいなネオ・ゴシック様式のウェストミンスター宮きゆう殿でんを横目に、今はリージェント・ストリート。高級店が並ぶアーケードを冷やかしつつ、煌きらびやかな陳ちん列れつ品に感かん嘆たんの溜ため息いきを吐つく。

　そしてこの人の数──本当に多い。馬車はひっきりなしに行き交かい、人の往来も盛んだ。

　巻き上がる砂すな埃ぼこりの中、小さな花束を売り歩く少女とすれ違ちがう。ナデシコがあったことが嬉うれしくて一束１ペニーでもらうと、少女が帽ぼう子しに花を刺さしてくれた。

　二階席まで人を満まん載さいした乗り合オムニい馬車バスに危あやうく曳ひかれそうになり、ふと立ち尽つくし空を見上げる。

　薄うす曇ぐもりの空に向かって伸のびる、石と煉れん瓦がの建物。

　その空は、煤煙のためにアヤコが知るどんな空よりも汚よごれていて、息が詰つまる。きっと一日ここで暮らしたら、鼻も肺もすっかり煤すすけてしまうだろう。冬に霧きりが出たら、もっと大変だとも聞いている。

　それでいて、アヤコの胸はときめきを抑おさえ切れない。

　何故なぜならここはロンドンなのだ。大英帝てい国こくの首都、世界の経済の中心。

「私来たのね、先生」

　──呟つぶやきに返事がないことにはたと気付いて、アヤコは周囲を見回した。

　歩道では、なにがしかの目的を持つ人々が忙いそがしく行き来する。

　男性は皆みな帽ぼう子しを被かぶる。フロックコートや燕えん尾び服ふくを着込んだ紳しん士しもいれば、コール天のジャケットにスカーフを巻いた商人もいる。女性は尻しりの膨ふくらんだバッスルスタイルのドレス姿。

　そこにアヤコが求める姿はない。

　眼鏡を掛かけた、優やさしそうな教師の姿が、ない。

「…………あらら？」

　アヤコは、案内人とはぐれていた。

　今来た通りを戻もどってみてもやはり案内人の姿はない。先に行ってしまったのかもしれない。

　ならば、少し捜さがしてみよう、とアヤコは思った。

　はぐれたのだからその場で待っているべきなのかもしれないが、ロンドンにはあと数時間しかいられない。ここでただ待っているのは、なんだか勿もつ体たいない気がしてしまう。

「……捜すついでに、ちょっと観光して、また戻れば大だい丈じよう夫ぶよね」

　軽い気持ちで、アヤコはオックスフォード・ストリートへと足を踏ふみ入れた。




「私の財さい布ふを出したまえ」

　山やま高たか帽ぼうの紳士が、アヤコの腕うでを摑つかんでそう言った。

　意味がわからない。

　ふらふらと歩くうちに、オックスフォード・ストリートをちょっと外れたことは理解していた。

　それでも人の通りは多いし、街角にはコーヒースタンドがあるし、ハムサンドやプディングやウナギを売る街頭商人はいるしで、見る物すべて珍めずらしく、すれ違う人々をいちいち観察してはわくわくしていた。

　一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして、考え込んで、やっと気付いた。

　目の前の紳士は、アヤコが財布を摺すったと考えているのだ。

　そのことにまた吃驚びつくりして、アヤコは大きな声で否定した。

「わたくし、貴方あなたの財布なんて存じ上げません！　何かの間ま違ちがいではないでしょうか？」

　アヤコの声は高く澄すんでいた。幼少期から同居していた英国人の書生のおかげで、英語は不自由なく話せる。ロンドンまでは父の知り合いのインド人の船に乗せてもらい、肌はだの色が違う異国人を相手にする度胸もついた。

　何より、アヤコは摺りなんかしていない。

　正しいことは、正しい。

　真実は、彼女の前ではいつも単純で、明快だった。

　自身の正当性を微み塵じんも疑わないアヤコの声は、自然と周囲の視線を集める。

　そして視線を向けた先にいるアヤコは、東洋系のすらりとした少女だった。

　帽子の下の黒くろ髪かみは艶つややかで長く、丁てい寧ねいに結ゆい上げてピンでまとめられているが、前まえ髪がみだけは何故か眉まゆくらいまでの長さで切られ、しかも毛先は揃そろっておらずがたがただった。

　目は切れ長で、彫ほりは東洋人のイメージ通り浅く、化け粧しよう気のない顔は滑なめらかな象ぞう牙げ色。眉はくっきりと濃こく、美しい弧こを描えがく。

　見た者の視線を数秒奪うばい、しばし記き憶おくに留とどまるには十分な、印象的な少女だった。

　だが、彼女を引き留めた黒いフロックコートに山高帽という紳士も、譲ゆずらずに応じた。

「さてそれはどうかな、東洋のお嬢じようさん。無論私もここでお嬢さんのバッスルの中身を調べるというのは気が引けるが」

　アヤコは臀でん部ぶを膨らませたバッスルスタイルのドレスを着ていた。そうすることでウェストを細く見せるというここ何年かの流りゆう行こうだ。

　その中身を調べるということは、アヤコに下着姿になれということだ。

　アヤコはさすがにカッと赤くなった頰ほおを押さえ、悲鳴じみた声を上げた。

「当たり前です！」

「落ち着きたまえ」

　感情を抑えることを美徳とする英国人らしい、落ち着いた口調ではあったが、髭ひげを蓄たくわえた口元が怒いかりを堪こらえるようにひくひくと震ふるえていた。

　紳士は髭を撫なでつけ、鋭するどい視線で周囲を一いち瞥べつした。

　周囲の目は言い争うアヤコと紳士に向けられていて、話す間にもその目の数は増えていた。

　紳士は視線を避さけるように、路地へ視線を転じて言った。

「この先に警察署がある。一いつ緒しよに来てくれれば、すぐに調べてもらえるだろう。男性に見られたくないのなら、女性に調べてもらうよう頼たのんでもいい」

「警察……」

　ロンドンの警察が如何いかなるものか、アヤコの知識にはない。交通整理をしたり、騎き馬ばで通りを行く姿は時々見るが、その他ほかはコーヒースタンドで油を売っている姿を見ただけだ。

　アヤコは外国人でもあり、本当に公平に調べてもらえるのか、いささかの不安はあった。

　とはいえ、このまま往来で見世物のように注目を集めて衣服を検あらためられるのは御ご免めんだ。アヤコは満で十五、嫁よめ入いり前の乙おと女めなのだ。

　それにしても、バッスルに文句を付けられるなんて思わなかった。

　折角、出立に当たって父が仕立ててくれたドレスだったが、アヤコは知らず疎うとましい思いで臀部の膨らみを──その下でドレスを支える鋼鉄製のワイヤーを睨にらみつけた。

　とにかく、無実だとはっきりすれば、この頑がん固こそうな紳士も無礼を詫わびてくれるだろう。

「……わかりました」

　渋しぶ々しぶ、アヤコは承知した。

　紳士は髭を手で撫で、うむ、とくぐもった返事をした。

　そして、警察署へ向かうべく、紳士は路地に入ろうとし、アヤコもそれに従った。




「やめたまえ」




　その声が、彼らを制止するまでは。

　どんな無ぶ頼らい漢かんの口から出たのかというような、つっけんどんな言い方だった。

　それなのに、完かん璧ぺきな発音はどう考えても上流階級出身者のそれだ。

　果たして声を追って振ふり向いたアヤコの視線の先にいたのは、十代後半の青年だった。

　身長だけなら平均的な英国人男性とあまり遜そん色しよくないアヤコより、さらに頭一つ分高い。

　黒い燕尾服とスラックス、磨みがいたばかりのように光る靴くつ。

　紳士然としたトップハットの下にあるのは、撫でつけられた暗い鳶とび色いろの髪かみ。

　そして炯けい々けいと光る、猫ねこのような吊つり気味の目。

　年こそ若く、目は剣けん吞のんな雰ふん囲い気きを湛たたえていたが、それ以外は英国紳しん士しの見本のような青年だ。

「なんだね、君は──」

　髭の紳士は不快そうな声を上げ、ステッキを振り上げ青年を追い払はらおうとした。

　青年は、そのステッキを難なく受け止めると、手首の返しだけで奪い取り、紳士の鼻先にその石いし突づきを突きつけた。

「一つ、貴き兄けいの財布は上着の下にある」

　相変わらずの無造作な言い方で、彼はそう指し摘てきした。

　髭の紳士は見るからに青ざめて、胸元に一いつ瞬しゆん手を置いた。上着が手で押しつけられ、そこに財布があるというのがアヤコにも見て取れた。

（あらっ、じゃあやっぱりこの方の勘かん違ちがい？）

　アヤコの視線に気付いたのか、ステッキを奪い返した紳士は、一つ咳せき払ばらいをして帽ぼう子しの鍔つばを摘つまんだ。

「し、失礼。どうやらご指摘の通りのようだ。申し訳ないね、お嬢さん、私はこれで──」

　だが、その紳士の帽子を、青年の手がさっと奪った。

「ふたぁつ」

　そう言った青年の口元には、いつの間にか意地悪そうな歪ゆがんだ笑えみが浮うかんでいる。
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「貴兄はつい先さき程ほどまで通り沿いのパブで一いつ杯ぱい聞きこし召めしていたようだ。名物の鴨かもの燻くん製せいの味はどうだったかね？　あそこの二階はこの界かい隈わいがよく見えるだろう──お上りさんの動向もさぞよく見えただろうな」

　指摘に、紳士は明らかに狼狽うろたえた。

「いやっ、違ちがう、私はそのようなことは」

「噓うそだな」

　青年はくつくつと肩かたを震わせて笑い、帽子を手で弄もてあそぶ。

「こいつが証しよう拠こだ。あの店の燻製の臭においが染しみついている。貴兄は獲え物ものを物色していた。そこへ東洋の美しい乙女が通りかかった、しかも連れもなく一人で。餌えさを探している野犬の前に、脂あぶら身みたっぷりで血の滴したたる肉を放ほうり投げたようなものだ。食いつかない方がおかしい。たびたび口髭を撫でていたのは、獲物を前にした興奮を悟さとられぬようにであろう。付け髭の陰かげで、よだれを垂らす犬のようにだらしなく笑っていたのだからな──」

「人を捕つかまえて野犬扱あつかいするのか！」

「人を捕まえて盗人ぬすつと扱いしたのは誰だれだ？」

　その反論に、紳士は言葉に詰つまって顔を赤らめた。

「酷ひどい言いがかりだ！　なんという若者だ！　私は確かに間違いを犯おかしたかもしれないが、それは私とこのお嬢さんとの問題で、君にどうこう言われることではない！」

「サラの両親に頼まれた」

「誰の親だと──」

「半月前に行方ゆくえ不明になった十六の少女だ。身みの代しろ金きんを払っても彼女は戻もどらなかった」

　呆ぼう然ぜんとするアヤコの前で、青年はその目に怒りを宿して言い放った。

「つまりどうこう言われることなのだ、誘ゆう拐かい犯」

　──最後の言葉に、場が騒そう然ぜんとなった。

　その言葉がアヤコの頭に入ってくるまで周りの者より少し時間がかかった。アヤコの語学力の問題ではなく、自分が被ひ害がい者しやになりかけていたことを飲み込むまでに時間が必要だったからだ。

　紳士は、場の雰囲気が変わったのを見て取ると、素す早ばやく身を翻ひるがえして逃にげだそうとした。

　だが、その行く手には制服警官たちの姿があった。

　あっと声を上げる間もなく、紳士は──いや、誘拐犯は警官たちの屈くつ強きような腕うでに捕まった。

　見物人はやんやと喝かつ采さいを送り、青年は自分がまだ男の帽子を持ったままであることに気付いて、埃ほこりを払ったそれを持ち主の頭の上に置いた。

　その何気ない仕草にまた観衆は盛り上がる。

　だが、アヤコはそれどころではなかった。

　心臓があまりに速く鼓こ動どうを打って、呼吸が苦しくて、頭が痛くて、気持ち悪い。

　誘拐されるところだった。

　その事実が、がんがんとアヤコの頭を揺ゆさぶる。

　男は財さい布ふを摺すったと難なん癖くせを付けて、アヤコを路地に引っ張り込もうとしていた。

　おそらく、そのまま誘拐してしまうつもりだったのだ。

　身代金を騙だまし取られた挙げ句、売られてしまっていたかもしれない──今名前が挙がっていた少女と同じように。

　周囲の人々が捕とり物に興奮するほど、アヤコは自分の身に及およびかけていた危険を実感し、恐きよう怖ふが込み上げてくるのを感じていた。

　ぎゅ、と目を閉じ、胸を手で押さえ、その恐怖をなんとか堪えようとする。

　異国の、知り合いもいない場所で倒たおれるわけにはいかない。恐おそろしい体験の後だからこそ、余計に強くそう思った。

　──でも、怖こわくて、震えが止まらない。

　先程の青年が、そんなアヤコに目を留めた。その時には彼の顔にはもうあの性しよう根ねの悪そうな相手をいたぶる笑みはなく、ただつまらなそうに周囲に目を向け、偶たま々たまアヤコを見つけたといった感じだった。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　そう問われたアヤコは、ハッとして一歩前へ出た。

　しっかりしなければという思いで、きちんと礼を言う。

「はい。ありがとうございます。わたくしは桜おう桃とう院いん亜あ夜や子こと申します。貴方あなたのおかげで──」

「オウトウイン──アヤコ？」

　青年は、興味を引かれたように見えた。

　アヤコをもう一度まじまじと見て、なるほど、とかなんとか、口の中で呟つぶやく。

　聞き慣れない名前に戸と惑まどっているのかもしれないと思い、アヤコは言葉を継ついだ。

「あ、えっと、わたくし、日本からの留学生なのです。日本というのは東洋の──」

「いや、わかっている」

「え？」

　青年は彼女の背後に目を留め、軽く帽子の鍔に触ふれて頷うなずいた。

「わかりきったことだ、君が留学生なのは。また、今度はスタグフォード校の校長室で」

　スタグフォード校？

　それは、アヤコがこれから通う学校の名前だ。

　十年ほど前にできたばかりの寄宿制の私立学校、いわゆるパブリックスクールだ。この手の学校としては初となる男女共学校で、ロンドン郊こう外がいのスタグフォードという小さな町にある。

「どうして、学校のことを知っているの？」

　青年は眉まゆを顰ひそめた。まるで、どうしてそんなことを聞かれるのかわからない、冗じよう談だんだろ、とでも言いたげな顔だった。

　そして、答えも必要ないと思ったのか、そのまま彼女に背を向けて歩き出してしまう。

「ま、待って！　貴方の名前を……」

「アヤコ君、こんなところにいたのか！」

　荷物を抱かかえ、後ろからばたばたと足音をさせて駆かけつけたのは、スタグフォードの教師、グリフィズだ。

　華きや奢しやなウェールズ人で、ずり落ちてしまう眼鏡をいつも指で上げて直している。二十代後半という実じつ年ねん齢れいの割には若く見える、穏おだやかそうな風ふう貌ぼうの、少し頼たよりない雰囲気の教師だ。

　今も彼は眼鏡を指でくいと持ち上げ、童顔の主な原因であろうその大きめの緑の目に彼女の姿を捉とらえた。

「君のことを訊きいて歩いていたら、花売りの子がこっちだと教えてくれて──ああとにかく、見つかって本当に良かったよ！」

「先生っ、ごめんなさい、でも今の人が助けてくれたんです！」

「誰のことだい？」

　アヤコはハッとして青年の方を振ふり返った。

　確かに、そこにはもう誰もいなかった。アヤコが目を離はなした一瞬の間に、雑ざつ踏とうに紛まぎれてしまったのだ。

「今、いたんです、ここに──」

　アヤコは辺りを見回し、彼の姿を捜さがしながら言った。

　教師は首を傾かしげる。

「どんな人だったんだい？」

「鳶とび色いろの……濃こい茶色の髪かみの人で、ええと、ちょっと怖い感じで、若い、紳しん士しなんです。私を助けてくれて、それから──」

　そう、それから。

「私のことを、知っていた……」

　アヤコは、彼がアヤコの名前を聞いた時の反応を思い返し、そう呟いた。

　オウトウインアヤコ──彼はそう呟いた。それは異国の単語を口にする時のおぼつかない発音とは違っていた。

　少なくとも、この時初めてオウトウインの名前を聞いたわけではないのだろう。

　そう、だって、彼は知っていたのだ。

　彼は、アヤコが留学生であることも、スタグフォード校の生徒になるのだということも、知っていた。

　誘拐犯を怒いかりに満ちた眼まな差ざしで見つめ、断罪した、美しいが恐ろしげな青年。

　アヤコは彼の口から出た自分の名前の響ひびきを胸中で繰くり返していることに気付いて、かあっと頰ほおを桃もも色いろに染める。

「やだわ、はしたない……」

『東洋の美しい乙おと女め』なんて歯の浮うくような台詞せりふを言われたことが、今いま更さら思い出されて余計に恥はずかしくなる。

　しかしとにかく、あの青年はアヤコを救ってくれたのだ。勿もち論ろん、何故なぜ自分のことを知っていたのかという疑問はあるが、今のところ青年はアヤコの恩人だった。
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　彼は、そう言っていた。

「……本当に？」

　こくり、と小首を傾げ、漏もれたアヤコの呟きは日本語だった。

　教師は振り返って訝いぶかしげな顔をした。

　日本語がわからなかったのではない。彼は日本に滞たい在ざいしていたこともある──かつて桜桃院家に寄宿し、アヤコに英語を教えたのが、この若い教師なのだ。

「何がだい？」

「なんでもないんです。すみません、もう時間なんですよね？」

「ああ、そうだった！」

　教師はアヤコの旅りよ行こう鞄かばんを手に、先に立って歩き出した。アヤコはそれを追い、突とつ然ぜんの風にボンネットを押さえる。

　周囲では紳士の帽ぼう子しが飛び、日ひ傘がさが転がり、誰だれかが持っていた花束から花びらが巻き上げられて飛んでいく。

　見上げれば雲が驚おどろくべき速さで東へ流れていく。

「日本へ吹ふく風だわ……」

　アヤコは一つ大きく深呼吸をすると、できるだけ姿勢を良くして、色とりどりの花びらが舞まう通りを歩き出した。

　不安と、期待と、ささやかなときめきを、小さな胸に押し込んで。




　ロンドンのセント・パンクラス駅からミッドランド鉄道のベッドフォード方面行きに乗ると、一時間ほどでスタグフォードだ。

　なだらかに起き伏ふくする土地に、よく手入れされた畑と牧草地と森が入れ替かわり立ち替わり現れるのを見ていれば、スタグフォードまではあっという間だった。

（日本とは緑の色が違ちがう気がする……）

　日本を発たった時はまだ梅雨つゆの頃ころだったから、雨に濡ぬれた緑は驚くほどに濃く、生命の喜びに力強く輝かがやいていたものだ。

　今目の前に広がる緑は、麦畑の合間にクローバーやヒースやエニシダの色が混じり合い、あれよりは随ずい分ぶん優やさしい色合いのように目に映った。

　やがて汽車が到とう着ちやくしたスタグフォードは、小さな、しかし美しい町だった。

　駅から辻つじ馬車に乗ったアヤコは、暮れかけた通りの光景を眺めて、溜ため息いきを吐ついた。

「綺き麗れいな町なんですね……」

　夕日を浴びて並ぶ住宅は、英国では一いつ般ぱん的な煉れん瓦が造り。

　ちょっとした広場や窓辺には必ずと言っていいほど花が溢あふれ、勤め人や職人が家路を急ぐ。

　ロンドンは大都会だった。目も眩くらむような高さの石造りのビルに、壮そう麗れいな教会建築。重なり合って響く鐘かねの音の下では、地下鉄が縦横に走っている。大帝てい国こくの首都として、まったく堂々と、二千年前のロンディニウムから続く歴史の上に聳そびえていた。

　スタグフォードも六世紀にはサクソン人が集落を作っていたという話だから歴史は古いのだが、町全体にどこか軽かろやかな雰ふん囲い気きが漂ただよっているのは、空気が綺麗なせいかもしれない。

　幅はばの広い河に架かけられた橋を越こえると、教師が行く手を指して誇ほこらしげに言った。

「見えてきたよ」

　視線を向ければ、スレート葺ぶきの民家の屋根が連なる向こうに、木々の緑と、幾いくつかの尖せん塔とう、尖とがった切妻屋根が見えてきた。

　中でも目を引くのが、ネオ・ゴシック様式の巨きよ大だいな時計塔とうだ。鮮あざやかな赤煉瓦の色が、空の色と好対照を描えがく。

　折りしもそこで時を告げる鐘が鳴り始めた。

　屋根に留まっていた鳩はとたちが、一いつ斉せいに飛び立つ。

　鐘の音を背景に、夕刻の、まだかなり明るい空に鳥たちが飛び立つさまは、何か神聖な気配を感じさせ、アヤコは緊きん張ちようを覚えつつも感かん嘆たんの溜息を吐いていた。

　スタグフォード校は、《鹿のスタグ渡河地フオード》の町の中心部近く、リー河の西岸にあって、広大な敷しき地ちを有していた。

　門もん扉ぴを潜くぐると、教師が馬車から手で示し、建物の一つ一つを説明してくれる。

「あれが聖メアリー礼拝堂。生徒は必ず日曜礼拝に出ないといけないが、必ずしも洗礼を受ける必要はない。十三世紀初頭に建てられたロマネスク様式の建物だ。美しいだろう？　町の文化財だよ。それから赤煉瓦の建物が本校舎。大きな時計塔は我が校の象しよう徴ちようで、校章にもなってる。その向こうに見えるのが校長寮りようだね。とりあえず校長寮に行って挨あい拶さつをしないと──」

「あの、あれは？」

　アヤコたちは時計塔を備えた本校舎の手前で道を曲がり、校長一家も寝しん食しよくを共にするという校長寮へと向かっていた。

　アヤコが指さしたのは、そのさらに奥、小高い丘おかの上に立つ、白い石造りの建造物だ。

「ああ、あれはスタグフォード城だよ」

「お城……？」

「十一世紀にノルマン人の豪ごう族ぞくが建てたんだ。土ど塁るいを作って、壕ほりや柵さくで囲って……モット・アンド・ベイリー式というんだよ。まあ、そこまで古いのは城じよう壁へきとかの一部だけで、ほとんどは後世に改築されたり増築されたりしたものさ。学内では単に《城》と呼ばれている」

　緑の蔦つたで覆おおわれたその建造物は、城というよりは砦とりでに見えた。

　城は、リー河の支流を背景に、胸きよう壁へきを備えた城壁と巨大な四角張った門で守られている。

　目に付くのは巨大な塔だ。

　城壁から生えるように聳え立つそれは、悠ゆう久きゆうの歴史を衣ころものように纏まとって、独特の威い圧あつ感かんを放っている。

「十四世紀に、当時の相続者が城を土地ごと修道院に寄進して、修道院はここに学校を作った。スタグフォード校はその跡あと地ちに建てられたんだ。だから、新しい学校ではあるけど、伝統もある。古い学校の伝統を調べた生徒たちが面おも白しろがって復活させたりしてね」

　伝統。アヤコは口の中で音にはせずに呟つぶやいた。

　伝統や歴史は勿論日本にだってある。

　だが、この石造りの《城》を覆うのは、木造建築のどこかさばさばした雰囲気とは違う、長い年月を煮に詰つめたような、重く、血ち生なま臭ぐさいとさえ言える何かだった。

「ちなみに、今は寮になっている」

「寮……ですか？　あの《城》が？」

　アヤコはぎょっとして訊き返した。あんなおどろおどろしい雰囲気の建物に住むなんて、と思ってしまったのだ。

「成績上位者から二十人だけ選ばれてね。彼らは《ロード》と呼ばれて、校長から色々な特権を与あたえられている。全校生徒の憧あこがれの的……といったところかな。さあ、今はそれより君を校長先生に会わせなくちゃね。ほら、着いたよ、校長寮だ」

　馬車を降りたアヤコは、煉瓦造りの建物の玄げん関かんを上る前に、もう一度城の方へ目をやった。

　塔と門ばかりが目立つ、無骨で恐おそろしげな城。

　そこに住むことを許された二十名の生徒たちとは、いったいどういう存在なのか。

　果たして、知り合う機会はあるのだろうかとちらりと思う。

　同じ生徒とはいえ、スタグフォード校の在校生は十二歳から十八歳まで五百人以上いる。

《城主ロード》という呼び名の通り、アヤコには彼らはどこか遠い存在に感じられた。

　それよりも、今は校長への挨拶だ。

　現在スタグフォード校において日本人生徒はアヤコただ一人だ。日本がどこにあるのかさえ知られていないこの異国の学校で、アヤコが日本人の代表になる。

　粗そ相そうがあれば、日本という国が馬ば鹿かにされてしまうかもしれない。

　──アヤコが気を引き締しめた時、先導していた教師が校長室の扉とびらを叩たたいて、中からの声を待って扉を開けた。

　部屋はこぢんまりとしていたが快適そうで、正面には東向きの出窓があった。

　そして、窓の前に置かれた猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すに座り、頰ほお杖づえをついて、片手でチェスの駒こまを弄もてあそびながら、彼はそこにいた。

　鳶とび色いろの髪かみに、鋭するどい目。トップハットはテーブルの上に置き、すらりとした長身を椅子のクッションに深々と沈しずめている。

　彼は髪と似た色味の物もの憂うげな目を駒からアヤコに向けると、頰杖をついたまま言った。

「スタグフォードへようこそ、オウトウイン」

　迎むかえるために立ち上がることさえなしに。

「え……」

　ここは校長室だ。

　部屋には、青年一人。

　ロンドンでアヤコを助けてくれた、あの青年紳しん士しだ。

　女性が部屋に入ってこの態度というのは紳士なのかという問題はあるが、とにかく見た目は今も紳士だ。
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　別れ際ぎわの言葉通り、彼は本当に校長室にいた。

「おや、知り合いかい？」

　教師の声もアヤコの耳には入らない。

　アヤコは呆ぼう然ぜんと青年に見入った末、呟くように尋たずねた。

「あ、貴方あなたが、校長先生だったの？」

　それを聞いた途と端たん。

　青年は目を丸くして、俯うつむいたかと思うと、ぷ、と噴ふき出した。

　あとはもう、肩かたを震ふるわせての大笑いだ。

「あっはあっ！　大した推理力だな」

「えっ、あっ、ち、違ちがうの？　いえ、その、違うんですね？」

　アヤコもさすがに馬鹿にされたことには気付いた。顔を赤らめて唇くちびるを嚙かんだ彼女に、青年はまだ笑いの衝しよう動どうのために震える声で言った。

「彼女に僕が何者なのか紹しよう介かいしてください、先生」

「君が椅子から立ったらね」

　勿もち論ろん、とにこやかな笑え顔がおとともに答えて、青年は立ち上がった。

「ああ、それから先生、校長先生から伝言ですが、今日は会えないそうです。また今度の機会に席を設けるとおっしゃっていました」

「わかったよ、ありがとう」

　教師は溜ため息いきを吐つくと、改めてアヤコに彼を紹介した。

「アヤコ君、彼はレジナルド・バージェス。第六級生、つまり最上級生だ。さっき言っていた《ロード》の一人で、彼らの監かん督とく生でもある。バージェス、アヤコ君だ。日本から来て、英国には今日着いたばかりだ……それなのにどうして知っている？」

「貴方の目が節穴だからですよ、先生。よろしく、オウトウイン。先に言っておくが僕の評判は最悪だから、知り合いだと悟さとられない方が君の学校生活は円えん滑かつに進むだろう。つまり他人として過ごそう。それではそういうことで、失礼」

　そう言って、青年は──最上級生で《ロード》で明らかに変わり者のバージェスは、帽ぼう子しを手に取って、アヤコの脇わきを通り過ぎて部屋を出ようとする。

　アヤコは、呆あつ気けに取られ、啞あ然ぜんとして──

　それでも、本能とさえ言えるような動きで、咄とつ嗟さに彼の腕うでを摑つかんだ。

「あっ、ごめんなさい……」

　失礼なことをしてしまったと気付いて、慌あわてて謝罪する。

「いや、それでは」

　だが、青年はまったく気にせず部屋を出ようとする。アヤコはまた、今度はしっかりとそのつもりで彼の腕を摑んで引き留めた。

「待ってください」

「……いや、僕は出たいんだがね、オウトウイン」

「あの、きちんとお礼をしたくて。父もわたくしが命の恩人に礼もできなかったと知れば怒おこります」

「もういい、言葉で十分だ」

「でも、あの、それに──」

　アヤコは言葉を選ぼうとした。ここは英国で、アヤコは日本人留学生で、現在スタグフォード唯ゆい一いつの日本人なわけで、失礼があっては笑われるのはアヤコだけではなくて──

　だが、結局。




（……ええいっ、もういいやっ！）




　アヤコは、生来、言葉を選ぶということがあまり得意ではなかった。

「それに、貴方の評判が最悪ってどういうことですか？　知り合いだと悟られない方がいいってどういうことですか？　わたくし、私、そういうの納なつ得とくできません。貴方は私を助けてくださったのに！」

　矢や継つぎ早ばやにまくし立てると、青年は自分の腕を摑むアヤコの手を最小限の動作で退け、冷めた目をして言った。

「オウトウイン、《切り裂さきジャック》は知っているか？」

「？　い、いいえ……」

「《切り裂きジャック》は、少し前にロンドンを騒さわがせた連続殺人犯につけられた名前だ。犯行現場は主にイーストエンドの貧しい地区。被ひ害がい者しやは必ず内臓の一部ないし全部を失っている。手口から同一犯と考えられ、ついたあだ名が《切り裂きジャック》。ちなみに捕つかまっていない」

　アヤコは今日ロンドンに着いたばかりで、そんな事件は知らなかった。

　さすがに恐ろしくなって青ざめてしまう。

　その変化を、青年は目ざとく見つける。

「顔色が悪いぞ、オウトウイン」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。でも、それが、バージェス先せん輩ぱいと、なんの関係が……」

「僕は《切り裂きジャック》なのだそうだ」

　冗じよう談だんなのかと思った。

　だが、青年は笑いもしなかった。

　それまでと同じ、冷めた、つまらなそうな目でアヤコの目を覗のぞき込み、彼女の顔にかかる黒くろ髪かみを一筋すくい上げ、彼女がそれに驚おどろいてびくりと身を竦すくませるのを確かく認にんして、手を離はなした。

「バージェス──」

　窘たしなめるような教師の呼びかけさえ、一いつ顧こだにしない。

　青年は、手て袋ぶくろに包まれた細い人差し指でアヤコの喉のど元もとをとんと叩き、宣言した。

「オウトウイン、僕は事実が好きだ。客観的事実だけが僕の気分がどうにかなるのを遅おくらせてくれる。だから、僕も事実だけを言おう。僕と知り合ったことは忘れたまえ。それが君のためになる。僕が何者か、君はもう知ったのだからね」

　そしてこの時も、アヤコはろくに言葉も選ばず、反射的に本能的に、魂たましいからの言葉だけを口にした。

「貴方は《切り裂きジャック》なんですか？」

　青年の指の下で、自分の声帯が動くのを感じる。

「…………僕の話を聞いていなかったのかね？」

　青年は顔をしかめ、その指を離した。

「だって、貴方は『《切り裂きジャック》なのだそうだ』としか言ってません。ええと、これ伝聞ですよね？　つまり、今のは、貴方のことをそう噂うわさする人間がいるという意味にしかならないんです」

「最上級生に文法の講こう釈しやくか、新入生？」

「私は新入生で留学生ですが、貴方が殺人犯なんて噓うそだと思います」

「僕は噓は好まない」

「だから伝聞形なんですよね？」

　愚ぐ鈍どんなほど率そつ直ちよくに、純じゆん朴ぼくに、アヤコは尋ねた。

「どうして、連続殺人犯なんて言われているんですか？　どうして、それを黙だまって受け入れているんですか？」

　青年の、冷め切ったような目が、少しだけ変わった。その目は細められ、まるで微び笑しようを浮うかべているようにも見えた。

「……なるほど、君はパーシヴァルだな」

　感じ入ったように、彼はそう独白した。

「え？」

　訊きき返すアヤコに答えず、青年は一方的に言った。

「オウトウイン。ファグマスターは決まっていないな？」

「ファグ……？」

　何かを察したのか、教師が慌てた様子で口を挟はさんだ。

「待ちたまえ、バージェス！　この子は私の恩人の子なんだ、君に──」

「先生。自主性を重んじる当校においてファグとファグマスターの《契けい約やく》は当人たちだけの問題です。教師に許されるのはセッティングだけのはずでは？　幸い紹しよう介かいはしていただきましたし──」

「バージェス！」

「僕のファグになりたまえ、オウトウイン。僕の在学中は僕が君の庇ひ護ご者となって、教え導こう。君が払はらう対価はささやかなものだ。手を」

　アヤコは何が進行しているのかまったく理解していなかった。

　ただ、教師は必死で彼女に何か説明しようとしていた。

「いいかい、アヤコ君、早まってはいけない。確かに《ロード》からファグとして指名されるのは名めい誉よなことだ。だがね、だからといって何もバージェスのファグになることはないんだ。君のような優ゆう秀しゆうな生徒なら、きちんとした上級生がファグマスターになってくれるから──」

「ま、待ってください、よくわからないんですけど──」

「つまり、こういうことだ、オウトウイン」

　にこりと、青年は微笑ほほえんだ。

「命の恩人の申し出を、君は拒きよ絶ぜつするのかな？」

「…………」

　礼を、と言ったのは、アヤコの方だ。

　アヤコの中では、危険回かい避ひを訴うつたえる本能と理性が結けつ託たくし、なんとか恩知らずと罵ののしられずに済む断り方を求めてもがいていた。だが、どんなに体てい裁さいを整えて、言い訳をしても、他ほかならぬアヤコ自身が、彼の申し出を断るのは恩知らずというものなのだと感じていた。

　アヤコは挑ちよう戦せんを受けるかのように顔を上げ、キッと青年を見上げて言った。

「わかりました。よくわからないですけどファグになります、貴方あなたがそう望むのなら」

「よろしい、では手を出したまえ」

「アヤコ君……」

　天を仰あおいだ教師の姿を視界の隅すみに留とどめて、アヤコは求められるまま青年に手を差し出した。

　青年は紳しん士しが淑しゆく女じよにするようにはアヤコの手を取らず、いきなり彼女の手を握にぎって、力強く振ふった。つまり、男同士でするような握あく手しゆだ。

「!?」

「不作法だと怒らないでくれよ。これで契約成立、君は僕のファグになった」

「は、はあ。それで、あの、ファグってなんなんですか？　何をすれば──」

「何、たいしたことはない。言っただろう、対価はささやかなものだと」

　青年は上じよう機き嫌げんらしく、アヤコにもう一度微笑みかけてくれた。それは爽さわやかで、魅み力りよく的な笑えみだったが、同時に悪あく魔まのように邪じや悪あくなものにも見えた。

　彼はアヤコの戸と惑まどう顔を楽しそうに眺ながめて言った。

「ファーストネームはアヤコか。ならば僕は君をアヤコと呼ぼう。僕のことはレジナルド、呼びにくければレイと呼びたまえ」

　あ、もしかしてオウトウインは呼びにくいのかな……とアヤコは察した。青年は日本名を綺き麗れいな発音で呼んでくれていたが、実は案外面めん倒どう臭くさかったのかもしれない。

「は、はい、えーと、レイ先輩？」

「レイだけでいい」

「……はい、レイ。その、よろしくお願いします」

　ようやく満足した様子で、変わり者の青年紳士──レイは手を放した。




　スタグフォード校の生徒は、年ねん齢れいではなく学力によって六つの級に振り分けられる。半期に一度試験があって、普ふ段だんの学力と合わせて進級が決まる。

　最上が第シツク六ス・フ級オームで、アヤコは第四級の初等相当と認められた。

　学内には十三の寮りようがあり、十二歳の新入生から卒業を控ひかえた十八歳の第六級生まで、様々な年齢の者が一つの寮で寝しん食しよくを共にしている。日中は級ごとに学び、放課後はクラブ活動に精を出し、その後は寮ごとに自習時間や自由時間を過ごす。勉学やスポーツなど、寮同士で競きそい合う場面も多いそうだ。

　女生徒は四十人くらいしかいないから、一つの寮に集められていた。

　アヤコを迎むかえてくれたのは、淑女然とした、落ち着いた物もの腰ごしの上級生だった。

　彼女は監かん督とく生のアイリーン・プリムローズと名乗り、アヤコの手を取って笑顔で言った。

「《ダイアナ寮》へようこそ、オウトウインさん。貴女あなたを歓かん迎げいします」

「光栄です、プリムローズ先せん輩ぱい！」

　アヤコは嬉うれしくなって、両手でその手を握り返して言った。

　女生徒四十名が暮らす《ダイアナ寮》は、スタグフォード校の敷しき地ちの外れに立つ、煉れん瓦が造りの三階建ての建物だ。他の施し設せつと離れているのは防犯上の配はい慮りよからだが、本校舎や校長寮のある中心部からは三十分ほども歩く必要があって、少し不便だ。

　とはいえ、煉瓦の壁かべに緑の蔦つたを絡からませ、楡にれの木立に囲まれて立つ《ダイアナ寮》はその苦労を十分補う程ほどに美しく、スレート葺ぶきの切妻屋根とその上の風かざ見み鶏どりがとても可愛かわいらしかった。

　風が吹ふき抜ぬけ、赤と緑に彩さい色しよくされた風見鶏がからからと動く。

　思わず見上げたアヤコに、上級生は微笑んで言った。

「あの子のおかげで、《風見館》とも呼ばれているんですよ。さあ、いらっしゃって」

　アヤコは世話をしてくれた教師に礼を言い、トランクを提さげて、《風見館》の両開きの玄げん関かんに通じる階段を上った。




　ようこそ！

　何度その言葉をかけられたか、わからない。

　楽天的な性格のアヤコも、初めての土地で緊きん張ちようしていたし、不安もあった。初めて会ったスタグフォード生がレイのような少々変わった人間だったせいもある。

　だが、寮の女生徒は皆みな明るく気さくで、アヤコという新しい仲間をすんなり受け入れてくれた。その夜の夕食後には、寮の談話室で歓かん迎げい会かいが催もよおされた程だ。

　一階にある談話室は余よ裕ゆうのある作りで、寮りよう生せい全員が入っても狭せまくは感じられず、クッションがたっぷり入った椅い子すや安楽椅子、長椅子は、詰つめればかなりの人数が座れた。

　アヤコは暖だん炉ろ前に置かれたネオ・ロココ調の安楽椅子に座らされ、皆が歌ったり楽器を弾ひいたりするのに合わせて、一いつ緒しよに手て拍びよう子しを打って楽しんだ。

　女王陛下の支配を言こと祝ほぐ歌や、学校や寮を讃たたえる歌が歌われたかと思えば、楽しげなポルカが奏かなでられ、女生徒同士で踊おどったりもする。アヤコも途と中ちゆうから手を引かれてダンスの輪に無理矢理入らされたり、請こわれて《蛍ほたるの光》等、お互たがいに知っている歌を歌ったりした。

「綺麗な歌声ね！」

　日本語の《蛍の光》はまあまあの評判で、アヤコは内心ホッとした。

　話しかけてきた女生徒は、歓迎会の最初に同じ年だと自己紹介してくれた少女だった。

　白地に細いストライプが入ったドレスはペチコートでふわりと膨ふくらみ、白いブラウスにはリボンを結んでいる。それがこのスタグフォードの制服で、各自特約店で作ってもらうことになっている。

　アヤコも採寸してもらったが、出来上がるのはまだ少し先だ。

「いつもこんなに賑にぎやかなの？」

　アヤコに問われて、隣となりの椅子に座った少女は笑う。

「まさか。さすがにいつもだと先生に怒おこられてしまうわ。でも、時々は賑やかなのも許されるのよ。そうそう、貴女《お茶会》のこと聞いてる？　この寮では新入生が《お茶会》を開くことになってるの。《ダイアナ寮》の通過儀ぎ礼れいってところね。ふふ、貴女の《お茶会》には是ぜ非ひ招待して欲しいわ。きっと楽しそう」

　無む邪じや気きそうに笑う女生徒は、さらに肘ひじ掛かけに身体からだを預け、身を乗り出してきた。

「貴女、ファグマスターは決まっているの？　ファグのいない上級生が何人かいるわよ。誰だれがファグマスターになるのかしら？」

「あ、実はもう決まっているの。レイ──いえ、バージェス先輩という方よ」

　にこやかに話しかけてくれていた女生徒の表情が、固まった。

「……レジナルド・バージェス様？」

「え、ええ」

　アヤコが頷うなずくと、彼女はいきなり十字を切ったかと思うと、胸の前で手を組み、ぶるりと震ふるえる。

「まあ、なんてこと……」

　相手がそれきり絶句してしまったので、アヤコは察し、先回りして言った。

「バージェス先輩が《切り裂さきジャック》なんて呼ばれてるのは聞いてるわ。でも、私はそんなの気にしてないわ、信じてないもの」

「……そ、そうね。でもね、あの方は、ちょっと特別というか……あまり、関かかわらない方がいいと、思うの」

「どうして？」

　変わり者だとしても、この態度はあんまりな気がする。

　そういえば、教師もやたらとアヤコがレイのファグになろうとするのを止めていた。

　彼の方に何か問題があるのかもしれないが、それでも、彼が命の恩人であることには変わりがなかったので、誤解なら解きたいと思って、アヤコは話を促うながした。

　女生徒は、視線を逸そらしながら、言いにくそうに語った。

「あの、ファグマスターの悪口を言われたと気分を害さないで欲しいのだけれど。あの方に関わると、良くないことが起こるのよ。あの方のせいで学校を放校になった上級生や、破産した資産家もいたとか……」

「そんな、バージェス先輩は悪い人ではないわ。今日も、ロンドンで私を助けてくれたもの」

「でも本当なのよ。誰にも言っていない悩なやみや秘密をあの方に言い当てられたって人もいたし、ち、血だらけのメスを持って夜中に立っていたとも聞くし……。それに、ロンドンなんて、本当は今日だってお休みでもないんだから、外には出られないはずなのに」

　女生徒の視線や口調に出ているのは、怯おびえと、不安と、少しの羨せん望ぼう。

　アヤコにも、レイの学内での立場がなんとなくわかってきた。

《ロード》の監督生とはいえ、レイはかなり自由に学内で振ふる舞まっているのだろう。彼の評判があまり良くないのは、そのやっかみもあるかもしれない。

「でも、助けてくれたわ。私が誘ゆう拐かいされそうになったのを、止めてくれたの」

　その事実を忘れて欲しくなくて、アヤコは繰くり返した。女生徒は、どこか信じていないような、上の空で相あい槌づちを打った。

「まあ、そうなの。誘拐なんて恐おそろしいことね」

「……本当よ!?」

　アヤコの剣けん幕まくに驚おどろいて、女生徒は慌あわてて言い繕つくろった。

「信じてるわ、勿もち論ろんよ。ただ、そう、男性のファグになるというのも大変なことだし、貴女が心配になってしまって」

　アヤコはまだ憤ふん慨がいしていたが、女生徒の言い方が気に掛かかった。

「どういうことなの？」

「だってね、ファグはファグマスターの身の回りのお世話をする係だから、その……」

　言いにくそうに、女生徒はアヤコの耳元に口を寄せて囁ささやく。

「お着き替がえ手伝うのよ、ファグって」

「は……？」

　男性の、着替えを、手伝う。

　その事実が頭に浸しん透とうした途と端たん、アヤコの頰ほおはカッと燃え上がるように熱を持った。

「なんですってえっ!?」

　思わず絶ぜつ叫きようして立ち上がると、さすがに周囲の視線が集まった。

「どうなさったの？」

　監督生のプリムローズが心配した様子で尋たずねてきた。

「い、いえ、その……すいません、大だい丈じよう夫ぶです」

　なんでもないとわかると、周囲も安あん堵どした様子で言い交かわした。

「ガーランド先生来ちゃうかしら？」

「大丈夫でしょう、今日はちゃんと許可もらってあるもの」

　寮りようの面めん倒どうを見る舎ハウ監スミ教スト師レスのミス・ガーランドは若い女性教師で、ギリシア語とピアノを教えているとのことだった。アヤコも挨あい拶さつしたが、怒らせると怖こわそうな人だった。

　舎監教師は談話室の反対側の棟とうに部屋を持って、生徒たちと寝しん食しよくを共にしている。この騒さわぎも聞こえていることだろう。

　その時、扉とびらが突とつ然ぜん開いて、誰もが驚いて口を噤つぐみ、一いつ瞬しゆん場が静かになった。

　アヤコは教師が注意に来たのかと思ったが、入ってきたのは、一人の女生徒だった。

　アヤコと同じ年とし頃ごろらしい女生徒は、鮮あざやかな赤毛の持ち主で、とりわけ白い肌はだをした少女だった。ほっそりとした柳やなぎのような身体と、鋭するどい目付きが印象的だ。

　彼女は結ゆい上げた赤毛にすっと手を当て、後おくれ毛を直すと、黙だまりこくる皆に言った。

「楽しそうですわね」

「マーガレット……」

　誰かが少女をそう呼んだ。

　困こん惑わくした、奇き妙みような沈ちん黙もくが場を支配する中、進み出たのは監かん督とく生のプリムローズだった。

「来てくれて、監督生としてとても嬉うれしく思いますわ、ブランドンさん」

　監督生は寮の自治を担にない、寮生の間で揉もめ事が起こった時にはその調停をする。校長から選ばれて、春からはプリムローズが監督生をしていると聞いている。

　マーガレット・ブランドンは軽く膝ひざを折ってお辞じ儀ぎした。

「遅おそくなって申し訳ありません。新入生の歓かん迎げいでしたわね？　私も一曲歌って差し上げたくて。よろしいでしょうか？」

「勿論ですわ」

　その冷めた目をピアノの前に座る女生徒に向け、彼女は言った。

「では《オレンジとレモン》を」

　──その途端、緩ゆるみかけていた場の空気が、凍こおり付いた。

　状じよう況きようがよく飲み込めないアヤコにも、その変化は伝わってきた。

　皆みなの顔色や表情がおかしい。口元に手を当て、青ざめた顔でマーガレットを見つめる者や、息を吞のんで隣となり同どう士しで手を繫つなぎ合う者もいる。

　どんな歌かは知らないが、この寮の女生徒たちにとって、その歌が衝しよう撃げき的な意味を持つことは明らかだった。

　動どう揺ようを隠かくし切れない生徒たちの中で、唯ゆい一いつ、監督生のプリムローズだけが穏おだやかな態度を保っていた。

「ブランドンさん、その歌はよしておきましょう」

　そう言う声も、落ち着いた、今まで通りのものだった。

　マーガレットは、しらけたような目を監督生に向ける。

「何故なぜでしょうか。私は新入生の方のために歌って差し上げたいのですが」

「その歌はまたにしましょう。今晩相応ふさわしい歌ではありませんもの」

「しかし──」

「本当はオウトウインさんのために歌いたいわけではないでしょう？」

　口元に微び笑しようを浮うかべ、プリムローズは断言する。

「貴女あなたは、ご自分のために歌いたいだけですわ」

　少しの沈黙ののち、マーガレットは視線を落とした。

「……そうかもしれません」

　そして、また顔を上げ、プリムローズをその印象的な鋭い眼まな差ざしで睨にらみつける。

「でも、ここにいる方々も、新入生の方のために歌っているわけではありません。こんなのは誤ご魔ま化かしです。皆さん、内心では恐れているんですわ。それを誤魔化すために、こんなふうに馬ば鹿か騒さわぎをしていらっしゃるのです」

　緊きん迫ぱくした空気がマーガレットとプリムローズの間に流れる。

「あの」

　その空気を打ち砕くだいたのは、アヤコだった。

「どういうことなんでしょうか」

　アヤコは発言の許可を求める生徒のように手をちょっと挙げ、二人の様子を見守った。

　だが、マーガレットは何も言わず部屋を出ていき、プリムローズはにこやかな笑え顔がおでアヤコを振り返った。

「なんでもありませんわ。ブランドンさんは少し気まぐれな方ですから。あまり気になさらないで過ごしてくださいね。あら、もうこんな時間。皆さん、そろそろお開きに致いたしましょう」

　プリムローズの言葉で、固まっていた少女たちは突然時が流れ出したかのように動き出し、ぎこちなくアヤコやプリムローズに挨拶して去って行く。

「オウトウインさんももうお休みになってください。お疲つかれでしょう？　はしゃいでしまってごめんなさい」

「いえ、でも、あの──」

「また明日あした。ごきげんよう」

　プリムローズもそう言ってアヤコを談話室から押し出し、扉に施せ錠じようする。頭が花の形をした小さな鍵だ。深い紫むらさき色いろの石が、スミレの花弁の形に嵌はめ込まれている。

　アヤコの視線に気付いて、プリムローズは誇ほこらしげにそれを見せる。

「監督生とその補ほ佐さはすべての部屋の鍵を持っているんですよ。この鍵束がわたくしの印」

　腰こしのベルトにぶら下がる鍵束は、彼女の動きに合わせてじゃらじゃらと鳴る。部屋ごとにデザインが違ちがうらしく、スミレの他ほかに薔ば薇らやカーネーションの形をした鍵もある。

　それではお休みなさい──そう言って、彼女は監督生室のある二階に上がっていく。

　アヤコは、ガス灯の照らす廊ろう下かに突然一人で残されて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすことしかできなかった。

（《マーガレットの乱》……）

　なんとなくそう名付けて、もやもやとした、釈しやく然ぜんとしない思いを抱かかえて一人で首を傾かしげた。




　濃こい霧きりが漂ただよっていた。

　九月の早朝の空気は湿しめって冷たく、肌に纏まとわり付くようだった。

　アヤコは古い石いし畳だたみの道を歩いていた。左右にはよく手入れされた芝しば生ふが広がっているが、視界は霧のせいで悪く、道が正しいのか自信が持てない。

　だが、不意に吹ふき抜ぬけた一いち陣じんの風がさっと霧を押し流し、太陽が顔を出す。

　行く手に石造りの城の威い容ようを認め、アヤコはホッと息を吐ついた。

　とはいえこれから待つものを想像し、すぐにその吐と息いきは溜ため息いきに変わる。

「……着替えの手伝いか……」

　この難題を前にして、さすがにアヤコも塞ふさぎ込んでしまっていた。

　昨夜色々聞き出してわかったことだが、ファグとは従卒のような立場なのだ。

　上級生のファグマスターから庇ひ護ごを与あたえられて安全を保証され、時に勉学やスポーツ、学校生活全ぜん般ぱんの問題において指導や助言を受ける。その代わりにファグはファグマスターに仕え、雑用を行う。

　通常、ファグは同じ寮に所属する下級生から選ばれる。

　だが《ロード》は成績優ゆう秀しゆうで人望の篤あつい者から選ばれるため、新入生が《城》を寮とすることはない。そのため、《ロード》は特権的に好きな寮の者からファグを選ぶことができた。

　そうはいっても、普ふ通つうは自分が所属していた寮の新入生を選ぶ。《ロード》がファグに指名するというのは次期《ロード》として期待しているということの顕あらわれでもあるから、出身寮への愛着の強い者なら必ずそうするのだ。

　勿もち論ろん、異性からファグを選ぶような人間はこの学校のどこにもいない。

　いや、いなかったのだ、レイがアヤコを選ぶまでは。

「ううう、知らなかったからやっぱり辞やめますなんて言えないし……」

　壕ほりに架かかった跳はね橋を越こえ、門もん扉ぴ脇わきの通用口らしき扉とびらを叩たたくと、しばらくして覗のぞき窓が開いた。

　ぎょろつく大きな目がアヤコを認め、すぐに窓が閉められる。

　かと思うと今度は扉が開いて、無ぶ愛あい想そうな老年の門番が入れと手て振ぶりで示してくれた。

　礼を言って入ると、門番はアヤコを置いてさっさと門もん楼ろうの方へ戻もどっていく。

　アヤコは目を上げ、城門の中の様子を確かく認にんした。

「わあ……」

　想像していたよりも、城内はずっと美しいところだった。

　城門からは、幅はば広ひろい石畳の道が真っ直すぐに伸のび、その先は植木と噴ふん水すいのあるちょっとした広場になっている。広場の周りに並ぶだいたいの建物は城じよう壁へきと同じような石造り。

　そして道の先、十段余りの階段を上った向こうに、母おも屋やらしき館やかたが見える。

　屋上にも胸きよう壁へきを備え、控ひかえ壁かべを有する、いかにも堅けん固ごで壮そう麗れいな建物だ。

　華か美びな装そう飾しよくはなくシンプルな造りをしていたが、朝日を受けて灰かい白はく色の石壁が輝かがやく様は、息を吞むほどに美しく、アヤコの胸にも小さくはない感動が去来する。城主ロードの館、という言葉がぴったり来る建物だった。

　こんなところに住んで、毎朝目覚められるのなら、それは確かに特権だし、《ロード》を目指したくなるかもしれない……アヤコは感かん嘆たんとともにそう思い、はたと我に返った。

　レイの部屋は塔とうのてっぺんにあると教えられている。

　視線を館から右手に転じて、アヤコは思わず、うっ、と一声呻うめいた。

　広場の東の端はしに、城壁と一体化した巨きよ大だいな方形の塔が聳そびえている。角張って大きい、無骨な、ずんぐりした外見で、アヤコも昨日のうちに外から眺ながめ、なんて暗あん澹たんたる光景だろうと恐おそろしくなった、あの塔だ。

　母屋と同じ石積みのはずだが、長い間風雨にさらされてきた外壁は黒ずんで、特にぞっとする冷たい雰ふん囲い気きを放っている。

　幽ゆう霊れいでも出そう、というのが正直な感想だ。

「塔……塔って、これよね……」

　見回してみたが、他にそれらしいものは城付き礼拝堂の塔と物見櫓やぐらくらいしかない。

　ということは、やはりこの、古びた、巨大な、おどろおどろしい塔が、彼女のファグマスターの住居なのだろう。

　アヤコは溜息を飲み込み、塔へそろそろと近づいていった。




　レイの部屋は、塔の最上階にあった。

　最上階すべてを彼一人で使っているらしく、狭せまい階段を上りきったところには扉が一つあるきりで、その扉にきちんと名前が彫ほられたプレートがネジ止めされている。

　だが、何度ノックをしても出て来ないので、アヤコは勇気を振ふり絞しぼって、ノブに手を掛かけた。

「失礼しまぁす……あれっ」

　扉には鍵が掛かっている。

　寝ねているのか、それとも外出しているのだろう。

「こ、ここで待つのは嫌いやだなあ……」

　空気はひんやりと冷たく、湿って、過ごしやすい場所とは決して言えない。明かり取りの小窓はあるものの、早朝だからかまだ暗く、濃い影かげにいちいちびくびくしてしまう。

「君は？」

「ひっ!?」

　突とつ然ぜん背後から声を掛けられ、アヤコは吃驚びつくりして振り返った。

　立っていたのは、幽霊──ではない、黒くろ髪かみと緑の瞳ひとみを持つ、爽さわやかな笑え顔がおの青年だった。

　制服のウェストコートは鮮あざやかな朱しゆ色いろで、これは確かスポーツで主将を務める者に許される色だ。身長はレイほどではないが長身で、レイよりは幾いく分ぶん首や腕うでに筋肉の太さが感じられた。

「あっ、わたくし、バージェス先せん輩ぱいのファグで、桜おう桃とう院いん亜夜子と申します」

「ああ、君がそうなのか！　聞いているよ、バージェスがファグを選んだって、それも女の子を！　どういう事情があったか知らないが、君も思いきった決断をしたものだ。大だい丈じよう夫ぶかい、まさか脅おどされていたりはしないだろうね？」

「わっ、私はっ」

　アヤコは、寮りようの女生徒の反応を思い出し、酷ひどく悔くやしい気分になった。

　着き替がえのことについては、確かに少なからず後こう悔かいしているし、まあ、かなりの部分、勢いでファグになってしまったかなとは思うが、それでもファグになったことはアヤコの意思だった。

　レイへの忠節のため、そして自身の誇りのため、アヤコは声を大にして言った。

「レイから脅されたりなんかしていません。私は、自分の意思で、彼のファグになったんです！」

　朱色ウェストコートの上級生は、アヤコの剣けん幕まくに目を丸くした。

　だが、彼はすぐに真ま面じ目めな表情になると、怒おこられるかと緊きん張ちようしていたアヤコに、頭を下げた。

「それは申し訳ない。君のファグマスターを侮ぶ辱じよくする気はなかったのだが、君が怒るのも尤もつともだ。許して欲しい」

　アヤコは驚おどろいて、しどろもどろになって言った。

「い、いえ、私こそ、お、大きな声を上げてしまってごめんなさい」

「いや、君が正しかったのだから気にしないでいいんだよ。……いつでも、そうあるべきだ」

「は、はい、ありがとうございます」

　動転してしまったアヤコを励はげますように、青年は穏おだやかに声を掛けてきた。

「それで、どうかしたのかな？」

「あっ、レイが……バージェス先輩がいらっしゃらなくて……」

「そうか、珍めずらしいな、こんな早い時間に不在なんて。よし、ちょっと捜さがしてみようか。ついておいで」

　そう言うなり、青年はアヤコに背を向けて、階段を下り始めた。

　青年に連れられて、アヤコは期せずして《城》の中を探たん索さくすることができた。

　あれが調理場、お湯はここでもらえる。こっちが食堂……と、青年は一つ一つ説明してくれる。

《城》にいるということは彼もまた《ロード》なのだと思うが（ファグにしては年ねん齢れいが上だ）、親切で気さくで、とてもレイと同じ《ロード》とは思えなかった。

　アヤコは親切な人に出会えたことに感謝しつつ、彼の後をついて、廊ろう下かを歩く。

　その時突然、廊下に並ぶ扉の一つから、人が言い争う声が聞こえてきた。

　アヤコは吃驚して固まってしまう。

　扉が中から開け放たれたかと思うと、女性のきつい声が廊下にまで響ひびき渡わたった。

「出てお行きなさい！　これ以上は侮辱と見なします！」

　宙を飛ぶティーカップとともに追い出されたのは、上着の代わりに白衣を着た男子生徒だった。彼は冷たい目を室内に向け、指を突つきつけて言った。

「身の回りに気を付けておくことだ。覚えておきたまえ、君は──」

　彼の口上の途と中ちゆうで、扉が音を立てて閉とざされた。

「…………」

　追い出された男子生徒は扉を指さしたまま所在なさそうにしばらく立ち尽つくし、アヤコともう一人の青年に気付いて振り返った。

　それは、レイだった。

「どうしてウィンフィールドの部屋にいたんだ、こんな早朝から」

　青年の言葉で初めて、アヤコは事態の異常さに気付いた。女性の部屋を早朝に追い出されるなんて、そんな破は廉れん恥ちなことはまさか──と顔が赤くなる。

　だが、レイはむっとして言い返した。

「話があったのだ。彼女のファグも部屋にいた。彼女が許可を得てファグを部屋に泊とまらせているのは知っているだろう」

「何もこんな朝から押しかけることはないだろう。彼女も迷めい惑わくそうだった」

「急を要する問題だ。前から話をしようとしても避さけられていた。こうなっては確実に部屋にいる時間に訪問するしかあるまい。それとも貴様なら訪問状を出すのか、グラム？」

　グラムと呼ばれた青年は顔をしかめる。

「ウィンフィールドの機き嫌げんを損そこねたな。例の件か？　君が関かん与よすべきことじゃないんじゃないのか？」

　青年の言葉を聞いて、レイは一いつ瞬しゆん黙だまり込んで青年を見つめ返した。

　そして、その目をじっと見つめたまま言った。

「《ロード》の地位には責任が発生する。全校生徒の模も範はんとなり、困っている者がいれば援えん助じよを惜おしんではならない。勇気を尊び不正義を追つい及きゆうせよ、だ。その上僕は監かん督とく生なのだから、この城内で問題があれば解決するのが務めだ。よってこれは僕が関与すべきことだ。貴様が自分に与あたえられた《ロード》や監督生の立場をどう考えているのかは知らないが、僕のやり方に口を出さないでもらおう」

　アヤコは少なからず驚いて、青年の顔を見上げた。

　手厳しい言葉に困り顔をする青年が、レイと同じ、《ロード》の監督生なのだ。

「君とウィンフィールドじゃ水と油だ。そんなにアレが問題だっていうのなら、私が──」

「待て」

　レイはアヤコに目を留めて、青年の発言を押し留めた。

「遅おそいぞ、アヤコ。あと三十分早く来るように。それから調理場で湯を貰もらって来て、部屋に運べ」

「はっ、はい！」

　アヤコは大急ぎで、廊下を駆かけ出し、その直後にレイの声が飛んだ。

「走るな、アヤコ！」

「はいっ」

　アヤコは走らず、しかし極力急いで、調理場へ向かった。




　ノックをすると、今度は、どうぞ、という愛あい想そのない返事があったので、アヤコはノブを回し、塔とうの最上階を占しめる部屋へと足を踏ふみ入れた。

　外観の古めかしさに反して、室内は近代的な設備の整った実験室といった様相だった。

　壁かべ際ぎわには薬品棚だなや書しよ架かが並び、チェストの上には蝶ちようの標本が積み重ねられ、床ゆかには等身大の人体模型も置かれている。中央には長大な机があって、その上にも、ビーカーやら顕けん微び鏡きようやらピペットやら試験管やら、その他用よう途とのわからない実験器具が整然と並ぶ。

　寝しん室しつは別室らしく、奥に衝つい立たてで隔へだてられた部屋がちらりと見えた。

　レイは、机の奥で、椅い子すに座って本を読んでいた。

　アヤコが物もの珍めずらしさからきょろきょろと室内を見ていると、レイが本から目を上げて彼女を睨にらんだ。

「何してる」

「あっ、お湯ですっ」

　レイは今度は朝刊と朝のお茶だと言い、さらにアヤコは大急ぎで準備に取りかかった──その頃ころには他ほかの《ロード》の世話をするファグたちもやってきていて、調理場周辺はちょっとした渋じゆう滞たいが起こっている。

　なんとか銀の盆ぼんの上にティーセットと新聞を揃そろえ、さらにビスケットを添そえて、アヤコは茶を零こぼさないようそろそろと螺ら旋せん階段を上った。

　ノックをして扉とびらを開けると──

　部屋には紅茶の香かおりが漂ただよっていた。

　レイが、実験用のブンゼンバーナーで沸わかしたビーカーの湯を、磁器のポットに注いでいた。

（……ええええええ）

　そのビーカーは衛生的に大丈夫なのかとか紅茶の準備をしろと言ったのはレイなのにとか、言いたいことは胸中に溢あふれ返っていたが、何から言ったらいいのかわからず、アヤコは単に盆を持ったまま立ち尽くしていた。

　レイはアヤコを一いち瞥べつして呟つぶやいた。

「遅い」

「……す、すいません」

「茶葉ならその棚たなの中にある。僕が茶を、と言った時は、今度からここで淹いれたまえ」

　指し示された棚は薬品棚として使われていたが、確かにその合間に茶葉が入っているらしきキャニスターが幾いくつも置かれていた。

　レイはしばらく茶葉を蒸むらすと、用意していた白磁のティーカップに茶漉こしで漉して注いだ。

　宝石のように美しい赤せき褐かつ色しよくの茶が入った。

「こ……これはどうしましょう？」

　いい加減茶器の重さで腕うでが震ふるえていたので、アヤコは盆をレイに差し出した。レイは盆の上を一瞥すると、新聞だけを手に取って、椅子に戻もどって座った。

　ばさりと新聞を広げて、優ゆう雅がに茶を飲み始める。

「えっと……」

「朝食の給きゆう仕じの時にまた来たまえ。それから新聞を持ってくるときはアイロンを掛かけて来るように。インクが手について汚よごれてしまう。覚えたなら戻れ。一限目の授業に遅ち刻こくするぞ」

「あ！」

　学内は広い──ここから寮りように戻って準備を整え、本校舎に行く時間を考え、アヤコは青ざめた。ちょうど時計塔の鐘かねが鳴り、時刻を教えてくれる。もう限界だ。

「し、失礼します！」

　アヤコはばたばたと部屋を飛び出して、茶器を調理場に返す前に朝の栄養補給のために盆のビスケットを摘つまみ食いした。




　三限目の授業までには、アヤコは、あれ、ちょっと変だな、と思い始めていた。

　レイはアヤコと顔を合わせるごとに雑用を命じた。それはファグなのだから、と思えば仕方ないとも言えるが、その用事をこなしてから自分の授業や食事のために移動するといつも必ずぎりぎりで、走ればかろうじて間に合う時間になるのだ。

（偶たま々たま、かな？　いや、でも朝のお茶と朝食とこの授業、全部ちょうどぎりぎりだったんだけど。お釣つりが来ない感じで）

　レイから前の休きゆう憩けい時間に指示されていたので、先さき程ほども図書室に行って彼のために本を借りてきたところだった。これを次の食事時間に彼の元に届けなくてはいけない。

　全力疾しつ走そうで授業の開始時間に間に合わせたアヤコは、椅子に座っても倒たおれ込みそうになる身体からだを机に肘ひじをついて支え、ぜえはあと浅い呼吸を繰くり返し、隣となりの生徒から不ふ審しんの目で見られている。

　呼吸を整える前に教師が教室に入ってきて、ギリシア語の授業が始まってしまい、アヤコは疲ひ労ろうのため震える指でノートを開いた。

　このスタグフォード校は男女共学が校こう是ぜだから、どの授業も習熟度の違ちがいによる級分けはあれど、同程度の学力ならば男女入り混じっての受講となる。

　初等三級、上等三級、初等四級、上等四級、五級、六級──という区分けの中で、アヤコは初等四級となった。順調にいけば半年で昇しよう級きゆうできるから、最上級である第シツク六ス・フ級オームまでは一年半かかることになる。

　テキストのギリシア悲劇を、当てられた生徒が英訳していく。教師は生徒の訳に対して注ちゆう釈しやくを付け加え、アヤコは予習してきたノートと照らし合わせて確かく認にんする。

「──？」

　とん、と背中に何か当たる感かん触しよくがあった。

　授業中だったので、あまり目立たないようにちらりと背後に目をやる。背後では同じように生徒が授業を聞いているだけで、特にアヤコの方を見ている者はいない。

　気のせいかなと思い、アヤコは黒板の方に視線を戻す。

　パブリックスクールでは、ギリシア語の授業に多くの時間を割さいている。というのもその後の大学進学においても、ギリシア語やラテン語の習熟に重きが置かれているからだ。

　アヤコも可能な限り英国の大学で学びたいと思っているが、今のところ留学支し援えん団体の援助を受けられるのは十八歳になるまでの三年間だけだ。

　だから、まずは次の昇級試験で順調に上の級に上がること、そして、十七歳くらいまでに第六級に進み、優ゆう秀しゆうな成績を挙げて、大学進学のための奨しよう学がく金と学費免めん除じよの権利を獲かく得とくすることを目指している。

　──また、とん、と背中に当たる。

「？」

　なんだろうと思って、もう一度振ふり返る。

　今度は、すぐ後ろの席の生徒が、にやにや笑っているのが目に入った。

　その男子生徒はアヤコの左ひだり隣どなりの席の生徒と何か目配せしていた。

「…………？」

　何かの挨あい拶さつかな、とアヤコが訝いぶかしく思っていると。

「では次、対歌の訳をオウトウインさん」

　教師がアヤコを当てた。

　慌あわてて視線を手元に戻し、そこで、はたと、目の前にあったはずの予習ノートがなくなっていることに気付いた。

「!?」

　テキストの下にも、机の下にもない。

　落としたわけではないとすると、いったいどこに──と目を忙いそがしく周囲に向けたアヤコは、左隣の男子生徒の手の中に、自分のノートを見つけた。

「あっ」

　と声を出した直後に、ノートは今度は机の下を通ってさらに隣の席の生徒に渡わたされる。

　盗とられた──予習してきたノートを盗られたのだ。

「オウトウインさん？」

　教師は怪け訝げんな様子だ。

「あ、いえ──なんでもありません」

　見たところ、この悪戯いたずらに参加しているのは男子生徒が二人。アヤコに後ろから何かぶつけて気を引いた生徒も仲間だろうから、三人のグループだ。もっといるかもしれない。

　仮に、今アヤコがノートを盗られたと主張しても、ノートはあの生徒たちの間で回されて、誰だれが持っているか特定するのは難しいだろう。

　アヤコが言い訳をしているように見えてしまうし、そうでなくとも留学早々悪目立ちしてしまう。

　それが彼らの狙ねらいなのだ。

　視線に気付いた男子生徒が、ちらりとアヤコを見て笑う──アヤコが外国人だからなのか、女だからなのか、新入生だからなのかは知らないし興味もないが、彼らはアヤコをからかうことにしたのだ。

（紳しん士しばっかりじゃないのねえ）

　そういえばスタグフォードは共学ということもあって生徒集めに苦労していると聞く。

　パブリックスクールといえば紳士養成校だが、そうではない者もいるということだろう。

「先生」

　その時、アヤコの右隣に座っていた女生徒が発言した。

「オウトウインさんは、ノートを──」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです」

　アヤコは彼女の発言を遮さえぎって、立ち上がった。

　発言していた女生徒をちらりと見ると、それは昨夜の歓かん迎げい会かいでも顔を合わせた、赤毛の少女──マーガレット・ブランドンだった。

　マーガレットはなんのつもりなの、という咎とがめるような目でアヤコを見ている。アヤコがノートを盗られたことに気付いているらしい。

　ありがとう、という気持ちを込めて、アヤコは彼女ににこりと微笑ほほえみかける。

「どうかしたのかね？　おや、ノートがないのかね？」

「いえ、大丈夫です」

　教師にそう答え、アヤコはテキストを持ち、朗々たる声で読み上げた。

　指定された部分を無事に訳し終えると、教師は感心した顔で言った。

「よくテキストだけを見てすらすらと訳せたね。自分できちんと訳したからだろうが、訳も良かった。先せん輩ぱいのノートを見るようなずるをする者は見習うべきだ」

　アヤコは軽く膝ひざを折ってお辞じ儀ぎをし、椅い子すに座り直した。

　ちらりと悪戯グループを見ると、つまらなそうな顔でそっぽを向いている。

　アヤコが動どう揺ようしてつっかえたり、泣いたり、みっともなく騒さわぎ立てたりしなかったことが悔くやしいのだろう。

　あるいは、『先輩のノートを見るようなずる』に心当たりがあるのかもしれない。

（後はどうやってノートを取り返すかね……）

　アヤコも幼い頃ころは近所のガキ大将とやり合ったものだが、さすがに今は男子生徒に腕わん力りよくで勝てるとは思っていない。

　とはいえまだ使い始めたばかりのノートは純じゆん粋すいに惜おしい。

　うーんと悩なやんでいる間にも、教師は次の生徒を当てていく。

「次はシーモア──シーモア君？」

「はい」

　当てられたのは、アヤコから数えて三つ左の席に座る青年だった。

　彼をちらっと見て、アヤコは少なからず驚おどろいた。

　細身の黒い燕えん尾び服ふく、ウィングカラーのシャツ、青と金と白のストライプのネクタイ──すべて上級生の印だ。

　シーモアと呼ばれた生徒はそれらをすらりとした長身で着こなし、癖くせのある蜂はち蜜みつ色の金きん髪ぱつを撫なでつけている。容姿は華はなやかで、垂れ気味の目元に愛あい嬌きようが漂ただよう。

　その制服と容よう貌ぼうからして、年はたぶん十七、八。

　見た目はもの凄すごく立派だが、ここは初等四級。つまり、あまり成績はよろしくないのだろう。

　だが、彼の訳文を聞いて、アヤコはあっと声を上げそうになった。

　それは、アヤコの訳だったのだ。

　見れば彼の手にあるのはアヤコのノートだ。

　アヤコのノートを持っていたはずの男子生徒は、ノートを探しているのか、ばたばたと机の上のテキストやノートを動かし、最後にシーモアの手元にあるノートに気付いて、ぎょっとした顔をしている。

　ということは、シーモアは彼らの仲間ではないのだろう。

　シーモアは、アヤコのノートを悪戯グループから盗ったのだ。

　教師はシーモアの訳を聞き終えると、驚いた顔で言った。

「自分の生まれを知ったオイディプスの絶望が伝わってくる、素す晴ばらしい訳だ。やればできるじゃないか」

「いえ、先生」

　シーモアは、謙けん遜そんして──ではなく、言った。

「実はこれは私のノートではなく、オウトウインさんのノートなのです。先生、私の代わりに返していただけませんか？」

「どういうことだね？」

　教師は不思議そうに眼鏡を掛かけ直して、ノートを見た。

「先さき程ほど拾ったのです。おそらくは何かの間違いで、私のところまで来てしまったのでしょう」

　悪戯に荷か担たんした男子生徒たちは青い顔で、事の成り行きを見守っている。

　教師はシーモアとアヤコの間に座る生徒たちを見て、状じよう況きようを察したのか顔をしかめる。

　しかし、シーモアがそれ以上明確に言うつもりがないとわかると、そのままアヤコにノートを渡した。

「シーモア君からだ」

　アヤコはシーモアと教師に礼を言ってノートを受け取り、ホッとしてその表紙を撫でた。

　隣となりのマーガレットが、小声でアヤコに話しかけてくれた。

「貴女あなたのノートを盗ったのは、他校を素行不良で放校になった人たちよ。嫌きらわれ者のグループなの。……初日からごめんなさいね。あんな人ばかりじゃないのよ」

「どうして謝るの？　ノートは返ってきたし、お友達はできたし、良い日だわ」

　アヤコが平然とそう言うと、マーガレットは奇き異いなものを見るような目でアヤコを眺ながめ、呟つぶやいた。

「悪いけど、私のことを言っているのなら、友達になる気はないの」

「えっ……」

　さすがにショックを受けるアヤコを無視して、マーガレットは板書を書き写し始めた。

[image: ]




　こうしてアヤコのスタグフォードでの最初の週が始まった。

　友達になってくれない同級生や、寮りよう生せいたちが怯おびえた《オレンジとレモン》の歌、変わり者のファグマスター──アヤコは、寮での新しい生活に不安と期待の両方を抱いだいていた。

　だがアヤコを主に悩ますファグマスターは、午後のお茶の時間に不思議なことを口にした。

「なるほど、それではその男子生徒たちの特とく徴ちようを教えたまえ」

「え？　どうしてですか？」

　お茶の準備のついでに部屋の片付けをしていたアヤコは、整理途と中ちゆうの本を手に振ふり返り、ぎょっとして本を取り落としそうになった。

　レイはメスを手にオレンジの皮を剝むいていた。

「ええ～、そのメス、お昼に死んだ鳥の解かい剖ぼうに使ってませんでしたか……？」

「君の勘かん違ちがいだ。さあ早く男子生徒の特徴を言うように」

　よく手入れされているのだろう、メスはほとんど飛沫しぶきも飛ばさずするするとオレンジを解体していく。

　皿の上に放射状に並んでいくオレンジを感心して眺めるアヤコに、レイはメスの先を向けた。

「アヤコ。僕はファグマスターだぞ。命令には従いたまえ」

　まるで、子どもが僕は王様だぞと主張しているように見えて、アヤコは思わず相好を崩くずした。

「なんだ、にやにやして」

「あ、すいません……えっと、それで、どうして知りたいんですか？」

「その生徒に、自分が誰だれに手を出したか教え込まねばなるまい」

「……？　誰に手を出したって、私にですよね」

「僕のファグに手を出したのだぞ」

　むっつりと怒おこったレイは、メスを指先でぷらぷらと振りながら言う。

「先にも言ったではないか。君の安全は僕が保証すると。君に手を出すということは、僕の報復を受ける覚かく悟ごがあるということなのだ」

「うわあっ、あからさまに報復って言いましたね……それなら教えられません」

「何故なぜだ」

　アヤコは本を書しよ架かの隙すき間まに押し込んで言った。

「勿もち論ろん、報復なんてして欲しくないからです」

「だから、何故なのだ」

「だって、貴方あなたが怖こわがられちゃうじゃないですか」

　む？　と唸うなり、レイは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「何の問題がある」

「レイは気にしないかもしれませんが、私は嫌いやなんです。貴方のファグになったって言うと、みんな心配するんですよ。脅おどされたんじゃないかとかって！　そのたびに私は、そんなことない、レイは善い人だって主張して回ってるんです。でも私が何を言っても信じてくれない人もたくさんいて」

「いちいち説明するのが面めん倒どうなら放ほうっておけばいい」

「面倒とかじゃないです。貴方が誤解されている状況が嫌なんです！」

「ゴカイ？」

　むむ？　と唸るレイの眉間に皺が増えた。アヤコははたきをその眉間に突つきつけて宣言する。

「だって、レイは本当は善い人ですもん。私を助けてくれました。まあちょっと変な人……いえ、変な人であっても、善い人です。変な人と善い人は両立するんです」

「ほう」

　レイはアヤコの突きつけたはたきを指で押し返す。

「しかし、もしかすると僕は極ごく悪あく人にんかもしれないぞ。本当に《切り裂さきジャック》で、君を解体するためにそばに置いているとは考えないのかね？」

「そのオレンジみたいに？」

「そうだ」

　そう言って、レイは持ったままだったメスを皿の上のオレンジに突き刺さす。

　アヤコは腰こしに手を当て、悪戯いたずら小こ僧ぞうを叱しかる時のように、レイを見下ろす。

「人を怖がらせるようなことばっかり言うんですね。でもそんなこと言われても説得力がありませんよ。貴方がしたことと言えば、私を助けたことと、ファグにしたことと、雑用を言いつけてることくらいです。無茶なことも言われてませんし、私が貴方を怖がる理由はありません」

「むう……」

　レイは考え込むように一声唸って、そのまま椅い子すに深く凭もたれた。

「君は、」

　彼は言葉を選ぶように、しばしの沈ちん黙もくののち口を開いた。

「君は、僕の話も、他ほかの人間の話も、あまり聞いていないのだな」

「えっ、いやあ……そ、そんなことは」

　思わず否定しかけたが、考えてみればアヤコは周りからどんなにレイの悪口を言われても、レイ本人から脅されても、信じようとしなかった。話を聞いていないと言われても仕方のない状況かもしれない。

　だが、レイは叱るのではなく、感じ入ったように、ゆっくりと呟いた。

「君は、言葉ではなく、行動で僕という人間を判断するのだな。……なかなか怖い人間だ。言い訳が、許されないのだからな」

「えっ、そ、そんな、怖いことはない、です……」

　学校中から恐おそれられている人に、怖い人間だなどと言われて、アヤコはたじろぐ。

　だが、レイは微び笑しようを浮うかべた。

　それまでに見たことがあるレイの笑えみは、皮肉っぽかったり、嘲ちよう笑しようだったりしたものだが、これは思わず漏もれた、というような、穏おだやかな笑みだった。

「君のような人間がファグだと、身が引き締しまる」

「い、いえいえ……そんな」

　レイの笑みを眩まぶしく感じてしまい、アヤコはどうしたらいいかわからず、はたきを引っ張ったり突つついたり、手でいじる。

「ところで、アヤコ」

「は、はい」

「件くだんの男子生徒の特徴だが」

　アヤコは一いつ瞬しゆん何のことかわからなかったが、すぐに理解し、呆あきれて言い返した。

「言いませんよ！」

　レイは、むっとした顔で、柑かん橘きつ系の香かおりを付けた紅茶を啜すすった。
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　その週の土曜日は月に一度の半休日で、生徒は外出許可を得て町の床とこ屋やに行ったり、リー河の支流でボートを浮かべたりして、夜の点呼までの時間を自由に楽しむことができた。

　それ以外はたまの長期休きゆう暇かに実家に帰る程度しか休みはなかったので（安息日である日曜日は何もしてはいけないことになっていて、皆みな本当に散歩くらいしかしなかった）、生徒たちにとっては貴重な半日だった。

　天気もよく、ぽかぽかと暖かな日で、金色がかったイチョウの葉の合間から落ちる陽光が、芝しば生ふに優やさしく降り注いでいた。

　英国ではどこでもそうなのかもしれないが、ことにこのスタグフォード校の芝生は見事に手入れされて、青々と健康的で、アヤコはその上に寝ね転ころがってみたいと心密ひそかに思っていた。

　だが、そんな暇ひまはなかった。

　アヤコは両手に分厚い植物学の本を二冊と百科事典を一冊と何故か三ヶ月分の《ガールズオウンペーパー》を抱かかえ、小こ脇わきに大判の敷しき物ものを挟はさみ、さらに腕うでにサンドイッチを詰つめた大きなバスケットを提さげて、小走りで川かわ縁べりに急いでいた。

　学内を横切るリー河の支流は、《城》の後背で湾わん曲きよくし、緩ゆるやかになっている。ボートを浮かべたり魚さかな釣つりをしたりするのにも好適で、夏には泳ぐ男子生徒も多いという。

　その日も幾いくつかのグループがそれぞれに休みを満まん喫きつしていた。

　川縁の芝生でピクニックをする者、散策する者、ボート遊びをする者。賑にぎやかなのを嫌きらった魚釣りのグループは上流の静かな淀よどみの方にいる。

　彼女のファグマスターは、その中でも、人ひと気けのあまりない、《城》に近い方の岸辺にいた。

　常の通りウェストコートの上には白衣を纏まとって、とりわけ樹じゆ齢れいを重ねた樫かしの根元で本を読んでいる。彼はアヤコが来ると、本を閉じて目を上げた。

「ご苦労。そこに置け」

　アヤコは言われた通りに荷物を置き、溜ため息いきを吐つく。

「重かったです……」

「だが運べたではないか。人の可能性に限界を作るものではない」

　レイは手早くバスケットの中のものを取り出しつつ、しれっとした顔でそう言った。

　英国の男性は、女性に重いものを持たせるなんてとんでもない、という感じで、大たい抵ていはなんでも運んでくれるし、ドアも開けてくれるし、困っていれば助けてくれる。

　だが、レイはまったくそういうところがなかった。

　重いものは気にせず持たせるし、使い走りはさせる。

　遅ち刻こくしないように教室に帰してくれるなんて親切だな、などと思えたのは最初のうちだけだ。

　彼は本当にぎりぎりを狙ねらってくるので、アヤコが慣れて手早く仕事を済ませられるようになると、そこを見み逃のがさずに別の仕事が追加されるのだ。靴くつ磨みがきとか。

　おかげで慣れれば慣れるほど、仕事の量は増えていった。

（運べる重さも確実に見破られてるわ……）

　幸い、朝アヤコが部屋に行く頃ころにはレイはすでに身み支じ度たくを整えているので、着き替がえの手伝いは（今のところ）免まぬがれている。

　だが、雑用は幾らでもあった。

　給きゆう仕じ、靴磨きやアイロン掛がけといった身の回りの世話をして、さらに彼の求めに応じて使い走りをする。使い走りの内容は、図書室の本を借りて来ることだったり、校内の店でパイを買ってくることだったり、校内で植物や野鳥の卵を採取する手伝いだったり、色々だ。

　自習時間や食事時間を確保するために必死で仕事をこなせば、時間が空いたからと次の仕事を任される。

　かといって、日本人が軽けい蔑べつされたらと思うと、手て抜ぬきもできない。

　これがファグだというのなら、アヤコは受け入れるしかなかった。

　だが、他のファグは、今日は休みなのだ。

　ファグにも休みがあるというのはアヤコには衝しよう撃げき的な事実だった──何しろ、アヤコは今日も普ふ通つうにレイに呼び出されていたので。

「レイ。わたくし、思うのですが」

「ふむ」

　レイは茶の準備にかまけて、明らかに上の空の返事をした。

　アヤコはチャンスと見て、膝ひざを折って彼の近くに座り、にじり寄って言った。

「可能性を広げるというのは素す晴ばらしいことです。限界に挑ちよう戦せんし、それを繰くり返すことで、人はきっとそれ以前より大きな存在になれるのですわ。でもわたくし、この国に来て一つ知り得たことがありますの」

「言ってみたまえ」

　レイは相変わらず気のない返事をして、即そく席せきの炉ろで沸わかした薬や罐かんの湯をポットに注いだ。

　青い染せん料りようで牡ぼ丹たんが描えがかれた白磁のポットはカップとお揃そろいで、東洋的な雰ふん囲い気きが漂ただよう。

　中国シノワ趣味ズリがヨーロッパを席せつ巻けんして久しいが、昨今の流りゆう行こうは日本ジヤポ趣味ニズムなのだそうだ。

　アヤコは、上品な白手て袋ぶくろに包まれた手で眼前の光景を示して言った。

「ご覧になってください。皆さん、どうされていますか？」

「……ボートに乗ったり、絵を描いたり、魚を釣ったりしているようだな」

「そう！　そうなんです」

　アヤコは我が意を得たとばかりに力強く拳こぶしを握にぎって語った。

「こちらの方は勤勉ですが、休む時はきちんと休みます。自習時間、食事時間、手紙を書く時間、余よ暇か時間、それぞれの時間をとても大切に使っていて、疎おろそかにしないのです。それこそが、大英帝てい国こくの繁はん栄えいを支えていると思うのです！　つまり、余暇を楽しむということが、よりいっそう、仕事に人を集中させ、人を大きく、強くもするのですわ！」

「そうか」

　レイのファグとなって一週間足らずではあったが、これまでの経験上、彼が人の気持ちに疎うといことは十分に理解していた。

　アヤコはこれ以上ないくらいはっきりと語った。

「つまり！　わたくしにも！　お休みを！　ください！」

　レイは茶をカップに注ぎ、それに口を付け、一口含ふくみ、ゆっくりと味わってから嚥えん下かした。

　アヤコは、そのさまをじっと見つめ、彼の言葉を待った。

　月に一度の公休日。

　アヤコとて、休みが欲しい。

　人使いの荒あらいファグマスターに体力的にも時間的にもぎりぎりのところで扱こき使われて、夜となればベッドに倒たおれ込むように寝ねるだけだ。

　朝も《城》が遠いため、真っ先に起きて寮りようを飛び出し、レイの世話をしに行き、戻もどって授業に出て、また今度は朝食のために《城》へ行き……その繰り返しだ。

　消灯後にルームメイトと楽しく語らって見回りの上級生に怒おこられたりというイベントは一いつ切さいない。その体力がないからだ。

　そんな毎日に、ちょっとした潤うるおいが欲しいというのは、贅ぜい沢たくなことではあるまい。

　人並みに友人を作って、レースやリボンについて語り合ったり、諸国の植民地政策について意見を交かわしたり、テニスンの詩を朗読したり、ちょっといけないロマンス小説を回し読みしたりしてみたいのだ！

　命の恩人とはいえ、滅めつ私し奉ぼう公こうを誓ちかったわけではない。ファグとファグマスターは対等な立場だと教師も言っていた。

　休日を求めても、何も不義理なことはない。

　それでも『命の恩人に休日を要求するのか』などと言われれば自分の心が折れてしまいそうだったから、アヤコは自分なりに理論武装して事に臨のぞんだ。

「…………休み、というと」

　レイは口を開いた。

「何をしたいのだ」

「えっと……船遊びしたり、絵を描いたり、お散歩したり、のんびりひなたぼっこしたり、魚を釣ったり……ピクニックをしたり、ですね」

　アヤコは思いつく限りの、胸がときめく、素敵なことを挙げてみた。

　レイは、また一口紅茶を飲んで言った。

「しているだろう、ピクニックなら」

「え」

　言われて、アヤコは自分の置かれた状じよう況きように気付いた。

　芝しば生ふの上にはアヤコが持ってきた大判の敷しき物ものが敷しかれて、キュウリのサンドイッチ、スポンジケーキにジャムを挟はさんだヴィクトリア・サンドイッチ、バター付きパン、果物などを載のせた皿が置かれている。

　さらに銀の盆ぼんには、薫かおり高い紅茶で満たされたティーカップとポット。

（あら。紅茶、私の分も淹いれてくれたのだわ）

　普ふ段だん、朝と午後のお茶を手伝いに行っても、レイは自分の分を淹れるだけだったから、こんなことは初めてだった。

「それとも僕と一いつ緒しよでは不満か」

　ゆるりと首を巡めぐらし、レイがアヤコを見る。

　彼の澄すんだ鳶とび色いろの目を見返して、アヤコは──

「まあ、不満です」

　正直な心情を吐と露ろした、いつものごとく。

「……ほう。良い度胸をしているな、アヤコ」

　レイの目が猛もう禽きん類るい並みに鋭するどくなり、アヤコはハッとして自分の言葉を補った。

「ま、待ってください。だって、私はルームメイトたちとゆっくり過ごしたかったんです。レイと一緒だと、色々と用事を言いつけられてしまうじゃありませんか！」

「ピクニックにも準備がある。それをさせただけではないか」

「うーん、そうなんですが、自分たちのためにするのと、先せん輩ぱいに命令されてするのとは違ちがうというか──そもそも、私は自由な時間が欲しいんです。先輩の命令に束そく縛ばくされない、自由な時間が。健全な後こう輩はい育成のためには、そういった時間も必要では？　自分で考え、判断し、決断する時間が、人を育てるのです！」

「…………」

　レイは難しい顔をして面めん倒どうそうに溜ため息いきを吐ついたが、突とつ然ぜん、盆からアヤコの分のカップをソーサーごと取り上げ、鼻先に突つきつけてきた。

「冷める前に」

「……いただきます」

　アヤコは勧すすめられるままにカップを受け取り、一口飲んだ。香こう気きが喉のどから鼻に抜ぬけ、思わず気が緩ゆるむ。

（美味おいしい……）

　うっとりと目を閉じて紅茶を味わう。

　レイが淹れる紅茶には花の香かおりがついていることが多い。リボンもレースも語れなくとも、花については語れるかもしれない、なんて思ってしまって、いやいやだから私は休みが欲しいんだわ、と思い直す。

「……まあ、いいだろう。休みくらいくれてやる」

　レイのそんな声で、アヤコは我に返って目を開けた。

「！　ありがとうございま──」

「二ヶ月に一度なら」

　礼の言葉は、飲み込んだ。

「に、二ヶ月に一度ですか？　その……もうちょっと、月に一度、とか……」

「月に一度？」

　レイの顔が、むっとしかめられる。

「それは困る。書庫の本が必要な時や、調理場の湯が必要な時にどうしろと言うのだ」

「自分でなんとかしてくださいよ！　今までだってそうしてきたんでしょう？」

「一週間あれば人は慣れるものなのだ。だいたい、なんでもできる君にも問題がある」

「はあ!?」

　レイは、キュウリのサンドイッチを一切れ摘つまんで言った。

「新入生の割に背が高いから高い書しよ棚だなにも手が届くし、意外に愛あい想そがいいから余分に湯が欲しいと言っても調理場の小お母ばさんが許してくれるし、走って来ても湯を零こぼすことがない。頼たよってしまうと、もう元の生活には戻れない。恐おそろしい新入生だ」

　真っ正面から誉ほめられたら、普ふ通つうは嫌いやな気はしないものだが、この時のアヤコは別だった。

「私のせいにしないでください！　自分のことは自分でするのが寄宿生活の基本だって生徒心得に書いてありましたよ！」

「君が休みの時に余分に湯が欲しかったら、どうしたらいいのだ」

「私だって笑え顔がお一つでお湯をもらえるわけじゃないんですよ。調理場の雑用をこなすとか、色々してるんです。それに、量は守らないとダメですよ！　どうして一人当たりの使用量が決まってると思ってるんです」

「どうしてだ？」

「お湯を沸わかすのにも！　燃料代が！　掛かかるからですよ！」

　それまでで一番の大声で言うと、レイは顔をしかめて耳を手で覆おおった。

「わかっている、冗じよう談だんだ。そんな大声を出すものではない」

「……どなたのせいでしょうねー」

「アヤコは僕が命の恩人だということを早忘れ始めているらしいな」

　ぐ、とアヤコは言葉に詰つまり、唇くちびるを嚙かむ。

「……恩知らずとお思いでしょうか」

「いや。すまない、戯たわむれが過ぎたな。休みは……とりあえず、月に一度でどうだ」

「はい……」

　自分の申し出に自信がなくなり、意い気き消しよう沈ちんしてしまったアヤコの前に、ヴィクトリア・サンドイッチと葡ぶ萄どうを一ひと房ふさ盛った皿が差し出された。

「食べるといい。休日のピクニック・ランチも《ロード》の特権だが、生あい憎にくと僕には多過ぎる」

　皿を受け取った時、ふと、彼がこうして誰だれかとピクニックをするのはとても珍めずらしいことなのではないかと思った。友人がいるかどうかは知らないが、彼が他ほかの《ロード》と話すところもほとんど見ないし、そもそも彼は気安く話しかけられるタイプではない。

　誰かと分け合うこともないのなら、ランチも味気ないものになってしまうかもしれない。

「……どうかしたのか」

「レイにお友達はいないのかなと……あ」

　問われて喋しやべってしまってから、さすがにこれはまずいとアヤコは焦あせった。

　だが、レイは怒おこるどころか、噴ふき出すように笑った。

　そして、くつくつと肩かたを震ふるわせて笑いながら、彼はまたあの言葉を口にした。

「君は……本当に、パーシヴァルだな」

　パーシヴァル。

　それが何を意味するのか、二度も言われたのに、アヤコにはわからない。

「……それは、なんですか？」

「それ？」

　アヤコが問うと、レイは膝ひざの上に置いてめくっていた雑誌をアヤコに見せて言った。

「《ガールズオウンペーパー》だ。女生徒に人気の雑誌なのだろう？　手芸だのファッションだの悩なやみ相談だの……興味があるなら自分で読めばいい」

「いえ、そっちじゃなくて……」

「紅茶のことか？」

　レイは、反対の手に持っていたティーカップを見やって言った。

「摘み取った茶葉の酸化発はつ酵こうを促うながし、このような赤せき褐かつ色しよくに変化させている。かつては中国からの輸入に頼っていた。今はインドでも作られて、質を問わなければどこでも入手できるようになった。これはセイロン島のものだ。僕の好みで中国茶とブレンドしてジャスミンの香りを付けている。日本にも喫きつ茶さの習慣はあると聞いているが？」

「はい、でもそうじゃなくて──」

「違うのか？」

「いや、その、違いません。日本でも飲みますよ。こちらとは違って、砂糖もミルクも入れませんけど」

「君は淹れられるのか？」

　レイは目を輝かがやかせ、興味深そうにこちらに少し身を乗り出してくる。

（……珍しい）

　博学なレイにアヤコが尋たずねることこそあれ、逆は稀まれだ。今のレイの様子を見ていると、話を戻もどすのが勿もつ体たいなく思えてきた。

　アヤコは目の前の広々とした水の流れとそこで戯れる生徒たちを眺ながめ、なんとなく晴れ晴れとした心ここ地ちになって頷うなずいた。

「ええ、お茶なら点たてられますよ。ここで野の点だてをしたら気持ちよさそうですね」

　パーシヴァルとやらについては、自分で調べてもいい。

　よく晴れた麗うららかな九月の午後にこんなふうに芝しば生ふに座って河遊びする生徒を眺めているのは、悪くない経験だった。

　流れは穏おだやかに淀よどみ、マルハナバチが耳元でぶんという羽の唸うなりを残して飛んでいく。

「……制服、届いたのだな」

「え」

　物思いにふけっていたアヤコは、話を振ふられて我に返る。

　これまで紺こん色いろのドレスを着ていたアヤコだったが、今日からは他の女生徒と同じ仕立ての制服だ。ペチコートでふわりと膨ふくらむフォルムが嬉うれしくて、着き替がえてからは鏡の前で何度もくるくる回ったものだ。

　レイは紅茶のカップを手に、景色を眺めたまま言った。

「なかなか似合っている」

「…………ど、どうも」

　なんと言ったらいいかわからなくて、照れて目を逸そらす。レイが笑うような気配があって、余計に恥はずかしくて目を合わせられなくなった。

　勧すすめられるままにヴィクトリア・サンドイッチを摘つまむ。

　少しぱさついた生き地じに甘あま酸ずっぱいジャムがよく合っていた。

　不意に子ども時代の思い出が蘇よみがえり、アヤコは呟つぶやいた。

「……叔父おじが、ジャムをお土産みやげにくれたことがありました。甘くて、酸っぱくて、宝石みたいにきらきら輝いていて。懐なつかしいです、もうずっと昔のことなんですけど。叔父は、ここで学んでいたんですよ。スタグフォードの一期生でした」

「知っている」

「えっ」

　アヤコが吃驚びつくりして顔を上げると、レイはキュウリのサンドイッチを摘みながら言った。

「君の縁えん者じやがスタグフォードで学んでいたことは知っている。直接は知らないが、君と同じ名前の日本人留学生がいたと聞いている。日本でも珍しい名前なのだろう？　東洋通のグリフィズ先生が休みを取って外出していたし、これは君の迎むかえに行ったのだろうと当たりを付けたのだ」

「そうですか……じゃあ……」

「ああ」

　レイは視線を河かわ面もに転じる。

　木こ漏もれ日にきらきらと輝く河面と、櫂かいによってかき回され、跳はね上がる水しぶき。帽ぼう子しを押さえ、笑う女生徒たちに、裾すそをまくり上げて河遊びに興じる若じやく年ねんの男子生徒たち。

　印象派の画家が描えがいたような、光に溢あふれた美しい光景を前に、彼は呟いた。

「彼が行方ゆくえ不明になっていることも知っている。君は、叔父の行方を知りたいのだろう？」

　十年前、スタグフォードの一期生として入学した叔父は、その三年後、在学中に英国で忽こつ然ぜんと姿を消した。

　警察の捜そう査さでも何もわからなかったし、親族や知人が調べても置き手紙一つ出てこなかった。

　以来、叔父は行方知れずだ。

　アヤコは、すぐには答えられず、同じように眼前の光景に目を向けた。

「……知りたい、とは思うんですけど。でも、ここを選んだのは、単純に、叔父と同じ場所で学びたかったというか……」

　照れ臭くさくなって、アヤコは手元のヴィクトリア・サンドイッチに目を落とす。

　だが、レイが言葉を待っているのがわかったので、もじもじしながらも話し続けた。

「私の家では、両親の方針で、小さい頃ころから家庭教師が付いていました。私は勉強より外で友達と遊びたくて、どうして勉強しなくちゃいけないのかと泣いて嫌がったこともあります。そんな時、叔父が私に昆こん虫ちゆう図ず鑑かんをくれて。そこから、なんです」

　精密に描かれた図鑑は美しく、アヤコはすっかり魅み了りようされた。

　まず描かれた虫たちをひたすら飽あくことなく眺め、そこに書かれた外国語と格かく闘とうし、さらにその昆虫が採取された土地について調べ、気候風土についての書物を読み漁あさった。何故なぜその土地にしかいない種がいるのか。同じ種でも見た目や習性が異なるのは何故か。

　調べ、考え、推測し、確かく認にんのためにまた調べ。

　その繰くり返しこそが『勉強』なのだと、叔父は教えてくれた。

「興味がどんどん広がって、本を読み漁って。そのうち、叔父はいなくなってしまいましたが、私にとって叔父は今も憧あこがれの人なんです。……うわー、お国の未来を背負って立つ留学生としてはすごく浮うわついた理由のような」

「そんなことはない」

　レイは何故かきっぱりと言う。

「君の英語は美しい。それだけ努力したはずだ」

「えっ、あ……そう、でしょうか」

　レイは時々かなり直接的にものを言うから、アヤコはどぎまぎしてしまう。

　勿もち論ろん、美しいと言われても、今回は英語を誉ほめられただけなのだが。

「……でも、本当は私より、父が頑がん張ばってくれたんです。日本では、まだまだ女が勉強なんて、っていう風潮が強くて、公費留学も男性ばかりで……」

「まあ、それは我が国もそうだがな。元来、伝統を重んじ、みだりに変えたがらない国民性だ。わざわざ男女共学に来てまで文句を言う生徒もいるくらいだ」

　普ふ通つう、パブリックスクール出身者は母校に息むす子こを入れたがる。貴族の家ではその子が生まれた時から、どこの学校に入るか決まっているのだ。

　そういう伝統校ではなく、スタグフォードのような新設校、しかも男女共学校を選ぶということは、新興の家の子どもか、他ほかの学校に何らかの理由で入れなかった子ども、もしくはかなり自由な気風を好む家の子ども、ということになる。

　そういうスタグフォードの生徒でも、女と学ぶのは嫌いやだと言う者がいるというのは、さほど意外なことでもない。自分で望んで入学した者ばかりではないのだ。

「それでも、私は学びたいと思ったんです。暗い世界に、光が差し込むような……勉強は、私にとって光みたいなものなんです。世界を照らしてくれるような」

　口にするとやはり気き恥はずかしくて、アヤコは照れ笑いを浮うかべる。

「それに、叔父ができなかったことを、私ができたら、なんて思ったりもして。でも、なかなか公費留学の口は見つからなくて、かといって私の家は昔と違ちがってちょっと傾かたむきかけていて、私費留学ができるほどのお金はありませんでした。父が留学支し援えんをしている団体を見つけてきて、紹しよう介かいしてくれたから、ここに来られたんです」

　支援先を探すアヤコに、父は『日英婦人協同発展協会』なる慈じ善ぜん団体の留学支援事業を紹介してくれた。アヤコが協会の試験に受かり、英国への留学が決定したのちも、アヤコが困らないようにとドレスを仕立て、身の回りのものを揃そろえ、小こ遣づかいまで用立ててくれた。

　勉強を続けたいというアヤコの願いを、父はできる限り叶かなえようとしてくれたのだ。

　だから、アヤコもその思いに応こたえたかった。

　将来日本に戻った時、研究者になるのか、教育者になるのかはわからない。

　だが、今はとにかく、この異国の地で、吸収できることはすべて吸収したかった。それが父の思いに応えるということだと思っているし、叔父に近づく唯ゆい一いつの道であるように思えた。

　その時、時計塔とうで昼を告げる鐘かねが鳴り始めた。

　学内には幾いくつかの鐘があり、それらが鳴る順番は決まっていた。最初は時計塔、次は礼拝堂、その次は《城》の鐘……というように。スタグフォード校の敷しき地ち内のどこででも、この重なり合う鐘の音が聞こえる。

　その鐘の音に、甲かん高だかい悲鳴が混じった。

「きゃああああああっ」

　対岸で戯たわむれていた数人の女生徒が、恐きよう慌こう状態に陥おちいっている。彼女らの足あし下もとにその中の一人が倒たおれ伏ふしているのが、対岸のアヤコにもちらりと見えた。

　彼女の傍かたわらには男子生徒が一人いた。

　彼は女生徒を後ろに庇かばうような恰かつ好こうで立っている。しかし、いったい何から庇おうというのだろうか。彼の前には、ただランチ用のバスケットが転がるだけだ。

　──いや。

　何か、いる。

　バスケットの蓋ふたが動いて、茶色いものが見えた。何なのかは一いつ瞬しゆんでわからなかった。

「何が起こって……」

　戸と惑まどうアヤコの隣となりで、レイは下流に駆かけ出し、河に架かかる小さく古い石橋に向かった。

　アヤコは置いて行かれそうになっていることに気付いて、慌あわてて叫さけんだ。

「わっ、私も行きます！」

「そこで待っていたまえ」

「だって、その……ファグなので！」

　アヤコがそう答えると、レイは軽く目を瞠みはったが、すぐに、何か文句のようなことを口にして、また走り出した。

　生意気な、とか、なんとか、そんな言葉に聞こえた。

　それ以上止められはしなかったので、アヤコも彼の後を追った。




　対岸には数名の女生徒と男子生徒がいたが、混乱は収まってはいなかった。

　倒れた女生徒の近くに、先さき程ほどの男子生徒がいて、地面に落ちたバスケットを前にして身構えている。手には大きな枝がある。

　そして、バスケットの蓋がまた開き、アヤコは今度こそ、その正体を見た。

　蓋からにょろりと姿を現したのは、三角形の頭をもたげた蛇へびだった。

「きゃあああっ」

　また、女生徒の悲鳴が重なる。アヤコも息を吞のんで、その蛇を見つめていた。

　蛇は舌の出し入れを繰り返して、じりじりと自分と相対する男子生徒に近づいていく。身体からだは茶色で、黒い鎖くさり状じようの斑まだら模様が見える。体長二尺、アヤコの腕うでほどの長さだ。

　蛇は、一瞬身体を竦すくめるような動きをした次の瞬しゆん間かん、伸のび上がるようにして男子生徒に襲おそいかかった。

　だが、男子生徒が手にした枝でその頭を地面に押しつけ、さらにその扁へん平ぺいな頭部を脇わきからにゅっと伸びた手が無造作に摑つかんだ。

「アスプバイパーだ」

　蛇を摑み上げたレイが、その鼻っ面つらを覗のぞき込んで呟つぶやいた。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶですか？　毒とかないんですか？」

　固まっていたアヤコにそう言われて、レイは平然と答える。

「毒はある。出血毒で、致ち死し性も少し高いが──」

　その途と端たん、答えを聞いた生徒たちが悲鳴を上げて再び逃にげ惑まどう。

「で、でも大丈夫、なんですねっ」

「うむ」

「ええとっ、じゃあ、お任せしますっ」

　アヤコはそう叫んで、まだ倒れたままの女生徒へ駆け寄った。

「大丈夫ですかっ」

　尋たずねると、一足早く女生徒のそばに屈かがみ込んでいた男子生徒が顔を上げた。

　その顔に、アヤコは見覚えがあった。

「あ！　ギリシア語の……」

　ギリシア語の授業中、アヤコのノートを取り返してくれた年上の青年だ。

「え？　ああ、留学生のオウトウインさん、だったね」

「はいっ、そちらの方は……」

　アヤコは青年が抱かかえる女生徒のそばに膝ひざを突ついた。

「意識がないんだ。怪け我がはしていないと思うけど……」

「診みてみます。あっ、わ、私がやりますからっ」

「え？」

　女生徒のブラウスに手をかけてボタンを外そうとしていた青年は首を傾かしげる。

　が、その首根っこをレイが摑む。ちなみにもう一方の手にはまだ蛇を持ったままで、アヤコも青年もぎょっとした顔をした。

「アヤコに任せておけ、シーモア」

「いや、しかし、私としては力を貸せることもあるんじゃないかと思うわけで──あー……」

　青年──シーモアを半ば引きずって女生徒から引きはがし、レイがアヤコに目配せする。

　アヤコは女生徒のブラウスのボタンを外し、出血がないか確かく認にんし、衣服の乱れを整えて、頰ほおをハンカチで拭ふいてやった。河の水を少し浴びた彼女の顔と髪かみは、一部濡ぬれていた。

　結ゆい上げた長い髪は明るい金色。鼻び梁りようは高く、色を失った唇くちびるは薄うすく、髪と同じ色の睫まつげは長い。

　制服のドレスは踝くるぶしを完全に覆おおう長さだ。年ねん齢れいはアヤコより数歳上、制服の仕立てからするとおそらくは最高学年だ。

　だが、不思議なことにアヤコは彼女の顔を女子寮りようでは見たことがない。

「こんなに綺き麗れいな人、一度会ったら忘れないのに……」

　女子寮の女生徒たちも皆みなそれぞれに品の良さを持ち合わせていたが、目の前の女生徒は別格だった。同じような形の制服でさえ、彼女が着ているとまるで豪ごう華かなドレスのように輝かがやいて見える。
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　その時女生徒が小さく呻うめいて身じろぎし、うっすらと目を開けた。

　長い睫の下から現れたのは、澄すみ渡わたった青空の色だ。

「気付かれましたか？」

　相手を安心させるように意識して穏おだやかな声をかけると、女生徒は瞬まばたきし、こくりと頷うなずき、しかし突とつ然ぜん身体を起こした。

「わたくしっ……」

「大丈夫ですよ、もう蛇は摑まりましたから」

　だが、女生徒の顔は蒼そう白はくだった。寝ねていた時よりも血の気がないのではと思える様子で、微かすかに震ふるえている。

　さらに彼女は足下に転がるバスケットの中身を見て悲鳴を上げそうになっていた。

　どうしたのかとアヤコがよく見ると、バスケットの中身はこの騒そう動どうで地面に転がり出ていたが、泥どろにまみれたサンドイッチや焼き菓が子しの中に、何か光るものが交じっていた。

　蛇ではない。

「？」

　アヤコはそれを拾い上げて見た──銅貨、ファージング銅貨だ。

「まさか、本当に……!?」

　その銅貨を見て、女生徒は、そう口走っていた。

「本当に？」

　アヤコは小首を傾げる。

　レイは、女生徒を見下ろして言った。

「だから僕は言ったのだ、ウィンフィールド」

　蛇に襲われた女生徒相手にしては、その声は冷たく、物言いにも同情は感じられなかった。

「身の回りに気を付けろと。エリザベス・フローレス・ウィンフィールド──」

　柔やわらかな響ひびきの名前が、彼の口から出るとまるでおどろおどろしい呪じゆ文もんのように聞こえる。

「レイ！」

　アヤコは、レイと女生徒の間に割って入った。

「こちらの人は、毒どく蛇へびを見て卒そつ倒とうしてしまったんですよ！　まだこんなに青ざめて、震えているのに、そんなふうに冷たい言い方をしちゃダメです！」

「アヤコ。差し出口だ。退どいていたまえ」

　レイの視線はいつもよりも鋭するどく、恐おそろしくもあったが、アヤコは女生徒の傍かたわらから動かなかった。

　キッと強い意思を込めて、レイの目を見返す。

「私が相手の時は、ちゃんと大丈夫かって気き遣づかってくれたじゃないですか。いつもああいうふうにしていれば、誤解なんてされないんですよ」

「えっ、それは優やさしいね」

　シーモアが驚おどろいた様子で話題に食いついてきた。アヤコは自じ慢まんげに胸を張る。

「でしょう？　先せん輩ぱいは、やればできる人なんです！」

「へえ～、バージェスがね～」

　シーモアは興味深そうにふんふんと頷いているが、レイは渋じゆう面めんだ。

　だが、レイが文句なりなんなりを言う前に、女生徒が口を開いた。

「わたくしはこれ以上何も語るつもりはなくてよ、バージェス」

　空のような青い目に、ただ拒きよ絶ぜつを込めて、レイを睨にらみつけている。

「……よかろう」

　レイはそれまでで一番低い声でそう呟いた。

「教師を呼んだから来るまでここにいるといい。一応医師も呼んでもらった方がいいだろう。行くぞ、シーモア。時間の無む駄だだ」

「私はもう少し残るよ、バージェス。彼女にはそばについている人間が必要だ」

　だが、ウィンフィールドは差し伸べられたシーモアの手を押しのけて言った。

「助けてくださってありがとう、マーヴィン・シーモア。貴方あなたは完かん璧ぺきな騎き士しね。でも一つ欠点があるわ。バージェスの親友だということよ。わたくし、貴方のそばでは安らげそうにないわ」

「おや、君とは意見が合わないね。彼との友情は、僕が持ち合わせている最上の美徳だよ」

「友情に篤あつい殿との方がたは素す敵てきよ、でも女の身からは愚おろかしく見えることもあるわ。利用されないように気を付けた方が良くてよ。今日はもう結構よ。すぐに先生がいらっしゃるし、一日に何度もこんなことがあるとは思えないもの」

　シーモアは肩かたを竦め、ちらりとアヤコに微笑ほほえみを見せると、『親友』の後を追った。

（……ちゃんとご友人がいたのね……）

　アヤコは失礼ながらそう思い、きっとマーヴィン・シーモア氏は海より広い心の持ち主なのだろうと推測した。

　残ったアヤコに目を向けて、ウィンフィールドは困こん惑わくの表情を浮うかべた。

「貴女はどなた？」

「桜おう桃とう院いん亜夜子といいます。先週入学しました。レジナルド・バージェス先輩のファグです」

　まあ──ウィンフィールドは困惑を微笑みに変え、バージェスの去った方をその細い腕うでで指し示した。

「なら、お行きなさい。彼は向こうへ行ってしまったわ」

「痛むところはありませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ほら、先生たちがいらっしゃったら事情を聞かれてもっと遅おくれるわ。後でファグマスターに怒おこられてしまうのではなくて？」

「倒たおれた時にどこか打ちませんでしたか？　肩は上がります？」

「……言葉は通じてるの？」

　ウィンフィールドは笑えみを消して、そう呟つぶやいた。

「通じてますよ」

　アヤコはウィンフィールドの肩を摑つかみ、軽く押した。途と端たん、ウィンフィールドの顔が痛みに歪ゆがむ。

「っ、やめて……っ」

「やっぱり痛むんですね。打ち身です。冷やしておけば少し楽になります」

　アヤコは河の水で濡らして絞しぼったハンカチを、制服の下からウィンフィールドの肩にあてがった。ウィンフィールドの表情が少し和やわらぐのを見て、ほっとする。

「他ほかは大丈夫みたいですね。毒蛇だそうですから、後でお医者様にちゃんと診みてもらった方がいいとは思いますけど」

　だが、アヤコを見るウィンフィールドの目は険しい。

「貴方、バージェスの命令でここにいるの？　わたくしから、何か聞き出せと命じられているの？」

「はあ？　いえ、そういうことはありませんけど」

「それでは、何故なぜ、わたくしを助けるの。貴女のファグマスターとわたくしの話を聞いていなかったの？　わたくしは、バージェスの助けを拒こばんだのよ。バージェスも、わたくしにこれ以上手を貸すつもりはないわ」

　アヤコは二人のやり取りを思い返す。確かに、ウィンフィールドが主張するようにも見えた。

　だが、それが真実のすべてではないとアヤコは感じていた。

「正直、私には何が起こっているのか、よくわかりませんでした。でも、たぶん、バージェス先輩は貴女を守りたいんじゃないかなと思うんです。脅おどすみたいなこと言ってましたけど、貴女が悲鳴を上げて倒れたのを見て、対岸からすぐに駆かけつけたんですよ。だから、私がこうして貴女の手当てをすることも、本当はバージェス先輩が望んでいることなんじゃないかと……いえ、でも、先輩がどう思っていても、ここにいるのは私がそうすべきだと思ったから、なんですけど」

　上手うまく話せている自信がなくて、アヤコは首を捻ひねる。

「うーん。外国語は難しいです」

「…………いえ、お上手よ」

　少なからず毒気を抜ぬかれた顔で、ウィンフィールドは気け怠だるく柳やなぎの木に凭もたれた。

「……わたくしはエリザベス・フローレス・ウィンフィールド。《ロード》の第六級生よ」

　あっ、とアヤコは声を上げそうになった。

　顔を見たことがないのも当たり前だ。《ロード》ということは、《ダイアナ寮りよう》住まいではない。《城》に住む、あの特権階級なのだ。

　そういえば、以前レイが早朝から女生徒の部屋を追い出されていたことがあったが、話の内容と声からして、あの相手がウィンフィールドなのではないだろうか。

「ウィンフィールド様！」

　その時、数人の女生徒がウィンフィールドの方に駆け寄ってきた。後ろに教師を連れている。

「もう大丈夫ですね」

　アヤコがそう言うと、ウィンフィールドは少し躊躇ためらってから、ありがとう、と礼の言葉を呟いた。




　ウィンフィールドの言葉通り、アヤコは駆けつけた教師から根ね掘ほり葉掘り事情を訊きかれ、さらに警察が駆けつけたのちは警察にも事情を訊かれた。

　問題の蛇へびはレイが持ち去ったままだったが、警察はこの事件を単に偶たま々たまバスケットの中に蛇が潜もぐり込んだだけと見なしているらしく、大したことは訊かれなかった。

　ただ、アヤコの方もほとんど事情を訊けなかった。

　やっと色々教えてもらえたのは、翌日、レイに会ってからだった。

「では、マリー・ハートについても知らないのか？」

　尋たずねるレイは、幾いくらか驚いた様子だった。

「知りません。寮の子たちは何か知ってるみたいな口ぶりでしたけど、私だけ話に入れてもらえないんですよ。向こうからは昨日の蛇の話を色々訊いてくるくせに、私から訊いてもみんな言葉濁にごしちゃって。半年前に死んだ子がいて、その子に銅貨が関かかわってる、とは教えてもらったんですけど……その子がマリー・ハートさん、ですか？」

　そうだ、とレイは答えた。

　安息日の日曜日、アヤコはレイに連れ出されて、《城》の城じよう壁へき内部にある螺ら旋せん階段を上っていた。

「半年前に、置き手紙を残してダイアナ寮から姿を消した女生徒がいた。彼女は翌日の夕方に遺体で見つかった。検死の結果では、寮を出て時を置かず亡なくなったそうだ。殺人とは断定されなかったが、ポケットにはファージング銅貨が詰つめ込まれて河底に沈しずめられていた。それがマリー・ハートだ。そして姿を消す二週間前にも、ハートは数枚の銅貨を送り付けられていた。ウィンフィールドも二週間前に同じものを受け取っている」

「ああ……それで」

　ハートはきっと殺されたのだ。

　そして今度はウィンフィールドが狙ねらわれている──ウィンフィールドが怯おびえるのもわかる。

　だが、だからこそ、納なつ得とくしがたいことが一つ。

「どうして、寮の人たちは私に何も教えてくれなかったの……」

　振ふり返ったレイは、物もの珍めずらしそうにアヤコを眺ながめて言った。

「君でも落ち込むことがあるのだな、アヤコ」

　石の螺旋階段は延々と続き、アヤコはうんざりしつつ愚ぐ痴ちを零こぼす。

「そりゃあ、落ち込みもしますよ。だって、私のこと歓かん迎げいしてくれてると思ってたのに……事件のこと、誰だれも教えてくれなかったんですもん」

　行方ゆくえ不明になった子が、銅貨をポケットに詰め込まれて河底に沈められていたなんて、事件前には誰も教えてくれなかった。

　アヤコが入学する直前にも、ウィンフィールドの元に銅貨が送り付けられて、騒さわぎになっていたのに、だ。

　おまけに、いざ事件が起こっても、こうして言葉を濁される。

「同じ寮で暮らしていた人間が死んでいるのだ。率そつ先せんして話したがる寮生はいまい」

「でも、この学校の関係者の中に殺さつ人じん鬼きがいるってことじゃないですか！　気を付けて、くらい言って欲しかったなあ、って。レイだって、今日やっと教えてくれたし……」

「昨日までは特に訊かれなかった」

「そりゃ、知らなかったら訊きようがありませんよ……」

　アヤコは不安げな目をレイに向けた。

「ハートさんて人を殺したのと同じ犯人が、次の狙いをウィンフィールド先せん輩ぱいにしたってことですよね。だからウィンフィールド先輩も銅貨を送り付けられていて……」

「短たん絡らく的だな、君は」

「え……いや、でも、そうですよね。実際、ウィンフィールド先輩は殺されかかって──」

　急にレイが立ち止まったので、アヤコは彼の背中に鼻をぶつけてしまう。

　螺旋階段が終わったのだ。

　辿たどり着いた小部屋から外に出ると、城壁の上だった。

「わあ、凄すごい眺め……」

　胸きよう壁へきの向こうには、緑に溢あふれた学校の敷しき地ちと、近きん隣りんの農家の畑が広がっていた。リー河の支流が曲がりくねりながら、南へ流れていく。

　レイは景色を一いち瞥べつすると、城壁の上を丹たん念ねんに調べ始めた。

「？　何してるんですか？　そもそも、どうしてここに来たんですか？」

「事件の調査だ」

「はあ……事件って、えっと、蛇のことですか？　でもどうしてこんなところで……あっ、そういえば、前にレイがウィンフィールド先輩に部屋を叩たたき出されたのって、この話だったんですか？」

「……そうだ。彼女は部屋で寮付きのメイドから手紙を受け取り、開かい封ふうし、悲鳴を上げた。悲鳴を聞きつけて、数人の生徒が彼女の部屋に入り、床ゆかに銅貨と封ふう筒とうが落ちているのを確かく認にんしている。メイドの話では、手紙の中に五枚の銅貨が入っているのを確認した途と端たん、彼女は悲鳴を上げて手紙を取り落としたそうだ。二週間前の話だ」

　レイは壁かべの一いつ箇か所しよに目を付けると、屈かがみ込んで拡大鏡を翳かざし、じっと観察し始める。

「元々僕はハートの事件を調べていたから、彼女と話し合おうと何度も接せつ触しよくを試みた。だが、そのたびにああだ。銅貨は何を意味するのか、ハートの事件について、何か知っていることはないのか……何を訊いても、彼女は知らないと言い張って僕を追い返すだけなのだ」

「もしかしてレイの言い方が悪かったのでは……」

「僕の物言いが時として人を怒おこらせるのは自覚しているが、だからといって自分の命に関わることをないがしろにするのは愚おろかな行こう為いだ。念のためシーモアを護衛につけていたが──」

　アヤコはまた驚おどろいた。

「シーモア先輩って、ウィンフィールド先輩の護衛だったんですか？　単にその、お近づきになりたくてそばにいただけかと思っていました」

「……まあ、彼はああいう男だからな」

　レイはさらにしばらくの間、壁面を様々な角度から観察していたが、突とつ然ぜん振ふり返って口を開いた。

「事件当時は夜に演奏会を控ひかえ、城内には《ロード》以外にも多くの生徒や教師や関係者が出入りし、荷物の運うん搬ぱんも多かった。誰でもここに来られたと思っていいだろう。なんでも持ち込めた──たとえばオペラグラスなど簡単だ」

　そう言って床から拾い上げたのは、硝子ガラスの破は片へんだ。

「形状からしてオペラグラスだろう。他ほかの部品は持ち去ったのだろうが、硝子は放置したのだ。手を切るかもしれないし、放置してもさほど目立たないからな」

「？　誰かが、ここでオペラグラスを壊こわしたんですか？」

「誰かが、ここでオペラグラスで見ていたのだ。昨日の一部始終を」

「え──」

　ハッとしてアヤコは、胸壁に手をついて身を乗り出した。リー河の支流は城の後背を流れ、ウィンフィールドが蛇入りバスケットを開いた場所を見下ろせる。

「ピクニック・ランチは予約制で、ウィンフィールドは半休日の二回に一度は予約を入れ、あの岸辺でファグや取り巻きたちとピクニックをしている。ランチボックスは調理場に置いてあり、各自自分で持っていくことになっている。他人のランチボックスに蛇を仕込むのは簡単だし、先さき程ほども言ったが昨日は多くの人間が出入りしていた。全員に可能性がある。だが、毒どく蛇へびでは確実性が低い。成功するかどうか、犯人は気になるはずだ。できることなら見ていたい、だが間近で見られるほど親しいわけではない、とすると？」

「えっ、まさか、ここで犯人が見ていたって言うんですか？」

「そうだ。犯人は蛇を仕込んだ後、ここに来てウィンフィールドがいつもの場所でランチボックスを開くのを待っていた。蛇が飛び出し、騒ぎになった時も、ここに身を伏ふせ、じっと見守っていたのだ。ところが──」

　レイは壁の一箇所を指さした。そこは欠けて、一部に擦こすったような傷があった。

「ここに鎖くさりを引っかけた。何の鎖かはわからない。オペラグラスを吊つるしていたものかもしれないが、他の、ネックレスか何かかもしれない。破片が落ちている」

　今度も、レイはごく小さな金属の環わを拾い上げた。レイの言う通り、鎖の一部に見える。

「何にしろ、その拍ひよう子しにオペラグラスを落としたことは確かだ。硝子も環も、隅すみに溜たまった土の上に落ちているが、一昨日おとといは雨でこの土はぬかるんでいた。乾かわいたのは昨日太陽が昇のぼってからだ。この城じよう壁へきは北西を向いているから、南東から陽光が差す昼前には乾きつつあったはずだ。そうすると、土の中ではなく土の上に落ちていたことから、これが落ちたのは土が乾いた昨日の昼以降ということになる」

「え、ええと──」

　アヤコは目まぐるしく展開される話に混乱し、戸と惑まどった声を上げる。

　だが、とレイはそれらの欠片かけらをハンカチに包みながら言った。

「これはここに人がいたという証しよう拠こにはなるが、いたのが犯人だとは断定できない。ただの野次馬が騒ぎに気付き、演奏会のために偶々持っていたオペラグラスで事件を眺めた、というだけかもしれないのだ」

「あ、そうですね。じゃあどうしてその欠片を持っていくんですか？」

　問うと、レイはハンカチに包んだ欠片を、大事そうにポケットに仕し舞まって呟つぶやいた。

「何かに使えるかもしれない」

　真しん剣けんな眼まな差ざしをしていた。

　よくわからないが、彼は是ぜが非でもこの事件を解決しようとしているらしい。

　アヤコは、胸に浮うかんだ問いを、ごく自然な気持ちで発した。

「そもそも、どうしてこの事件を追うんですか？」

「それは、僕が《ロード》で監かん督とく生だからだ」

　確か、以前にも彼はそう言っていた。

　同じ監督生だというグラムという青年の前で、だから自分は事件に関かかわるのだと当然のように説明していた。

　だが、アヤコはグラムと同じ疑問を抱いだく。

「……私は、まだ入学して一週間なので、よくわからないんですが、これって本当に《ロード》の仕事なんですか？　だって、危険ですよ。もう人が死んでるんですもん。ウィンフィールド先輩を守るために、怪け我がをしたり、もっと酷ひどいことだってあるかもしれない。犯人に恨うらまれたりとかも……」

　口にしながら、頭に浮かんだのは、レイを怖こわがる同級生の言葉だ。

　彼女は、レイに関わると良くないことが起こると言っていた。

　もしかするとそれは、彼が積極的にこういう事件に関わるせいかもしれないと思う。つまり彼のせいで不幸な出来事が起こったのではなく、彼が介かい入にゆうする前から不幸な出来事が起こっていて、彼がそれを世に明らかにしてしまうのだ。

「誰だれからも認められたり、感謝されたりしなくて。それでも、どうして、事件を追うんですか？　……どうして、ロンドンで私を助けてくれたんですか？　あの時はまだ、私がスタグフォードの生徒だって知らなかったはずなのに」

《ロード》だから、監督生だからというのは、あの時アヤコを助けた理由にはならないのだ。

　レイは、怒ったような顔で、胸壁の向こうに広がる景色を見ていた。風が吹ふいて雲が流れ、レイの白衣がばさばさとはためいた。

「……君が巻き込まれた事件については、単に、事情があって連続誘ゆう拐かい事件を追っていただけだ。その過程で、偶たま々たま君を犯罪から守ることになったのだ。それに、危険だからと責任を放ほう棄きしていては何も果たせはしない」

「それはそうかもしれませんけど。でも、私には、レイは、犯罪に巻き込まれた人を助けようとしてるみたいに見えます。私を助けた時も、そうです。犯罪を憎にくんで、被ひ害がい者しやを助けたいのかなって。それは、ただ《ロード》の責任だけから来るものなんですか？」

「僕にとって《ロード》の責任とはそういうものなのだ。君やグラムとは違ちがう」

　強い、きつい言い方だ。今も景色を睨にらむ眼差しは厳しく、怒っているように見える。

　アヤコが《ロード》の責任を軽く考えているように思われて、腹が立ったのかもしれない。

　もしそうなら申し訳なくなって、アヤコはしょんぼりと肩かたを落として謝った。

「すいません。《ロード》のお仕事を軽かろんじるつもりはなかったんです。ただ、レイのことをもっと知りたいなって思って……」

　その途端、何故なぜかレイがこれ以上ないくらいの渋じゆう面めんになって、アヤコを見やった。

「君に他意がないことはわかっているが、あまり誰にでもそういう物言いはしない方がいい。誤解されるぞ」

「？」

　きょとんとするアヤコを見て、レイは溜ため息いきを吐つく。

「だいたい知り合ってまだ一週間も経たっていないのに、随ずい分ぶんと不ぶ躾しつけな質問をしてくる。日本人にはプライバシーの概がい念ねんはないのか？　少しは他人の事情を尊重したまえ。僕にだって言いたくない秘密の一つや二つあるかもしれないだろう」

「えっ、あっ、すいません……」

　しょんぼりしていたアヤコの頭がさらに垂れる。萎しおれた花のようになってしまったアヤコの後頭部を見つめて、レイはふんと鼻を鳴らして視線を逸そらす。

　しばらく黙だまって景色を眺ながめていたが、突とつ然ぜん長々と溜息を吐く。

　まだ怒っているのかなと思ってアヤコが見ると、彼は確かに少し苛いら立だたしげな顔をしていた。だが、それは怒っているというよりは、単に沈ちん黙もくに焦じれたか、呆あきれているだけのように見えた。

　彼は独り言なのか、ぶつぶつと呟いた。

「……君の率そつ直ちよくさを評価した僕にも責任があるな」

　風に紛まぎれて、よく聞こえない。

　だがアヤコが訊きき返す前に、彼はもう一度口を開き──

「誘拐されたのだ。五歳の頃ころ」

　出て来た言葉が、それだった。

　まったく思ってもみない話で、アヤコはぎょっとした。

「父は犯人の要求を受け入れず、僕は見世物小屋に売られた。その後見世物小屋……といっても、インチキ見世物小屋で、だいたいの出演者は偽にせ物ものだったのだが、そこで働いていたところを、ここの校長に見つけてもらい、父の元に戻もどった。誘拐されて五年経っていた。下町コツ訛りクニーを矯きよう正せいするのにしばらくかかったな」

　今彼が話す上流階級の綺き麗れいな英語からは、想像できない話だった。

　彼は話し出すと気分が楽になったのか、胸きよう壁へきに手を置いてゆっくりと語り出した。

「戻ってきて一番驚おどろいたのは、周りの人間の態度ががらりと変わったことだ。それまで憐あわれみや蔑さげすみの目で見られていた僕が、突然上流階級の家の息むす子ことして、多くの使用人に傅かしずかれて暮らすことになったのだからな。昔の知り合いは僕を赤の他人みたいに扱あつかった。金をせびりに来て門もん前ぜん払ばらいを食くらったやつもいたそうだ。僕は人間というものがよくわからなくなった。肩かた書がきや、着る物──そんなもので、人は人を判断する。だがそれは簡単に揺ゆれ動く。僕はあやふやで不確かなものの上に立っているのだとその時感じたのだ。そうではないもの、確かで、揺れ動くことのないもの、事実だけが、信じるに足るものだと思えた」

　レイが質問するアヤコに文句を言ったのも仕方のないことかもしれない。

　確かにこれは、あまりに個人的な話だった。

　だが、それでも、彼は教えてくれたのだ。

　アヤコが五月蠅うるさかったからかもしれないし、単に気まぐれにそうしただけかもしれないが。

　彼はアヤコを見やる。

　もう怒おこってはいない。自分の不幸を嘆なげいてもいない。

　ただ、真っ直すぐにアヤコを見て、彼にとっての事実を語った。

「犯罪は人の一生を狂くるわせる。同時に、事実は隠いん蔽ぺいされ、抑よく圧あつされ、なかったことにされてしまう。《ロード》の地位を与あたえられた以上、僕はこの学校の生徒を不条理な犯罪から守りたいし、僕自身の心の平へい穏おんのためにも事実を見つけたいのだ。その結果、君のように何らかの犯罪から守られることはあるかもしれない。だが、本当の意味で誰かを助けるなんてことは僕にはできない」

　できない。

　頑かたくなに、彼はそう信じているようだった。

　恩人の言うことを聞けないのかと言ってアヤコをファグにしたくせに、今の言葉が、彼の本心なのだ。恩人面をしながらも、心のどこかで、彼はいつも自分は恩人ではないと思っていたということになる。

　彼がそう思う理由が、アヤコにはわかる気がした。

　彼は、見世物小屋から、元の家に戻ってこられた。

　だが、『助かった』とは感じていない。彼は五歳から五年間別人として暮らした。元の家に戻っても、それがなかったことにはならない。誘拐された五歳の少年は、救われていないのだ。

　元の家に戻ったあとの家族や友人との隔へだたりは、彼自身が埋うめていく他ほかなかったし、おそらく、容易には埋まらなかったはずだ。

　彼は、アヤコを助けたとは思っていない。誰のことも助けられるとは思っていない。

　だが、それでもなお、彼は助けたいと願っているのだ。

　だから、自分に非協力的なウィンフィールドを守り続けようとするのだろう。

　アヤコは彼の白衣の裾すそを引いた。

「？」

　訝いぶかしげな彼に、アヤコは教えた。

「でも、私は、貴方あなたに、救われたんです」

　はっきりと、相手に伝わるように言う。少したどたどしく聞こえたかもしれない。

　レイは頭かぶりを振ふった。

「人は、他人を救えない。自分を救えるのは自分だけだ。君も、あの時自分の力で歩き出せただろう。怖くて、怯おびえていたが、自分の力で。それは君自身の強さなのだ」

「でも、貴方が声を掛かけてくれたから、強くいられたんです。貴方が私の恩人なんです」

　何とも言えない、怒っているような、呆れているような顔で、レイはしばしアヤコを睨みつけていたが、突然アヤコの頭を手で押さえつけた。

「ひゃあっ、あの、ちょ、髪かみがっ」

　抵てい抗こうむなしく、頭を撫なで回されてしまう。

　ぐちゃぐちゃになった髪を押さえて恨うらみがましく見上げると、レイはそっぽを向いて、一人で城じよう壁へきの上を歩き出す。むっとして追いかけ、背中から声をかける。

「何するんですか！　レイ？」

「君は犬か」

「はあっ？」

　向こうが立ち止まらないのでほとんど走って追いかけ、ようやく追いついて顔を覗のぞき込む。

　レイはじろりと彼女を睨みつけ、吐き捨てるように怒ど鳴なった。

「多少の恩義を感じたからと言って、そこまで愚ぐ直ちよくに慕したうことはあるまい！　君は犬か！」

　突然そんなふうに怒られて、アヤコは口をあんぐりと開けてしまう。怒った方がいいような気がしたが、意味がわからなくて反論のしようがない。

　もごもごと口を動かし、ようやく言葉を発した。

「い、犬じゃないですけど？」

「犬だ。犬だからこうしてやるのだ」

　再び、レイに頭をわしわしと乱暴に撫でられ──確かに犬を撫でるような感じだった──アヤコは悲鳴を上げる。

「ひょえっ、やめてくださいよぉっ」

「犬なら別に休みは必要ないな」

「ええっ、それは嫌いやです、約束が違ちがいますよっ」

　乱暴ではあったが痛いというほどでもない。それでも髪をぐちゃぐちゃにされるのが嫌で、アヤコはレイの手を摑つかんで抵抗し──

「……お邪じや魔ま？」

　その声が聞こえた途と端たん、ぴたりとレイの動きが止まって、一いつ瞬しゆんで三歩ほど離はなれた。

　声を掛けてきたのは、ちょうど階段を上がって城壁の上に出て来たシーモアだった。

　彼は、垂れがちで、いつでも笑っているように見える目をやはり微笑ほほえみの形に細めて、アヤコたちを眺めていた。
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「何の用だシーモア！」

　レイが鋭するどく尋たずねると、シーモアは困ったように頭を搔かいた。

「いやあ……中庭を通りかかったら、声が聞こえたから。一いつ緒しよにご飯でもどうかなーと……」

「一人で食べてろ！　アヤコも来なくていい！」

　レイはそう言い捨てると、シーモアが出て来た階段を下りて行ってしまう。

　立ち尽つくすアヤコに、シーモアは苦く笑しよう気味に笑いかけた。

「あれ、たぶん照れてるんだと思うよ」

「……はあ」

　アヤコは生返事をしたが、シーモアもレイを追って階下に行ってしまい、一人残されると、徐じよ々じよに顔が熱を持ってきた。

「……あれ、なんだか凄すごく……は、恥はずかしいような」

　じわじわと羞しゆう恥ちが込み上げ、半笑いのような、だらしない顔になってしまう。

　アヤコはすっかり熱くなった頰ほおを冷えた手で押さえ、首を傾かしげた。

　城壁に吹ふき付ける風は、レイの手よりは多少優やさしく、乱れた髪を撫でていった。




　レイは変わり者だし、人使いも荒あらいが、きちんと話をすれば、彼が基本的には善良で真ま面じ目めな青年だということはすぐわかる。

　彼と話せば話すほど、アヤコはそう確信するようになっていた。

　だからこそ、無責任な噂うわさが許せなかった。

「レジナルド・バージェスがいたんだって！」

　ウィンフィールドのバスケットに蛇へびが潜ひそんでいた話は、瞬またたく間に学校中に広まった。

　レイがその場にいたという話も。

　事件の翌週、教室移動の際、廊ろう下かですれ違った男子生徒が話す声が、アヤコの耳に入った。

　思わず、立ち止まって振り返る。

　アヤコと同年代か、一つ下くらいの男子生徒たちが、頰を紅潮させながら、何か話していた。

「偶ぐう然ぜんじゃないさ、きっと。血ち生なま臭ぐさい話には必ずあの人が登場するんだ。今回も──」

「あの人がやったって言うのか？」

「《切り裂さきジャック》だからな。あの白衣、血が付いているの見たことあるんだ。きっと、毒どく蛇へびだって飼い慣らしてたんだろうさ」

　本人を前にしては言えないことを、陰かげではよくもすらすらと言えるものだ。

　アヤコはさすがに黙だまっていられず、何か一言言い返してやろうと息を吸った。

　だが、その生徒たちの前に、立ちはだかった人物があった。

「何の話をしている？」

　厳しい眼まな差ざしで下級生を見み据すえているのは、朱しゆ色いろのウェストコートを身につけた、最上級生──レイと同じ《ロード》の監かん督とく生、エリオット・グラムだ。

「根こん拠きよのない憶おく測そくで他人を侮ぶ辱じよくするのは紳しん士しの行いではないな」

　生徒たちは震ふるえ上がった。

「グ、グラム先せん輩ぱい」

　彼らが口々に謝罪の言葉を口にすると、グラムは急に相好を崩くずし、からからと笑った。

「なんてね。バージェスは確かに変わり者だが、君らが噂しているような人間じゃないよ。私が保証する。《ロード》の監督生を信じて欲しいな」

「すっ、すいません……」

　逃にげるように去って行く男子生徒たちを見送って、グラムは嘆たん息そくを一つ漏もらした。

　その一瞬、彼の顔からそれまでの爽さわやかな笑えみが消え、どこか物もの憂うい、沈しずんだ表情が浮うかんだように見えた。

　次の瞬しゆん間かん、彼はアヤコの視線に気付き、明るい表情を浮かべた。

「やあ、君は……」

「あっ、オウトウインです、レイの……」

「うん、バージェスのファグだね。オウトウイン・アヤコ君だ」

　グラムはアヤコをじっと見つめて、少し気まずそうに、彼女に尋ねた。

「今の、聞いてたかな？」

「……はい」

　男子生徒たちの噂のことだろう。

　グラムは、アヤコを気き遣づかうような表情を見せた。

「ちょっと、話せるかな？」

「歩きながらでも良ければ……」

　グラムは頷うなずき、アヤコと連れ立って、ゆっくりと歩き始めた。




「バージェスとは上手うまくいってる？」

「はい」

「そうか」

　次は運動場に向かうのだとアヤコが言うと、グラムはそこまで一緒に行こうと申し出た。

　廊下には他ほかの生徒もいるが、グラムに気付くと誰だれもが挨あい拶さつし、グラムも気安く応じている。

　……同じ《ロード》なのに、随ずい分ぶんと違うものなのだな、とアヤコは少しショックを受ける。

　グラムは、近くにいる信しん奉ぽう者たちに話を聞かれないよう、声を低めて語った。

「僕も彼も《ロード》の監督生だ。同どう僚りようなんだ。彼とは対立することもあるが、協力し合って、ここまでやってきた。だが……」

　言葉を切り、彼は運動場の手前で不意に立ち止まる。予よ鈴れいがそろそろ鳴ろうという時間で、渡わたり廊下には生徒の姿はほとんどなかった。

　立ち止まったグラムは、アヤコを振ふり返って言った。

「一つ、君に尋ねたいんだが。バージェスが、ウィンフィールドの事件の時現場にいたというのは本当かい？」

「はい。バージェス先輩とシーモア先輩が、蛇を捕つかまえたんです」

「そうか」

　頷くと、グラムはしばし沈ちん黙もくし、また口を開いた。

「……実は、よくない噂が流れている。バージェスが、ウィンフィールドのバスケットに蛇を仕込んだんじゃないかっていうね」

「！　噓うそです、そんなの──」

「勿もち論ろん私も信じていないし、否定して回ってる。……彼が事件を解決しようとしているのはわかるが、私としては、彼にはもう手を引いて欲しい。これ以上彼が事件に関かかわっても、疑いを強めるだけだ。後は私に任せておいて欲しいんだ。君から、彼を説得できないかな？」

　そうか、これを言いたかったのだ。

　アヤコは理解し、目を合わせて告げた。

「それはできません」

　グラムの顔に落らく胆たんの色が浮かんだが、仕方がない。

「先輩は、レイは、事件を真しん剣けんに解決したいと思っているんです。私の言葉なんてきっと聞きませんし、私もレイを止めたくありません」

　しばらく黙り込んでから、グラムは苦笑を漏らした。

「……バージェスが羨うらやましいな」

　そう言って、運動場の扉とびらに凭もたれる。

「私もね、ファグがいないんだよ、今。それまでファグだった子が、少し前に家の都合で退学してしまってね。バージェスより先に君に会えていたらなあ。まあ、私じゃ、彼みたいに女性をファグにするような前ぜん代だい未み聞もんなことはできなかっただろうが。そんな勇気はないからね」

　あれ、なんだか誉ほめられているような……ということにアヤコは気付いて、戸と惑まどう。

「私は、別に、そんなふうに言っていただくようなことはしていないと思いますが……」

「いや、君の忠誠は立派だよ。友情とは忠誠だ。ファグとファグマスターの関係は、主君と臣下のように思えることもあるかもしれない──だがね、本質は友情であり、バージェスから教えられることだけではなく、君がバージェスに教えることもきっとあるんだ。君は女性で、外国人だから、わかりにくいんじゃないかなと思っていたんだが。大だい丈じよう夫ぶみたいだね。君たちの間には、もう強い友情が生まれているんだ」

「友情……」

　グラムの言っていることは大げさに思えるが、自分とレイとの間にあるのが友情だと言われて、アヤコは少し嬉うれしくなった。

　友情──日本から遠く離はなれた、異なる文化を持つ国で、自分とは価値観の違ちがう相手と友情を結べるというのは、素す晴ばらしい経験に思えた。

「そうかあ、友情かあ……」

　確かめるように繰くり返した時、城じよう壁へきの上でアヤコの頭を撫なでたレイのことを思い出し、ほんの少し、その言葉に違い和わ感かんを覚えたが、どうしてなのかはよくわからなかった。

「……そう、友情でいいじゃないか」

　ぽつりと呟つぶやいたグラムの声が、それまでと違って聞こえ、アヤコは彼の顔を見上げた。

　グラムはにこりと微笑ほほえみ、話題を戻もどしてしまう。

「私もウィンフィールドのことは心配している。私からも彼女に話をしてみるよ。事件に関わるにしても、ウィンフィールドのことは任せて欲しいんだ。彼女は彼を警けい戒かいしている。というか、たぶん、嫌きらってるからね」

　アヤコもその点については同意するしかない。

「そうですね、残念ですけど」

「じゃあ、良かったら伝えておいて欲しい。私から言うと、角が立つから」

「はい」

　色々と気遣いができる人だな、とアヤコは思いつつ、グラムと運動場の前で別れた。




　放課後、アヤコとレイは校舎の第二実験室にいた。今日もウィンフィールドの護衛をしているはずのシーモアも、何故なぜか一いつ緒しよだった。

　小グループ用の狭せまい部屋には大きな机が二つある。二つの机には本と雑誌が堆うずたかく積まれ、大きな南向きの窓からはカーテン越ごしに明るい光が降り注ぎ、微かすかに舞まい上がる埃ほこりに反射して静かに輝かがやいている。

　レイは荷物置きと化した机の間に椅い子すを置き、そこに座っていた。

　話を聞き終えると、彼は一つ鼻を鳴らした。

「相変わらずの目立ちたがりだ。自分より僕が話題に上るのが悔くやしいのだ。その上、僕のファグまで欲しがるとはな。浅ましい」

「適材適所だからウィンフィールドのことは任せてもいいけど、それにしても僕のファグに手を出そうとしてきて腹が立つなあ」

　間かん髪はつ容いれずそう言ったのは、窓まど枠わくに腰こし掛かけるシーモアだ。

　レイはシーモアをじろりと睨にらみつけて言った。

「なんだそれは」

「アヤコちゃんのためのバージェス語の英訳」

「シーモア！」

　レイに怒ど鳴なられても、シーモアはけろりとして、笑っている。

　レイのそばに座って紅茶のお相しよう伴ばんに与あずかっていたアヤコが、ぎょっとして訊きいた。

「えっ、なんですかそのアヤコちゃんって」

「日本では可愛かわいい女の子のことをそういうふうに言うんでしょう？　君のために勉強したんだよ、アヤコちゃん。私のことはマーヴィンでいいからね」

「は、はあ……じゃあ、マーヴィンさん……」

　にへらっ、とシーモア、いやマーヴィンは笑う。

「だらしない男だ」

　ぶつくさとレイが文句を言う。

「あの、それじゃあグラム先せん輩ぱいのお話はどうするんですか？　ウィンフィールド先輩のこと、任せないんですか？」

「……いや」

　レイは苦々しい顔で言った。

「あの男にウィンフィールドを任せるのは不本意だが、シーモアが下手へたを打った以上仕方ない」

「下手を打った？」

　アヤコが問うと、レイはじろりと友人を睨みつける。

「シーモアがウィンフィールドの取り巻きの一人に手を出して、ウィンフィールドから金輪際近づくなと絶ぜつ縁えん宣言をされたのだ。こいつを護衛として張り付けておくことはもう不可能だ」

「あっ、それはアヤコちゃんには言わないでって言ったじゃないか！　アヤコちゃん、手を出したって言っても、そんなたいしたことしてないんだよ！　手を握にぎってちょっとキスをしただけで──というか双そう方ほう合意なんだからウィンフィールドの口出すようなことじゃないと思うんだよ！　軽けい蔑べつしないで！」

「うるさい黙だまれ」

「軽蔑なんかしませんよ。婚こん約やくするんですよね、おめでとうございます！」

　アヤコは心からシーモアを祝福した。

「えっ？」

「婚約するんですよね？　キスした人と」

　だが、シーモアは呆ぼう然ぜんとした顔で、アヤコを見つめている。冷や汗あせをかいているように見えなくもないが、どうしたのだろう、とアヤコは首を傾かしげる。

　ぶっ、とレイの方から噴ふき出すような音が聞こえたが、アヤコが見た時には、別にレイは笑ってはいなかった。彼は取り澄すまして、ビーカーで淹いれた茶を飲む。

「そうだな、シーモア。キスまでした以上婚約せねばな、というかもうしてるんだろう？　結けつ婚こん式はいつだ？　マーヴィン・シーモア──伯はく爵しやく家の御おん曹ぞう司しが婚約ともなれば、悲しむ女性は多そうだな」

「バージェスまで！」

「ふ、」

　そこで、レイは顔を背そむけ、また、ぶっ、と噴き出し、今度は堪こらえきれなかったのか、そのまま肩かたを震ふるわせて笑い出した。

「ふ……ふふ、そうか、婚約か、結婚式は呼べよ、シーモア。それで何人と結婚するんだ？」

「…………えっ、英国は一夫一妻制では？」

「シーモアがキスした相手全員と結婚するためには、その制度を変える必要があるな」

　アヤコは一連の会話の意味がようやくわかり、顔を赤らめる。

　マーヴィン・シーモアは、気軽に女性とキスをするような人だったのだ。

「やっぱりマーヴィンじゃなくてシーモアさんって呼びます……」

「どうして!?」

「知らないうちに距きよ離りを詰つめられそうで怖こわいので……」

「大丈夫だよ、怖くないよ!?」

　マーヴィン──いや、シーモアが悲ひ愴そうな顔で反対したが、アヤコはそっと彼から自分の椅子を離した。

「まあ、とにかく」

　アヤコは咳せき払ばらいをしてこの話を流した。

「協力して、事件を解決しましょう！」

　アヤコは拳こぶしを力強く突つき上げる。その拍ひよう子しに膝ひざの上に置いていたティーカップが落ちそうになったが、彼女は気にしていなかった。

「私もやります！　レイを疑う人たちに、声を大にして言いたいんです、レイは犯人なんかじゃないって！」

「君が関かかわるべき話ではない」

　レイは眉み間けんに深い皺しわを作り、アヤコのやる気に水を差す。

「君は入学して十日の新入生だぞ」

「でもレイのファグです」

　アヤコは胸を張って主張する。

「シーモアさんだって、レイのお友達だから協力してるんですよね？　なら、私が協力する理由だって、ファグだから、でいいじゃないですか」

　だが、意外な方向から茶々が入った。

「私がバージェスに協力してるのは友達だからってだけじゃないよ」

　驚おどろくアヤコに、シーモアはにっこりと特上の笑え顔がおで言う。

「彼に関わってると面おも白しろいんだ。私は平へい凡ぼんな人間で、特に必死になるものもないけど、彼が追う事件に関わってると、胸が高鳴る。特別な体験ができる。それって素す晴ばらしいことだろう？」

　きらきらした笑顔を見ていると頷うなずきそうになるが、彼はウィンフィールドを守るために毒どく蛇へびと戦っているのだ。それでもなお胸が高鳴る、とまで言えるのだから、彼も彼で並の神経ではない気がする。

「シーモアのように危険な目に遭あうこともある。君に手伝って欲しいなどとは言っていない」

　レイはあくまでアヤコの協力に否定的だ。

「でも、きっとお役にたちますよ」

　アヤコは譲ゆずらない。

　諦あきらめず主張しても、勿もち論ろん変わらないことはある。

　だが、時には、変わることもある。

　あくまで前向きに、アヤコは語る。

「たとえば私なら女子寮りように入れますよ、女子ですからね！　最初の被ひ害がい者しやは女生徒なんですから、女子寮を調べれば何かわかるかもしれませんよ。女子寮は男子禁制ですし、シーモアさんが幾いくら女たらしでも、女子寮には入れないでしょう？」

「女たらしって言われた……」

　ずうんと沈しずむシーモアを顧かえりみもせず、レイはまた眉間に皺を作って考え込む。

「《ダイアナ寮》か……」

　彼の呟つぶやきに、女子寮での調査に対する期待が感じられ、アヤコは思わずにやつきそうになる。

　勿論アヤコを仲間に加えることに抵てい抗こうはあるのだろう。彼は期待にそわそわしながらも、躊躇ためらいも見せていた。

「……君が、寮内で排はい除じよされるようなことはないのか。元々、気にしていただろう、事件のことを教えてもらえなかったと。僕に関わって事件を追っていると知られれば、余計に孤こ立りつを深めるかもしれない」

「ああ、そういう……大だい丈じよう夫ぶですよ、これ以上孤立することはないですから」

　にっこりとアヤコは微笑ほほえんで言う。

「それに、ちょっと爽そう快かいじゃないですか。誰だれも教えてくれなかったことを、自分で調べちゃうのって！」

　レイはなおもしばらく眉間に皺を寄せていたが、ややあって、頷いた。

「いいだろう。ただし、捜そう査さに加わるからには、僕の命令に従うように」

「元からそうしてますよ？」

　アヤコがそう言うと、レイはその日一番の渋じゆう面めんになった。

「君は自分が何度僕に異を唱えたと思っているんだ」

「え……あれ？」

　そうだったかな、とアヤコは首を捻ひねった。

「……アヤコ」

　不意に名前を呼ばれて、アヤコはレイを見上げる。

　レイは、口元をちょっと歪ゆがめた──何か言いたいことがあるが言い出しにくい時の、彼の癖くせだ。

　そして、しばらくのちに、こう言った。

「……ありがとう」

　アヤコは吃驚びつくりして言葉が出て来ない。

　レイが感謝してくれた。それは、アヤコの行こう為いが嬉うれしかったからだ。

　レイへの信しん頼らいが、それに基もとづく行動が、嬉しかったのだ。

　アヤコの中で、喜びがせり上がって、笑顔となって溢あふれ出る。

「レイ！　私、頑がん張ばっちゃいますからね！　レイの無実を絶対に証明してあげますから！　だって、私、レイのファグなんですもん！」

　両手に握にぎり拳を作って、気合いを入れる。

　だがレイはその気き迫はくにたじろいだ様子で言った。

「それは別に、ファグの仕事ではないだろう……」

「えへへ、頑張ります」

　アヤコは、聞いていなかった。
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「マリー・ハート、十四歳、スタグフォード生、《ダイアナ寮》所属。二月二十七日、置き手紙を残し、寮から姿を消し、その翌日遺体で発見される。遺体の状態から寮を出て間もなく死亡したものと思われる。遺体はポケットにファージング銅貨を詰め込まれた上、リー河の支流の底に沈められていた。発見場所はスタグフォード郊こう外がい。近くに工場がある他ほかは荒あれ野の広がる寂さびしいところだ。釣つり人によって発見され、年格好から学校へ連れん絡らくが入り、マリー・ハートと確かく認にんされた──以上が、新聞記事の要約だな」

　スクラップブックを開いて、該がい当とう記事の切り抜ぬきを取り出しながら、レイが言った。

　場所は実験室から《城》のレイの部屋に移している。彼の書しよ架かには、同じようなスクラップブックが何冊も入っていた。

「死因は後頭部を強く打ったことによる脳のう挫ざ傷しよう。また、寮りよう母ぼのミセス・ダドリーの証言によると、彼女は失しつ踪そうする二週間前に数枚のファージング銅貨を送り付けられており、そのことについて怯おびえ、また悩なやんでいる様子であったという。何故なぜ彼女が銅貨を恐おそれたのか、何故突とつ如じよとして失踪したのか、捜査の進展が待たれる……」

　そしてまた、別の切り抜きを手にして、彼は淡たん々たんと読み上げる。

「……二月二十八日に遺体で発見されたマリー・ハート嬢じようの事件について、警察は不ふ慮りよの転落事故として捜査を打ち切ることを発表した」

「え、そ、それだけですか？　ポケットの銅貨は？　送られてきた銅貨の意味は？　置き手紙は何が書いてあったんですか？」

「さあな、新聞報道はここまでだ。後はしばらくスキャンダル専門の怪あやしいニュース売りの飯の種になったようだが、そこまで読み上げることはないだろう。ただ、これは別だろうな」

　レイはスクラップブックに挟はさんでいた紙をアヤコに見せた。

　学校の購こう買ばいで買える透すかし入りの便びん箋せんに、丁てい寧ねいな文字でこう書かれていた。




『貴下がもしマリー・ハート事件の真相を求めるのならば、エリザベス・フローレス・ウィンフィールドについて調べることをお勧すすめします。ウィンフィールドは当時の寮の監かん督とく生であり、彼女の統治下において銅貨を送り付けられるというのは虐いじめの予告を意味していました。銅貨を送り付けられた者は、皆みなウィンフィールドに刃は向むかった者たちです。ウィンフィールドについての調査はくれぐれも綿密に慎しん重ちようになさいますよう。衷ちゆう心しんからの忠告です』




　アヤコは書かれている内容に吃驚して、何度も読み返した。

「僕に届いた。封ふう筒とうも学校で買えるものだ。差出人の名前はない。大だい胆たんなことを書いている割に、綺き麗れいな、整った字だ。線の震ふるえなどもない。豪ごう胆たんなものだな」

「これは本当のことなんですか？　虐めの予告になるって……」

「わからない」

　レイは難しい顔を、アヤコに向けた。

「寮母のミセス・ダドリーには確認したが、新聞報道の通り、ハートには硬こう貨かが送り付けられていて、彼女はそれを不安視していたらしい。理由を訊きいても教えてくれなかったそうだが。この手紙に書かれていることが事実なら、警察が捜査から手を引いたのも頷うなずける。州警察のトップにはウィンフィールドの親族がいる。捜査によってウィンフィールドの虐めへの関かん与よが明らかになる前に、手を引かせたのだろう。虐めが殺人に発展したとされれば、彼女が容疑者になるからな。しかし確かめようにも僕は女子寮には入れないし、女生徒から話を聞き出そうとしても彼女たちは皆口を閉とざしている。ただ一つ言えるのは、ハートの遺体には幾つか生前に受けた打だ撲ぼくや火傷やけどの跡あとがあった。虐ぎやく待たいを受けていたのは確かだろう」

「い……遺体って、どうやって調べたんですか？」

「警察の安置所に潜もぐり込んだ。大したことは調べていない、ざっと見ただけだ」

　アヤコからするととんでもないことを言っている気がするが、レイは全く気にした様子はなかった。

「その他に気になることと言えば、ハートの胃の内容物だ。胃の中には寮の夕食が残っていたが、食物以外のものも二つ含ふくまれていた」

　そう言って、レイはスクラップブックから写真を取り出す。

　写真には、小さな石のようなものが写っていた。一いつ緒しよに写された定規の目盛を見ると、大きさは米こめ粒つぶより少し大きいくらいのフットボール型で、表面はつるりとしている。

「一つはこのガラス片へんだ。色は緑。一面に接せつ着ちやく剤ざいが残っていたから、おそらく何らかの装そう飾しよく品の台座から落ちたものだ。もう一つは紙だが、これは購買でよく生徒が買う便箋だということしかわかっていない。文字は判別できなかったようだ。僕が知りたいのは主に三つ、このガラス片と手紙がどうやってハートの胃に入ったか、それは寮りようにいる間だったのか、それとも寮を出てからだったのか。そして、虐めが事実だったかどうか、だ」

　アヤコはもう一度、文書を読み、途と方ほうに暮れて顔を上げた。

「もしもこの文書の内容が真実だったとしたら、ウィンフィールド先せん輩ぱいに銅貨が送り付けられたのは、いったいどういうことになるんですか？　今度はウィンフィールド先輩が虐めの対象になるってことなんですか？」

「この文書は暗にウィンフィールドが虐めの首しゆ謀ぼう者しやだったと主張している。その彼女に銅貨を送るということは、虐めの予告というよりは、脅きよう迫はくの、あるいは復ふく讐しゆうの予告だろう。おまえの罪を知っているぞ、今度はおまえの番だという脅おどしになるのだ」

　あんなにも和わ気き藹あい々あいとしていた寮内で虐めがあったとは、今でも想像できない。

　だが、そこではたと、寮の雰ふん囲い気きを一人で壊こわしていた少女の存在を思い出す。

　そう、確かに、不協和音はあったのだ。

「じゃあ、結局ハートさんを殺したのは誰だれなんですか？　殺さつ人じん鬼きじゃないとしたら？」

「少なくとも、手紙の差出人は、ウィンフィールドらによる虐待がハートの死に繫つながったと考えているのだろうな。ハートは逃にげたのではなく、死んだのちに、逃げたように偽ぎ装そうされた。ウィンフィールドが狙ねらわれているのは、その復讐だ」

　レイは安楽椅い子すに深く腰こしを下ろして茶を啜すする。

　彼はあっさりと言ってのけたが、これはかなりのスキャンダルだ。

　ウィンフィールドは女性で初めての《ロード》として、学内においては確かな地位を得ている。成績優ゆう秀しゆう、容よう姿し端たん麗れい、家いえ柄がらも良い。そんな全女生徒の憧あこがれの存在が、虐めやら殺人やらに手を染めていたとなれば、全校をひっくり返したような騒さわぎになる。新聞などもスキャンダルとして書き立てるだろう。

　それでも、レイは平然としている。

　アヤコはこくりと唾つばを飲み込む。

　自分ばかりが、怖おじ気づいてはいられない。

「わかりました！」

　アヤコは元気よく立ち上がった。

「朗報待っててくださいね！　明日あしたの朝にはまた来ます！」

　うむ、と頷いて、レイはアヤコを見送った。

　アヤコが出て行き、静かになった部屋で、それまでずっと黙だまって窓から外を眺ながめていたシーモアが口を開いた。

「危なくないかな？」

　元はただの明かり取りだった小さな窓からは、城門へと走っていくアヤコの姿が見える。レイはあえてそちらは見ずに、飲みかけの紅茶を一気に呷あおった。

「僕がファグマスターだということは知られている。後ろに僕がいるとわかっていて、おいそれと手を出してくる人間はいない。一応明日の朝には迎むかえに行く」

「おや、実は結構安全に気を遣つかってる？」

「僕は彼女のファグマスターだからな、当然だ。だが危険を回かい避ひさせるためだけに仕事を与あたえたわけではない」

　レイはティーカップを置くと、目立つ白衣を他の生徒と同じ黒い燕えん尾び服ふくに着き替がえて、シーモアを振ふり返った。

「期待もしている。僕たちも行くぞ」

「私の安全も気を遣ってくれてる？」

「そんなわけあるか」

「アヤコちゃんだけ、特別？」

　レイは顔をしかめる。シーモアはいつもの真意の見えない、曖あい昧まいな笑えみを浮うかべ、首を傾かしげている。

「……ファグで年下で女性だ。当たり前だろう」

「まあね、でももしかして、あの子は君の昔話をもう知ってるのかなってちらっと」

「…………」

　シーモアは決して愚おろかではなく、むしろ人間関係の察しはレイなどより遥はるかに良い。

　動物的とも言えるその嗅きゆう覚かくを今回ばかりは少し疎うとましく思いながらも、レイは否定はしなかった。

「しつこかったから少し話しただけだ」

「あ、やっぱり。アヤコちゃんなんか言っていた？」

「別に。おまえのように面おも白しろがりはしなかったがな」

「だって見世物小屋の生活って興味深いじゃないか。みんな気にならないのかなあ？」

　レイは鼻で笑い、手て袋ぶくろを嵌はめ、帽ぼう子しを被かぶる。

　そして、シーモアにも帽子を放ほうる。

「校長寮に忍しのび込むぞ」

　戯おどけた様子で、シーモアは肩かたを竦すくめて後に続いた。




　夕食前の僅わずかな時間に、アヤコは目的の人物を寮の中庭に呼び出した。

「これ、貴女あなたが書いたのよね？」

　そう言って、レイに届いた手紙を、マーガレット・ブランドンに差し出す。

　マーガレットは眉まゆ一つ動かさずそれを受け取り、広げ、文面に目を通した。

「……どうして私だと思うの？」

「私の歓かん迎げい会かいの時、貴女だけが噓うそを吐ついていないようだったから」

　アヤコは四阿あずまやに置かれた椅子に腰を下ろし、マーガレットにも勧すすめた。

「マロニエの木があるから、建物の方からはあまり見えないでしょう？　人目を気にしなくても大だい丈じよう夫ぶよ」

「…………」

　マーガレットは椅子を引いて座った。両手を膝ひざの上に行ぎよう儀ぎ良く置いて、背筋を伸のばす。

「私だけが噓を吐いていないってどういうこと？」

　匿とく名めいの手紙の送り主だと指し摘てきされても、マーガレットは些いささかも動じてはいなかった。

「歓迎会、みんなすごく楽しそうで、私も嬉うれしかったの。でも、誰もマリー・ハートさんのことも、ウィンフィールドさんが銅貨を送り付けられたことも、教えてくれなかった。きっとそういうことも全部忘れたかったのね。でも、貴女は違ちがった。貴女は監かん督とく生のプリムローズ先輩と何か言い合っていて──きっと、あれはハートさんのことでしょう？　貴女は、ハートさんのこと、私に何か伝えようとしてくれたんだと思ったの」

「私は、貴女のために警告しようとしたわけではないわ。私は、ただみんながマリーのことを忘れようとしてるのが許せなかっただけよ」

「これを書いたのも、ハートさんのこと、忘れて欲しくなかったから？」

　この文章が事実なら、書いたのは、レイが調べてもわからなかった《ダイアナ寮》の内部について知っている人物だ。当然寮内部の人間だろうが、その中で秘密をあえて暴ばく露ろしようというのは、マーガレットしかいなかった。

「貴女にとって、ハートさんは……」

　マーガレットは、その言葉を発する前に、一いつ瞬しゆん、唇くちびるを嚙かんだ。

「……友人だったわ」

　それが、彼女が告発じみた手紙を書いた理由だった。

「バージェス先輩は、今までにもいろんな事件に首を突つっ込んできたわ。貴女が入学する前から。煙けむたがられたり、怖こわがられたりしてて、私も近寄りがたいイメージを持っていた。でも、あの人がマリーの事件を追ってるって知って、私は彼なら話を聞いてくれるかもしれないと思ったの。だから……でも、それなのに、彼はウィンフィールドを助けた」

　そう言って、キッとアヤコを睨にらみつける。

「蛇へびがウィンフィールドを襲おそった時、彼がそばにいたって聞いているわ。彼が蛇をけしかけたなんて噂うわさが噓なのはわかってる。彼はウィンフィールドを助けたのよ、そうでしょう？　それなら、私は、彼に対して、もう何も話す気はないわ」

　断罪するような口調だった。

「貴女はレイのことを誤解してる」

　対するアヤコの口調も、厳しいものだった。

「レイはウィンフィールド先せん輩ぱいを助けたわ。これからだって、彼女が狙われれば、きっと同じようにする。彼は、貴女の都合のいい代弁者じゃないもの。彼は彼の信念に基もとづいて、事件を追うの。でも、事実を見つけ出そうっていう気持ちは、誰より強いかもしれない」

「事実ですって？」

「貴女だって、それを知りたいから、レイに手紙を送ったんでしょう？」

「私はウィンフィールドに罰ばつが下って欲しかったのよ！」

　悲痛な叫さけびだった。

　だが、そう叫んだあと、また一瞬、マーガレットは唇を嚙む。レイとアヤコへの不信感はその目からは消えていないが、自分の発言を後こう悔かいしているようにも見える。

　それはたぶん、今の叫びが本心のすべてではないから。

　アヤコは言葉を尽つくして、力強く訴うつたえた。

「罰が下れば良いって言うなら、貴女が嫌きらった私刑リンチと同じになっちゃう。このままじゃ、ハートさんがどうして死んだのかとか、全然わからないまま、ウィンフィールド先輩が殺されるのよ。本当は、そんなこと望んでないでしょう？　レイが、レイと私が、ちゃんと全部調べるから、そんなふうに言わないで。もしほんとにウィンフィールド先輩が殺したのなら、きっと、私たちが明らかにするから！」

　マーガレットは視線を落とし、テーブルの上に置かれた手紙をじっと見つめた。

　しばらく黙っていたが、最後には、彼女は口を開いた。

「警察に言っても、調べてもらえなかった。だから、貴女のファグマスターに手紙を書いたの。本当は私だってわかってる。貴女が正しいのよ。私も事実が知りたい……あの子がどうして死んだのか、どうして、二月の冷たい河底に沈しずめられていたのか……」

　俯うつむいて、肩を震ふるわせる彼女からは悲しみが溢あふれ出ていた。

　ぎゅ、と手紙を握にぎりしめて、顔を上げる。

「お願い、調べて……！」

　その目から初めて涙なみだが溢れて、頰ほおを濡ぬらす。

　アヤコは咄とつ嗟さに彼女の手を取って、約束した。

「調べるよ、勿もち論ろん」

　マーガレットは涙をハンカチで拭ふくと、ぽつぽつと語り始めた。




「この寮りようには掟おきてがあったのよ。規則を破った者には、寮生たちの手で罰を与えるっていう。ううん、この程度ならどこの寮にもあるわ。ギリシア語かラテン語の詩を暗唱するとか、単語を書き写すとかいう罰なら。《ダイアナ寮》も、前はそういう、ありふれた罰だった。でも、ウィンフィールドが監督生になってから変わったの。ウィンフィールドは、この掟を私物化して、自分に逆らう人間を厳しく罰するようになった。銅貨を送り付けて、十分に獲え物ものを怖がらせて、自分の力を思い知らせるのよ。銅貨を受け取った人間は、寮のみんなから無視されるし、暴力を振ふるわれても文句を言えない。もし罪人を庇かばったりすれば、自分も罪人になる。《オレンジとレモン》の歌は知ってる？」

「いいえ……」

　こうやって、とマーガレットはアヤコの両手を自分の両手で握り、繫つないだ手を高く掲かかげてアーチを作った。

「向かい合わせで作ったアーチの下を、他ほかの子が順じゆん繰ぐりに通り抜ぬけていくのよ」

　そして彼女は澄すんだ高い声で歌い始めた。




「オレンジとレモン

　セント・クレメントの鐘かねがいう

　５ファージングかえしてよ

　聖マーティンの鐘がいう

　いつかえしてくれる

　オールド・ベイリーの鐘がいう

　おかねもちになったらね

　ジョアディッチの鐘がいう

　それはいつのこと

　ステプニーの鐘がいう

　わかんないよ

　ボウの鐘がいう

　ベッドへつれていくロウソクがきたぞ

　おまえの首を切りに首切り人がきたぞ……」




　そこで腕うでを下ろし、繫いでいた手を離はなす。

　呆ぼう然ぜんとしていたアヤコは、我に返って言った。

「あっ、今のがそうなの？　日本にも似た遊びがあるのよ。最後に腕を下ろして、通っていく子を捕つかまえるの！　《通りゃんせ》っていうんだけど」

「ファージング銅貨を送り付けるのは、この歌に託かこつけているのよ。ウィンフィールドが首切り人。送り付けられた子は、５ファージング取った罪人……たったの５ファージング、１ペンスと少しよ、ふざけないで欲しいわ」

　震えて、目を潤うるませながら、マーガレットはヒステリックに笑う。

「馬ば鹿かにしてるわ……」

　そう呟つぶやいたきり、顔を伏ふせ、拳こぶしを震わせて黙だまり込む。

　ややあって、手紙の上に、ぽたぽたと雫しずくが落ちた。

「あの子がベッドで寝ねようとすると、部屋の戸口からベッドまでアーチを作って、待ち構えてるの。そしてあの子が通ると、みんなして歌いながらあの子を叩たたいたり、つねったり！　虐いじめに積極的に加わらない人たちもいたけど、それでもやっぱり見て見ぬふりをするだけだった。ウィンフィールドには逆らえなかったから……」

　アヤコは、声を絞しぼり出す彼女の手に、そっと触ふれた。

　マーガレットの拳は震えていた。

「……貴女あなたも、虐められた？」

　罪人を庇えば、自分も罪人になる──マーガレット自身が証言したことだ。

　彼女が友人を放ほうっておくとは、思えなかった。

　マーガレットは、涙でぐちゃぐちゃになった顔を上げて訴えた。

「私への虐めなんか問題じゃないわ！　でもあの子が逃にげたなんて絶対に噓うそよ！　そんな子じゃない。そんな子だったら、どんなに良かったか！　本当に逃げられたら、あの子は死なずに済んだわ。あの子は逃げられなかったのよ……ウィンフィールドに殺されたのよ！」

　アヤコは強きよう烈れつな告発に衝しよう撃げきを受け、一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

「でも、置き手紙があったんじゃないの？」

「ただのギリシア語の詩の英訳よ。それらしい文言だったけど、きっと、あの子のノートから切り取って持ってきたんでしょう」

「それ、警察には言ったの？」

「言ったわよ、勿論！　でも、警察はもう事故死で決着を付けることになってたみたいで、私の話は新聞にも載のらなかった」

　酷ひどい話だ。

　だが、これはマーガレットの一方的な話にすぎない。

　レイに報告する前に、さらに聞き出さなくてはいけないだろう。

「ハートさんがいなくなった日のこと、詳くわしく聞かせてくれる？」

　マーガレットは差し出されたハンカチで顔を拭ぬぐい、アヤコを見つめて頷うなずいた。

「あの日は水曜日で、手紙が届く日だった。マリーは、手紙を受け取った後は、他の子たちに取られないように屋根裏の物置部屋で読むことにしていたの。夕食後に一いつ緒しよに屋根裏に行ったけど、私は先生から用事を言いつけられていたから、すぐに屋根裏を出た。用事を済ませて、屋根裏に行ったけど、その時にはもういなかった。八時半くらいだったと思う。いつもなら屋根裏で待っててくれるからおかしいなとは思ったんだけど」

「夕食は七時だから……夕食後っていうと、別れたのは七時半くらい？」

「そうね、そのくらいだと思う」

　七時半、ハートは手紙を受け取って屋根裏に向かい、マーガレットと別れる。

　だが、八時半には、屋根裏にいない。

「じゃあ、その後は？」

　マーガレットは首を振った。

「もう見ていないわ。夕食後に見たのが最後になった」

　十時が消灯だ。消灯の時間までに戻もどらなかったとすると、寮の中ではちょっとした騒さわぎになったはずだ。

「消灯の点呼でいなかったのなら、先生に報告したのよね？」

「ええ。先生に知らせてる間に、ベッドの上に置き手紙が見つかったのよ。それを読んだ先生が寮りよう母ぼさんと上級生と一緒に捜さがしたけれど、マリーは見つからなくて……校長先生たちもやってきて、騒ぎになって。男の子が寮を抜け出すことはたまにあったのよ、でも女の子が置き手紙を残して消えることなんてなくて。結局見つからなくて、みんなマリーは逃げたって囁ささやいていたわ」

　そして翌日、遺体で見つかったのだ。

「その、ハートさんをいつも虐めてたのって誰だれかわかる？　ウィンフィールド先せん輩ぱいは、虐めの時も実際に手を下していたの？」

　マーガレットは悔くやしそうに首を振る。

「積極的に関かかわっていたのは五、六人よ。ウィンフィールドは、実際には絶対に手を出さないの。どちらかというと、止める方。それから優やさしく声を掛かけるのよ……まあ可か哀わい想そうに、とか、大だい丈じよう夫ぶよ、わたくしが守って差し上げるわ、とか……かといって虐めてる方を罰ばつしたりもしない。ちょっと窘たしなめるだけ」

「それなら、本当にウィンフィールド先輩が虐めの首しゆ謀ぼう者しやとは限らないんじゃ……」

「だったらどうしてウィンフィールドに逆らった人間ばかりが虐められるのよ！」

　戸と惑まどうアヤコに、マーガレットはきつい口調で言う。

「マリーはね、ファグとファグマスターの関係についてウィンフィールドが口出しすることに意見したの。ファグとファグマスターは本来は当人同士の関係よ、でもウィンフィールドは誰が誰のファグになるってことを決めたがった。その決定権があれば、彼女の寮りようでの力はもっと強固なものになるから。それはおかしいんじゃないかってマリーは言ったのよ。その途と端たん、マリーに銅貨が送り付けられてきた。マリーは悩なやんでたわ。私のことも巻き込んだからって………でもそんなの、気にすることなかったのよ。私はいつも勝手にやってるだけなんだから」

　アヤコはマリー・ハートを直接は知らなかったが、話を聞くうちに、優しく、正義感の強そうな少女の姿が浮うかんできた。

「私は、何もできなかったことが悔しい」

　肺の空気をすべて吐はき出すように、マーガレットは言った。

「今でも悔しいわ。私が守ってあげなきゃいけなかったのよ。私の方が九ヶ月年上だし、マリーは妹みたいに私を慕したってくれてた。それなのに私は……何もできなかった」

　アヤコは掛ける言葉が出て来なかった。

　どちらかというと冷静で感情の起き伏ふくが少なく見えていたマーガレットが、こんなにも感情を露あらわにすることがあるなんて、想像もしていなかった。

　だが、肌はだの色が違ちがっても、話す言葉が違っても、人と人との間には友情が存在していて、大事な友人を失った苦しみはこの異国でも変わらないのだ。

　友人を、しかもこんな形で失ったマーガレットに、なんと声を掛けるべきなのか。

　アヤコは散々頭を悩まして、結局、ほとんど考えをまとめられないまま喋しやべり出した。

「何もできなかったって言っても、きっと、いろんなことを、いっぱいしてたよ。一緒に泣いたり、笑ったり、お喋りしたり、遊んだり、勉強したり。虐められた彼女のそばにいたんでしょう？　一緒に悩んだんでしょう？　それは、何もできなかったことにはならないよ。きっと、ハートさんは心強かったと思う。貴女がいて──きっと、ずっと、心強かったと思う」

　アヤコが、レイから掛けられた一言が嬉うれしかったように。

「……貴女が、そんなに必死に言うことはないのよ」

　どこか冷めたような口調で彼女はそう言い、しかし、アヤコの目を見て、

「でも、ありがとう」

　半分泣きながら、微笑ほほえんだ。




　三階廊ろう下かの突つき当たりにある扉とびらを開けると、狭せまくて急な上り階段がある。

　これを上れば、屋根裏部屋だ。ちなみに扉には鍵かぎが掛かっているが、慣れさえすればピンで簡単に開けられてしまうらしい。

　アヤコが訪おとずれたのは、夕食後、消灯前の自由時間だった。

「こんなところあったの、知らなかった」

　屋根の傾けい斜しやそのままに斜ななめになった天てん井じようには、小さな天窓があって、そこから月光が注いでいる。室内は区切られておらず、太い梁はり、余った椅い子すや古い簞たん笥す、旗や造花、衣装箱などで雑然とした雰ふん囲い気きがあったが、それでも余よ裕ゆうがあるほど広かった。

　マーガレットが隅すみにあった古いベンチチェストに座ったので、アヤコもその隣となりに腰こし掛かけた。

「ここで、ハートさんは手紙を読んでたのね」

「いつもそうだったわ。私も少しだけいたのだけど、先生との約束の時間が来たからすぐに出たの。私が出ると、マリーは三階にある扉を閉じて、鍵も内側から掛けていた。もしもノブを回されても鍵が開いてるってばれないように」

　アヤコは部屋を見回した。

　月光だけでも結構明るいが、さすがに手紙を読むのは難しそうだ。見るとベンチチェストのそばにはランプがあり、探すとそばの箱の中にマッチもあった。

「ここでハートさんが手紙を読むことを知っている人は？」

　マーガレットは首を振ふる。

「私以外は知らないと思うわ。知っていたら、きっと押しかけたでしょうから」

「なら、外から誰かが見てて気付いたのかも。ここでランプを使えば、灯あかりが窓から漏もれてわかるでしょう？」

　明かり取りは普ふ通つうの窓より高い位置にあったが、カーテンなどが掛かっているわけでもないので、光が漏れた可能性はある。

「夕食後、誰か外に出た？」

　わからない、と残念そうな顔でマーガレットは答えた。半年前のことなど、よほど印象に残っていないと覚えていないだろう。

「そうよね……あ、そうだ、あとね、この写真見てもらってもいい？」

　アヤコはレイから預かっていた、ハートの胃に入っていたという硝子ガラス玉の写真を見せた。

「見える？　硝子なんだけど。見覚えないかしら？」

「小さいのね」

「色はね、確か緑だって。丸っこくて、ちょっと細長い、フットボールみたいな楕だ円えん形をしていて、裏には接せつ着ちやく剤ざいの跡あとがあるから、元々は台座に嵌はまっていたっていう話なんだけど。ああ、待って、灯り用意するね」

　マーガレットはランプの光でしばらく写真を見つめてから、首を振ってアヤコに返した。

「ごめんなさい、わからないわ。でも、どこかで見たことがあるような気もするの……」

「マーガレットも？　実は私もなの。でも、うーん、わからなくて」

　アヤコも写真を光に翳かざしてしばらく見ていたが、結局首を振って諦あきらめた。

　ふと、マッチが入っていた箱が目に留まり、その中をもう一度調べてみた。

　ペン、便びん箋せん、封ふう筒とう、封ふう蠟ろう、それに吸取紙が出て来た。一いつ緒しよに入っていたハート宛あての手紙は親しん戚せきの伯母おばさんからのもので、消印からして、彼女が行方ゆくえ不明になった日に受け取って、ここで読んでいたものだろう。箱の蓋ふたはほどよく傾斜し、どうやら手紙を書く時に下した敷じきにできそうだ。携けい帯たい物書き机というものだろう。

　便箋は、学校の購こう買ばいで売っているものと同じだ。使いかけで、半分くらいはなくなっている。

　……もしかすると、ハートの胃に入っていたのは、ここの便箋かもしれない、とちらりと思った。

「ここで返事も書いていたの？」

「書くこともあったわ。本当は週末の手紙の時間に書くものだけど、マリーは手紙が好きで、その時間以外にもよく書いていたわ。返事はそんなに来なかったけれど……」

「手紙は家族に？」

　尋たずねながらも、アヤコは何か違い和わ感かんを覚えていた。

「そうね、そうだと思う……あまり、見せてはくれなかったから……」

　マーガレットの答えを聞きながらも、違和感の正体を探さぐる。

　会話、だろうか。

　いや──

　アヤコは、もう一度箱の中のものを確かく認にんした。ペンと便箋と封筒。封筒の下に切手もある。

「──インク壺つぼは？」

　尋ねると、マーガレットは箱の中を覗のぞき込んで不思議そうに言った。

「あら、おかしいわね。あったはずよ。いなくなる日、夕食前にもマリーはここで手紙を書いていたから……その時は確かにあったのよ。変ね、どこかに落ちてるのかしら」

　マーガレットがそう言うので、アヤコも立ち上がって、周囲を捜さがしてみた。月明かりだけでは難しかったが、しばらくして、幸運にも古いイーゼルの下に転がるインク壺を見つけた。

　壺は蓋が開いて、中身がほとんど空になっていた。残る僅わずかなインクも、容器の隅で固まっている。

「……灯りをちょうだい」

　アヤコはマーガレットから受け取ったランプで、周囲を照らした。

　床ゆかには埃ほこりが積もっていた──だが、それを手で拭ぬぐうと、黒ずんだ汚よごれが出て来た。何かを拭ふき取った跡だ。床に置いてあった絨じゆう毯たんを取ると、さらに広い面積に汚れがあることがわかった。

「インクを零こぼして、拭いた……にしては、面積が広いような……」

　アヤコは這はいつくばって床を調べ、それを見て、マーガレットが呟つぶやいた。

「インクを掛かけられた……？」

　え、とアヤコは訊き返し、顔を上げた。

　マーガレットは、広い面積に広がる汚れと、空のインク壺を見て、もう一度繰くり返した。

「インクを掛けられたのかも。前にもされたことがあったの。その時は、インクじゃなくてお茶だったけど……」

「！　そうか、ハートさんはここで見つかって、そのまま虐いじめられたんだ。インクを引っ掛けられて、汚れて……それから……」

　それから、どうしたのだろう。

　アヤコは床に広がる汚れをもう一度見下ろした。

　レイは事件の手がかりを求めて、丹たん念ねんに床や壁かべを調べていた。レイはここには入って来られないのだから、アヤコがやるしかない。

　アヤコは見よう見まねで、床に這いつくばり、ランプを近づけ、じっと観察した。

「雑ぞう巾きんか何かで拭き取ったのね。でも、汚れが落ちきっていない……その上に絨毯を敷しいたんだわ。絨毯は元はなかったのね？　きっと、隅に丸めてあるものの一つね。ほら、乾かわききる前に敷いたから、絨毯の裏も汚れてる。足あし跡あとはないかしら？　あら、これは手の跡？」

　ぶつぶつ言いながら床を調べるアヤコを、マーガレットは不思議そうな顔で見守っている。

「……あの、そろそろ戻もどらないと、消灯前の点呼に間に合わなく……」

「ちょっと待って、やっぱり手の跡だわ。ほらここ」

　アヤコが指さしたのは、床ではなく、ベンチチェストだった。

　その表面に、黒ずんだ指の跡が見えるのだ。ぱっと見た感じでは指し紋もんが見つからないから、手て袋ぶくろの跡だろう。

「……本当だわ」

　驚おどろいた様子でマーガレットも覗き込んでくる。

　アヤコは留め具を外して、ベンチチェストを開けてみた。

　ランプで照らしてみると、中には布が一枚入っているきりに見えた。

　それは白いテーブルクロスで、おそらくは不必要になって屋根裏に仕し舞まい込んだものと思われた。

　クロスには、黒い染しみが、今度ははっきりと残っていた。ランプで照らすと、チェストの隅にも黒い固まりが見えた。インクが、おそらくここではろくに拭き取られずにいたのだ。

「あら」

　クロスを持ち上げた拍ひよう子しに、からんと音がして、チェストの中に何かが落ちた。

　拾い上げたのは、マーガレットだった。

　それは、鎖くさりの切れたネックレスだった。

　親指の先くらいの石の飾かざりが、金具で付けられている。見たところ、河原で幾いくらでも拾えるただの石ころのようだ。石には絵の具で何か模様が描えがかれている。

　鎖は銀だったが、石は子どもの工作といった風だった。

「……これ、」

　呟くマーガレットが震ふるえていることに、アヤコは気付いた。

　マーガレットは、ネックレスを握にぎりしめて、低い声を絞しぼり出した。

「マリーのだわ……マリーが肌はだ身み離はなさず持っていたの。制服の下に身につけて……！」

「！　確かなの？　それじゃあ、遺体にはなかったの？」

「わからないわ、ネックレスのことは聞いていないから。でも、確かよ。これよ、間ま違ちがいないわ。ほら、ハートと盾たてが描いてある。家族の紋もん章しようだってあの子は言ってた……」

　紋章と言うには稚ち拙せつな絵だったが、マーガレットの言葉通り、石には、盾と、その中心にハートが描かれていた。

「え、ちょっと待って。ここにこのネックレスがあったってことは──」

　アヤコはぞくりと寒気が背筋を這い上がる感かん触しよくを味わいながら、いつの間にか汗あせばみ、滑すべる手で、ランプを握り直した。

　ベンチチェストの中は、布とネックレスが入っていた他ほかは空っぽで、広々としていた。

　少女一人なら、身体からだを折れば入れる程度には。

　二人とも言葉もなく立ち尽つくした、その時だった。

　階下で、かちゃかちゃと鍵かぎを開ける音が聞こえた。

　二人ともどちらからともなく手を取り合って後あと退ずさる。

　扉とびらが開く音に続いて、誰だれかがとんとんと軽かろやかな足音を立てて階段を上ってくる。

　どこかに隠かくれなければと思ったが、身を隠せそうな場所はない。さすがにこのチェストに入るのは気き後おくれする。いや、むしろこのチェストの中を見たことを知られてはまずい気がして、咄とつ嗟さに、アヤコはチェストの蓋を閉めた。

　階段を上がって屋根裏に姿を現したのは、監かん督とく生のプリムローズだった。

「まあ、ここにいらっしゃったの。ダメですよ、開けられるからといってどこにでも開けて入っては」

　プリムローズはいつものように柔にゆう和わな笑え顔がおを見せて、おっとりと彼女たちを窘たしなめた。

「もう点呼の時間を過ぎてしまいましたわ。早く寝しん室しつに戻ってくださいね」

「あっ、す、すいません」

　アヤコは慌あわてて謝り、階段へ向かう。マーガレットも俯うつむいてそれに続く。

「？　あら、変わった組み合わせ。貴女あなたたち、仲がよろしいんですのね」

　何故なぜか今日のプリムローズは恐おそろしかった。穏おだやかな声はいつも通りなのに──

「ブランドンさん？　手に何か持っているのかしら？」

　アヤコはぞっとしてマーガレットを振ふり返った。マーガレットも強こわ張ばった表情をしていたが、ゆっくりと手を上げ、両手を開いて見せた。

　マッチ箱が一つ、あるだけだ。

「すいません、ここに置き忘れていたので、取りに来たんです」

「あら、そうでしたの」

　プリムローズは微笑ほほえんで、彼女たちに先に階段を下りるように言った。

　階段を下りて、寝室に戻ったアヤコとマーガレットは、互たがいに一言も口を利きかないまま、寝ね間ま着きに着き替がえた。

　アヤコは帯を結ぶと早々にベッドに潜もぐり込む。

　ベッドは隣となり合っていたから、多少の距きよ離りを隔へだてて、マーガレットと向かい合う恰かつ好こうになった。

　目を合わせて、互いに頷うなずく。

　マーガレットは、屋根裏にプリムローズが入ってきた時、咄嗟にネックレスをアヤコの制服の隠しに入れていた。自分の方が目を付けられているという自覚があったからだ。

　今、アヤコが簞たん笥すに仕舞った制服の隠しに、ハートのネックレスが入っている。

　二人とも、あの屋根裏部屋こそが、ハートの本当の死亡場所なのだと確信していた。

　誰かが、あそこでハートにインクを浴びせ、いたぶり、最終的には死なせたのだ。

　床のインクは拭いて、上から絨毯を敷いて誤ご魔ま化かし、遺体はひとまずベンチチェストの中に仕舞ったのだろう。

　そして、置き手紙を細工して、夜中に人目を避さけて遺体を屋根裏から下ろし、どうにかして学外に捨てた。

　マーガレットが教師の用事を終えてこの屋根裏に来た時には、ハートはすでに死んでいて、おそらくはチェストの中に仕舞い込まれていたのだ。

　アヤコにわからないことは、きっとレイが謎なぞを解いてくれる。

　だから、明日あした無事にネックレスを届け、あの屋根裏でわかったことを知らせればいいのだ。

　月明かりでもマーガレットが泣きそうな顔をしているのがわかったから、アヤコはせめて力づけられればと思い、努力して微笑んだ。




　明け方に目を覚ますのは、もう習慣になっていた。

　レイの世話のために、アヤコは毎日五時には起きて準備を始める。

　だからその日も、アヤコは鐘かねが鳴る前に、目を開けた。

　──目の前に、綺き麗れいな女生徒の顔があった。

「っ！」

　悲鳴も上げられないほどに吃驚びつくりして、ベッドの上で身を竦すくめる。

「あら、ごきげんよう」

　ベッドで横たわるアヤコの顔を覗のぞき込んでいたのは、プリムローズだった。

　アヤコは寝間着の前を押さえ、ベッドの上で後退った。

「お、おはようございます。どうされたんですか、こんな早くに。何か、ご用で……」

　アヤコは、問いの言葉を飲み込んだ。

　プリムローズの後ろに、さらに二人の女生徒の姿があった。二人とも上級生で、片方は監督生補ほ佐さだ。

　ハッとして隣となりのベッドを見ると、マーガレットもすでに目覚めて、ベッドの上で小さくなっていた。彼女のベッドのそばにも、上級生が一人立っている。

　同室の他の女生徒も声に気付いて起き出したが、プリムローズの姿を見ると驚き、上級生に何か言われて、怯おびえながら部屋を出ていく。

　大部屋には、アヤコとマーガレットの二人が残され、彼女たちをプリムローズと上級生が囲んだ。

「……貴女に、お話がありますの」

　プリムローズは優ゆう雅がにアヤコのベッドに腰こしを下ろし、ティーカップをアヤコに差し出した。

「さあ、まずは飲んで。朝のお茶ですわ」

　必要以上に顔が近い。息を吸うと、紅茶の香かおりより、プリムローズの髪かみに使われた薔ば薇ら水の匂においの方を強く感じた。

「おは、なしというと」

「飲みなさいと言ったのよ」

　プリムローズの目は笑っていない。

　アヤコはティーカップを受け取り、震えながらも一口、口に含ふくんだ。妙みような味がしないかしっかりと味わってから、ようやく飲み込む。

「大だい丈じよう夫ぶ、毒なんて入ってませんわ」

　アヤコの心を読んだかのように、プリムローズが朗ほがらかに笑う。

「昨夜から急にブランドンさんと仲良しになりましたのね？」

「え、ええ……」

「これね、貴女の持ち物から見つけたんですの」

　アヤコはそう言われた時ぎくりとなった。もしやネックレスを取られたかと思ったのだ。

　だが、プリムローズが取り出したのは、レイに宛あてられた手紙と、レイから貸してもらった写真だった。

「ブランドンさんとは、これについて話していたのかしら？」

　ばれている。

「気になることがあるのなら、私に訊きいてくださいね。これでもウィンフィールド様とは親しくさせていただいてるんですから」

　最初からかなり近い位置にいたが、彼女はさらに距離を詰つめてくる。薄うすい色の目で見つめられ、アヤコは掌てのひらに汗をかく。

「貴女のファグマスター、バージェス様でしたわね。これはバージェス様から渡わたされたのかしら？　確か、以前にもバージェス様は、ウィンフィールド様とハートさんとを結びつけようとしてましたけど……まだ諦あきらめていなかったのですね」

「…………」

「答えられないんですの？　やはりバージェス様ですのね？　あの方にも困ったこと……」

　血の気を失ったアヤコの頰ほおに、プリムローズの長い指が触ふれた。

「お美しいファグが二目と見られない顔にでもなれば、あの方も諦めてくださるかしら？」

　よく手入れされた桜貝色の爪つめが、つうとアヤコの頰を撫なでる。

「止やめて下さい！」

　マーガレットが叫さけんでアヤコとプリムローズの間に割って入ろうとして、別の上級生に引き留められた。

「酷ひどいことはしないで！」

「酷いこと？　まあ」

　何が可笑おかしいのか、プリムローズは笑い出す。

「酷いことなんてしないわ。ただわたくしは訊いているだけです。バージェス様に諦めていただくにはどうしたらいいのか。オウトウインさんは、あの方のファグですものね。きっと何か良いお考えがおありですわ」

「……す」

「え？」

　アヤコは、訊き返したプリムローズに、顔を上げ、もう一度、今度ははっきりと言った。

「無理です。私たちは諦めません。事実を追求するだけです。それとも、そうされると困ることでもあるんですか？」

　アヤコは、持っていたティーカップを奪うばい取られ、その中身を顔にぶちまけられた。

「アヤコ！」

　マーガレットの悲鳴が聞こえる。アヤコは手で目に入った紅茶を拭ぬぐった。

「大丈夫……」

　火傷やけどするほど熱くはなかった。

　紅茶は寝間着に染しみ込み、早冷え始めていた。

　自分の手の中にあるティーカップを見下ろして、プリムローズは、あら、と呟つぶやいた。

「ごめんなさいね。お茶に虫が入っていたみたいだから、替かえて差し上げようと思ったのだけれど。大丈夫でした？」

「はい」

「ならもう一いつ杯ぱい、お茶をどうぞ。今度は熱いのを淹いれ直して差し上げますわ」

　ぞっとしてアヤコはプリムローズを見る。彼女は本気なのか、脅おどしなのか、冗じよう談だんなのかわからない顔で、笑っている。

　その時、部屋に入ってきた女生徒が、プリムローズの耳元で何か囁ささやいた。

　プリムローズが眉まゆを顰ひそめた直後、窓の外から、声が聞こえた。




「アヤコ！」




　自分を呼ぶ声だ。

　アヤコは驚おどろいて、ベッドを飛び降りて窓に駆かけ寄った。窓を開け、身を乗り出すと、二階にあるアヤコの部屋のほとんど真下、風見館の玄げん関かん前に、二人の青年の姿が見えた。

「アヤコ」

　もう一度、彼はアヤコの名を呼んだ。

　アヤコは、いっそう身を乗り出し、彼を見下ろし、間ま違ちがいなくそれがレイとシーモアであることを確かく認にんして、信じられない思いで叫んだ。

「レイ！　どうして……！」

「遅おそいから迎むかえに来た」

　レイの声は早朝の静けさを破ってよく響ひびいた。

　遅いといっても、普ふ段だんアヤコがレイを訪ねる時間にはまだ間がある。

「着き替がえを持って下りて来たまえ」

「え、あ、あの、待って下さい、すぐに着替えて──」

　アヤコは自分が寝ね間ま着きであることに気付いて、ハッとして前を押さえた。レイはまったく頓とん着ちやくしていない様子で言い返した。

「待ちたくない。着替えを持って下りて来るのだ」

「…………むっ、無理ですっ、さすがにそれは！　それに友達もいるんです！」
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　アヤコを押しのけて、プリムローズが窓辺に出た。

「そうですわ、無理です。女には用意というものがありましてよ。おとなしくお待ちください」

「三分でアヤコと友人を下りて来させろ。それ以上は君がアヤコを拘こう束そくしていると見なし、《ロード》でありファグマスターである者の務めとしてこの館やかたに入らせてもらう」

「ここは男子禁制ですわ」

「安全が脅おびやかされている生徒を救うための行動は規則に優先する。これ以上は言わせるな、《ダイアナ寮りよう》の監かん督とく生よ」

　プリムローズは表情を変えなかったが、苛いら立だちはその全身から感じられた。ぴりぴりとした緊きん張ちよう感かんを纏まとい、彼女はアヤコを振ふり返る。

「お行きなさい」

「は──はいっ、マーガレットも！　早く！」

　アヤコは素す早ばやく制服に着替え、マーガレットとともに階段を駆け下りて寮の外に飛び出す。

　待ち構えていたレイが、彼女を抱かかえるように引き寄せ、玄関の方を睨にらみつけた。

　振り返ると、階段の下にプリムローズが立って、こちらを見ていた。

「オウトウインさん」

　プリムローズは、手紙と写真をアヤコに差し出し、以前と同じように微笑ほほえんでいた。

「ファグのお務め、ご苦労様ですね。貴女あなたも今週末にはお茶会を主しゆ催さいするのですから、準備も忘れず進めておいてくださいね」

「は、はい……」

　アヤコが受け取った瞬しゆん間かん、プリムローズがちらりと写真を見やった、その冷めた目が怖こわい。

　優やさしく、親切そうに見えた上級生が、突とつ如じよとして恐きよう怖ふの対象になってしまったことにショックを受けながらも、アヤコはレイに引きずられるようにして寮から離はなれた。




　砂糖と冷たいミルクを多めに入れて、いつもよりぬるい紅茶をごくごくと飲み干す。

《城》にあるレイの部屋で、ようやくアヤコは一息吐つくことができた。

「大だい丈じよう夫ぶ、マーガレット？」

「え、ええ……」

　マーガレットは青ざめて、ティーカップを持つ手もまだ震ふるえていた。不安そうに、ちらちらと部屋の中を見回している。

　アヤコとマーガレットは、実験机の前に置かれた椅い子すに座らされていた。

「ここはレイの部屋なの。安全よ」

「……ごめんなさい！」

　急にマーガレットは凄すごい勢いで謝り、アヤコは驚いて目をぱちくりと瞬またたかせた。

「どうしたの？」

「だって、私が巻き込んだんだわ。私が貴女に話したから、だから貴女も目を付けられて……プリムローズ先せん輩ぱいがここまでするとは思わなかったの。ウィンフィールドの補ほ佐さをしていた時は、監督生の陰かげに隠かくれてる感じの、目立たない人だったから。虐いじめにもあまり積極的には関かかわっていないように見えたのに、こんな……怖い……」

「いいのよ！　むしろ私が巻き込んだようなものだもの。私は、どのみちあの人たちには疎うとまれることになってたと思うわ。ウィンフィールド先輩とハートさんのことを調べようとしてたんだから」

　部屋の戸と棚だなを勝手に開け、ビスケットを出してくれたシーモアが相あい槌づちを打つ。

「そうだよ。そういう意味では悪いのは捜そう査さを命じたレイだし」

「おまえは黙だまってろ」

　レイは苦々しい顔で友人を睨みつけ、アヤコとマーガレットを見やった。彼は机を挟はさんで向かいの安楽椅子に腰こしを下ろし、くたびれて見えた。

「あの、ありがとうございます、レイ。でも、どうして迎えに来てくれたんですか？」

「散歩のついでだ」

　レイは素っ気なく言い、あくびを一つかみ殺した。

「それで、彼女は何者だ。友人と言ったか？」

「はい。マーガレット・ブランドン。あの……」

　アヤコはマーガレットをちらりと見た。マーガレットはカップを両手で抱えて小さくなっていたが、アヤコの言いたいことを察して頷うなずいた。

　アヤコは、レイに説明した。

「彼女が、レイにあの手紙を出したんです」

「ほう」

　レイの目が値ね踏ぶみするように細められる。

　アヤコは順を追って、昨夜の出来事を話し始めた。




　ざっと話を聞いたレイは、紅茶を飲もうとしてカップの中身が空であることに気付いて、新しくバーナーとビーカーで湯を沸わかし始めた。

「……つまり、今回の捜査の結果、マリー・ハートは《ダイアナ寮》の屋根裏で殺され、チェストに隠され、その後運び出されて遺い棄きされた疑いが濃のう厚こうだということか。学内を流れる河まで運べば、船を使える……船で学外に出て、適当なところで死体に銅貨を詰つめて沈しずめれば、遺棄は完かん了りようだな」

　なるほど、船を使えば良かったのか。アヤコはその答えに納なつ得とくした。

　屋根裏から河まで気付かれずに運ぶのは骨が折れるだろうが、外にある荷車を使えば、女生徒の力でも可能だ。

「ええと、そうなると、ウィンフィールド先輩に銅貨が送り付けられたのは、脅きよう迫はくのため、になるんでしょうか？」

「ああ。おそらくは、ウィンフィールドこそがハートの死の原因だと考える人間がいて、銅貨を送ることによって、その罪を責めているのだろう。ここまでは、予測した通りだ」

「じゃあ、ハートさんを殺した犯人とウィンフィールド先輩を脅してる犯人は別なんですね？」

「無論、そうなる」

　レイが手て際ぎわよく茶葉を用意し、温めたポットにお湯を注ぐ。高所から注いだ方が空気が混じり、茶葉がポットの中で踊おどり、よく抽ちゆう出しゆつされるのだそうだ。

「ハートを死なせたのは、《ダイアナ寮》の誰だれかだろう。ウィンフィールドへの脅迫については、疑わしいのはハートと近しい人間、血けつ縁えん者や婚こん約やく者だな。ハートの死後、ウィンフィールドこそがハートを死に至らしめたと考え、復ふく讐しゆうを決意する……そんなところだろう」

　婚約者の可能性は考えていなかったが、確認しておいた方がいいだろう。

「ねえ、ハートさんには婚約者はいた？」

「いいえ、そんな話聞いてない。それに、家族と言っても……」

　言いにくそうに、マーガレットは俯うつむく。

「……あの子、お母様はもう亡なくなっていて、家にはお父様だけだけど、あまりお手紙のお返事も来ないみたいで、寂さびしそうだったわ」

「マーガレット……でもハートさんには貴女がいたもの、きっと慰なぐさめられたと思うわ」

「ありがとう、アヤコ。昨日から、ずっと、私貴女にお世話になりっぱなしね。警察に言っても信じてもらえなかった私の話を、貴女は真ま面じ目めに聞いてくれる。私、貴女に決して親切じゃなかったのに……それでも、私の話を信じてくれるのね」

　はにかむように、マーガレットは微笑む。アヤコはその手を取った。

「勿もち論ろん、信じるわ！　もう友達だもの！」

　かたん、と少し大きめの音が聞こえて、見るとレイがポットを乱暴にテーブルに置いたところだった。あまりそういうことをしない人だったので、アヤコは少なからず驚おどろいた。

　レイはお代わりの熱い紅茶に砂糖とミルクを入れて搔かき混ぜつつ、どことなく不ふ機き嫌げんそうな声で言った。

「手紙と硝子ガラスについてはどうなったのだ？」

「えっ」

　アヤコは問われて考え込む。

「ええとですね……手紙はたぶん、屋根裏でハートさんが書いていた手紙かなと思います。屋根裏に残っていた便びん箋せんは、ハートさんの中から見つかった便箋と同じものでしたから。硝子は、結局わからなかったんです。ただ、見覚えがあるような気はしているんですが……」

「君も、ブランドンと同様、ウィンフィールドが犯人だと思っているのか」

「断定はできないかなあと。証しよう拠こはなかったので。でも、ウィンフィールド先輩と敵対した人間ばかり狙ねらわれて虐められていたそうなので、ウィンフィールド先輩が虐めと全くの無関係とは考えにくいかなとは思っています」

「ブランドンがそう言っているだけではないのか」

　アヤコは吃驚びつくりして瞬きを繰くり返した。

「え……っと、確かにそうですが、でも──」

「関係者の話を無思し慮りよに信じ込むものではない」

　呆あつ気けに取られるマーガレットの前で、レイは苛いら立だった様子でアヤコを叱しつ責せきした。

「だいたい、婚約者もおらず家族からも顧かえりみられていなかったというのなら、消去法でブランドン自身が最もハートに近しい人間になるではないか」

「そ、そうですが……」

「ならば、君はウィンフィールドの脅迫者として、ブランドンを疑うべきだった」

「は……？」

　アヤコはその指し摘てきに呆ぼう然ぜんとして、開いた口が塞ふさがらなかった。言うに事欠いて何を言っているのだ──アヤコは思わず椅子から立ち上がった。

「何おっしゃってるんですか！　マーガレットがそんなこと、するわけないでしょう！」

「彼女はウィンフィールドが友人の死に深く関わっていると考え、ウィンフィールドを憎にくんでいる。銅貨を送り付けてバスケットに蛇へびを忍しのばせるくらいなら、やってのけるだろう。彼女には動機があるのだ。そもそも、ハートの死とウィンフィールドを関係づけ、しかも銅貨のことに気付くのは、学外の人間には難しい話だ。まあハートが手紙でせっせと書いて送ったというのなら別だが」

　マーガレットは、まだ少し茫ぼう然ぜん自じ失しつとした様子だったが、その可能性は即そく座ざに否定した。

「マリーはそういうことはしなかったと思います。内に抱かかえ込むタイプでしたし、お父様を心配させたくなかったと思うので……」

「だそうだ。脅迫者の条件に当て嵌はまる人間は、今のところマーガレット・ブランドンくらいしかいないことになる」

　レイは言げん質ちは取ったとでも言いたげにアヤコを見やる。

　アヤコはそのすました顔を引っ搔いてやりたくなってきた──そうするわけにもいかないので、とりあえず机に手を突ついて、向かいに座る彼の方へ身を乗り出す。

「マーガレットは！　そんなこと！　しません！」

「根こん拠きよは」

「私が信じてるからです！　だいたい、犯人がどうしてこんなに協力的なんですか！」

　レイはうんざりした様子で溜ため息いきを吐つく。

「君が信じてるからなんなのだ。信じたら事実になるのか？　それなら科学など必要ないな。いいか、ブランドンを見つけ出したのはいいが、彼女の言葉をすべて頭から信じてどうする。ウィンフィールドが虐いじめの首しゆ謀ぼう者しやだったとか、ハートの死に関かかわっていたとか、そんなことはブランドンが言っているだけで、証拠はない。ブランドンだってわかっているから、僕に手紙を出すくらいしかできなかったのだ」

　そう言って、呆然としているマーガレットをびしりと指さす。

「協力的と君は言うが、協力していると見せかけて自分に有利なように君を誘ゆう導どうしているだけだ。同情を誘さそい、根拠のない信念を君に刷り込んでいるだけだ。君は騙だまされやすい人間だな、アヤコ」

　レイが苛立っていることに気付くべきだったのかもしれないが、アヤコとしてもここまで言われて頭に血が上ってしまった。

　気がつくとアヤコは実験机の上に膝ひざを突いて身体からだを乗り出していた。

「どうしてそこまで言えるんですか！」

「君が理解できていないようだから事実を指摘したまでだ」

　あくまで手厳しく、彼は指摘していく。

「君は人の良い面ばかりを見ようとしている。だからそんなにも容易たやすく人を信じてしまうのだ。誘ゆう拐かいされかけた時もそうだし、僕とファグ契けい約やくを結んだ時もそうだ。口車に乗せられて、その場の勢いで取り返しのつかないことになってしまう」
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「ゆっ、誘拐されかかったことは確かに反省しないといけないですけど──」

「反省していないからこういうことになっているのだ。君は僕を信じているとか、無実を証明するのだとか言っていたが、あれもすべてその場の勢いだったんじゃないのか？　はっ、僕も愚おろかなものだな、それを信じたのだから。僕は、君は──君の信しん頼らいは僕のものだと思っていた」

「レイ……」

　勿論、アヤコの思いは変わっていない。

　だが、レイはアヤコに裏切られたと感じている。

　彼は冷めた目でアヤコを見み据すえて言った。

「今ならわかる。君は僕以外の人間に誘われてもファグになっていただろう。君は誰の言葉でも信じる。君の信頼は酷ひどく軽い」

「！」

　レイの言葉は、アヤコの胸を抉えぐった。

　確かにレイのファグになった時は勢いもあったが、何も考えていなかったわけではない。レイは恩人だったし、少々変わっていたものの悪人ではないと確信できたから、彼の申し出を受けたのだ。

　彼の過去を知って、その思いはより強くなった。事実を追い求め、諦てい観かんを抱いだきつつそれでもなお人を救おうとする彼の姿勢を好ましいと思った。

　彼の助けになりたいと、そう、思っていたのだ。

　危険を冒おかしてプリムローズを敵に回し、お茶を掛かけられさらに脅おどされ。

　それはすべて、レイの無実を証明したかったからなのに。

「貴方あなたが……それを、言うんですか……！」

　マーガレットを信じていることを否定されるのは、仕方ないことかもしれない。

　だが、レイを信じていることを否定されたら、アヤコはもう、どうしたらいいかわからない。

　机に身を乗り出したアヤコの腰こしに、吃驚した顔のマーガレットが抱きついて、机から下ろそうとしていた。シーモアは事態の推移を見守っていたが、何か言いたげに口を開き掛けていた。

　レイは、アヤコを無感動に見ていたが、ぎょっとして目を見開いた。

　アヤコは、机に片かた膝ひざを突いて、レイの方を見たまま固まり、そして、眉まゆをぎゅっと寄せ、口を横に引き、わなわなと震ふるえて──

　涙なみだを、零こぼした。

「アヤコ」

　上うわ擦ずった声でレイが呼びかけるが、アヤコの頰ほおをぽろぽろと涙が滑すべり落ちていくのは止められない。

「うっ、ううっ、」

「アヤコ、その、僕は──」

「ううううう～！」

　唸うなりながら、アヤコは泣いて、ぱっと机から下りたかと思うと、身を翻ひるがえして部屋を飛び出して行った。

「アヤコ！」

　マーガレットが心配そうに呼びかけ、一度ちらっとレイを見て、すぐにアヤコを追って駆かけ出した。

　部屋に残ったのは、手を伸のばしたままその手のやり場を失ったレイと、そのそばであーあとでも言いたげな顔で立つシーモアだった。

「あーあ」

　実際に、彼はそう言って、机の上から紅茶の入ったカップとミルクを取り上げた。

「泣かした」

「…………」

　紅茶に注いだミルクの描えがく大理石模様を眺ながめ、一口飲んで続ける。

「いや、わかるよ。君が言いたいことは、そりゃ私にはわかるさ。つまりこうだろ、アヤコがあのマーガレット・ブランドンって子を信頼していて、悔くやしくなったんだろ。自分が獲かく得とくしたと思った、自分だけに向けられていると思っていた彼女の信頼が、ぽっと出の女の子にも向けられていたから。嫉しつ妬とだよ、嫉妬っていうんだよ、世間ではね。勿もち論ろん、私にわかるってだけで、アヤコちゃんにはわかってなかったと思うよ。彼女からしたら、友人を否定されて、ショックだったんだ。その上、君に自分の信頼を疑われたんだから。『軽い女』だって思われた、そう考えたんだろうねー」

　レイが、伸ばしたままの手に気付いて、その手を引っ込めた。机の上で手を組み、ティーカップを持ち、ビーカーを触さわり、試験管を倒たおして、最後に机に肘ひじを突いて顔を手で覆おおう。

「……嫉妬か」

「そう。いやあ、年下の女の子に嫉妬する君は実に惨みじめで卑ひ屈くつで格好悪かったなあ！」

　ティーカップを片手に、シーモアは笑う。

「ご存じの通り、私はあんまり物事に熱中できない質たちだ。謎なぞ解ときに嵌まってる君が羨うらやましくて、時々手伝うけど、やっぱり君ほど熱心にはできない。君が羨ましいよ。この瞬しゆん間かんでさえも」

　普ふ段だんどこか茫ぼう洋ようとして摑み所がないシーモアがそう言って、少し悲しげに眉を寄せる。

　最後は目を伏ふせ、いつも通り穏おだやかに微笑ほほえんで、彼は言った。

「惨めで卑屈で格好悪くて、羨ましい。そんなみっともないことができる情熱がもし私にあったら、逃のがしはしないんだけどね」

　レイは僅わずかに顔を上げてシーモアを見上げ、低い声で呟つぶやいた。

「少し一人にしてくれ」

「喜んで」

　空にしたティーカップを置いて、シーモアも部屋を出ていく。

　望み通り一人になったレイは、固く目を閉じ、安楽椅い子すにどさりと身を投げ出した。




　レイの部屋を飛び出したアヤコは、ペチコートを翻して螺ら旋せん階段を駆け下り、塔とうから飛び出した。

　だが、門もん扉ぴ横の通用口を潜くぐる前に、はたと我に返る。

　寮りように戻もどれば、プリムローズと鉢はち合わせることになるだろう。

　今度は何をされるかわからない。

　どうしたらいいかわからず、アヤコは立ち尽つくした。

　そうすると、先さき程ほどのレイとのやり取りがどっと頭に流れ込んできて、また泣きそうになる。

　別に、レイに自分の努力や苦労を労ねぎらって欲しかったわけではない。

　ただ、自分のレイへの信頼だけは、認めて欲しかった。

　レイを信じている人間、レイのために救われたと考えている人間がこの世にきちんといることを、わかって欲しかった。

　それが、どうして、こんなことになってしまったのか。

「……こんなことでっ」

　アヤコは握にぎり拳こぶしを作り、悔しさを喉のどから吐はき出すように言葉を吐いた。

「こんなことでっ、否定されるの？　どうして……っ！」

　アヤコだってただ流されてマーガレットの言葉を信じたわけではない。きちんと話して、信頼できると思ったから連れてきた相手を、犯人扱あつかいされたら、腹も立つ。確かに、彼女の言葉がすべて正しいわけではないだろうが、それにしても犯人だとは考えられない。

「アヤコ」

　名前を呼ばれて、ハッとして振ふり返る。

　アヤコの背後に、躊躇ためらいがちな表情を浮うかべて立っていたのは、マーガレットだった。

「ごめんなさい、私のせいで、ファグマスターと……」

「いっ、いいの、酷いよね、あんなこと言って！　あはは、思わず、飛び出してきちゃ……」

「私、貴女あなたのファグマスターは正しいと思う」

　疑われた当人の口から出た言葉に、アヤコは驚おどろきを通り越こして呆ぼう然ぜんとした。

「へ？」

「私もわかってるわ。彼は論理的に話しているだけよ。勿論、私は銅貨を送り付けたりしていないけど、でも、私が疑われるのは理解できる。貴方だって、本当はそう思ってるでしょう？」

「おっ、思ってないよ！　マーガレットは犯人じゃないよ！　絶対！　そりゃ、マーガレットの言葉が全部正しいとは、限らない、けど……」

　マーガレットは、半ば呆あきれたような顔をしていて、それを見たアヤコの声は徐じよ々じよに小さくなった。

「……バージェス先せん輩ぱいが貴女を怒おこったの、わかる気がするわ。私たち、昨日までろくに話してもいなかったのよ。信用してもらえるのは嬉うれしいけど、これじゃ心配になっちゃう」

「う……」

「あ、そうだ、私貴女に渡わたさないといけないものがあるの」

　マーガレットは寮から持ち出した書類入れをアヤコに渡した。

「これよ。マリーが死んだ時、彼女の私物を整理していて、詩集の間から出て来たものなの。見つけた時は意味がわからなかったけど、もしかしたら、何かの役に立つかもしれない」

　入っていたのは、封ふう筒とうが数通。

　差出人も、宛あて名なもない。切手も貼はっていない。

　出さずに終わった手紙、だろうか。

「拝見します、ハートさん」

　アヤコは手を合わせて一言断ると、早さつ速そく、一通の便びん箋せんを開いて目を通してみた。

「《親愛なるお姉様》……ハートさんにはお姉様がいたの？」

「いいえ」

　アヤコはぽかんと口を開けて、マーガレットを見た。

　彼女は、真しん剣けんな顔で言った。

「マリーに姉なんていなかったはずよ。私はそう聞いてる。でも、字は確かにマリーのものなの。疑うなら、マリーのノートでもなんでも持ってきて、照らし合わせればいいわ」

「……いない《お姉様》にお手紙書いたの？　それとも、この《お姉様》っていうのは、血の繫つながった姉とは違ちがう意味？」

　アヤコは首を捻ひねり、さらに文面に目を走らせる。

　中身はごくありふれた手紙だ。自分の近きん況きよう、学校の行事、授業について、それから《お姉様》の健康を気き遣づかう文面が並ぶ。丁てい寧ねいに書かれた文字は、書き手の几き帳ちよう面めんな性格を物語っているようだ。

　だが、最後の方の文章が、目に留まる。

「……お姉様、私、最近、夜眠ねむるのが怖こわいのです。寝ねている間に何かされてしまうんじゃないかと思って、シーツにくるまるだけで夜が明けることもあります。怖い……いいえ、でもお姉様のお姿を見られれば元気になれると思います。またお目にかかれますように……」

　気き丈じように振る舞まおうとしているが、手紙では弱音が漏もれている。そんな感じだった。

　アヤコは他ほかの手紙も読んでみた。どれも書き出しは同じで、親愛なるお姉様から始まって、日常のことをつらつらと書き連ねている。野に咲さく花が綺き麗れいだったこと、校内で兎うさぎを見たこと、授業で誉ほめられたこと……その中に、また気になる文章があった。

「今日はお姉様のお姿を見ることができて幸せです。お健すこやかそうで、ご友人に囲まれて、きっと充じゆう実じつした毎日を過ごしていらっしゃるのでしょうね……」

　ハッとして、アヤコは他の便箋も斜ななめ読みして、目指す箇か所しよを見つけた。

「私、お姉様のことをとても誇ほこりに思っています。立派な成績を修めて、スポーツでも秀ひいでていらっしゃって、みんなに慕したわれて。私にはお見守りすることしかできませんし、この手紙も出すことはできませんが、私はお姉様を心からお慕い申し上げています。私、この学校に入ることができて、本当に幸せなのです」

　食い入るように文面を見つめて、何度も何度も読み返した。

　アヤコは、呆然と呟いた。

「ハートさんの《お姉様》はこの学校にいる人なの？　見守ることしかできないとか、手紙を出せないとか……どういうことなの？　マーガレットは聞いていないの？」

　マーガレットは申し訳なさそうに首を振った。

「私は聞いていない。あの子には《お姉様》なんていないと思っていたし、この手紙を書いていることだって知らなかった。思えば、あの子はいつも手紙を書いていたけど、きっとこの《お姉様》宛あての手紙を書いていたのね。出せないまま、溜たまっていったんだわ……何通も」

「これが全部ではないの？」

「たぶん。毎日のように書いていたもの。一週間に一通だったとしても、ずっと続ければ何十という量になる」

「じゃあ、他のはどこにあるの？」

　マーガレットは首を捻ひねる。

「さあ……亡なくなった時にお父様がいらっしゃって、遺品の一部を持ち帰っていらしたから、実家かもしれないわ。お父様が帰られたあと、あの子の残りの遺品を整理したけど、他には見つからなかったから。寝しん室しつの簞たん笥すの引き出しにも、勉強部屋の戸と棚だなにもなかったの」

「じゃあ、他の手紙は実家の可能性が高いのね」

　ハートの父親に訊きけば話が早いかもしれない。アヤコは手紙を書類入れに仕し舞まった。

「ありがとう」

「役に立てばいいんだけど。……私、そろそろ行くわね」

　一時間目の授業には少し早い時間だった。

　アヤコも一いつ緒しよに行こうとしたが、マーガレットは彼女の胸に手を置いて言った。

「貴女は手紙とネックレスを渡してきて。ファグマスターと仲直りする時間くらいはあるわ」

「う、その……」

「私も最初に疑いを向けられた時は吃驚びつくりしてしまったけど、話を聞いたら、変な話だけど、納なつ得とくしてしまったわ。だから、いいの。あの人が疑うのは尤もつともなんだから、貴女が怒ることはないのよ。……怒ってくれたのは、嬉しかったけど」

　はにかむように微笑ほほえむ。明るい表情をあまり見たことがなく、大人びた少女だと思っていたが、笑うと確かに同年代の普ふ通つうの少女に見えた。

「良かったら、マギーって呼んで、アヤコ」

「……うん、マギー。でも、これからどうするつもり？　授業はいいとしてもご飯は？　プリムローズ先輩がいるのに、寮に戻れるの？」

「食事の時くらいは大だい丈じよう夫ぶでしょう、寮りよう母ぼさんもいるんだし。何かあっても、ネックレスもこの手紙も貴女が持ってるし、取られて困るものはないわ。問題は私より貴女よ。プリムローズ先輩は、貴女を見つけたらバージェス先輩に対する脅おどしに使うかもしれない……気を付けて」

　プリムローズはアヤコとマーガレットに目を付けている。

　幾いくらなんでも傷きず跡あとが残るようなことはしないと思うが、朝の様子からすると怒ると何をするかわからない怖さがある。

　一応、夜までには何か考えておいた方が良いだろう。

「うん、貴女も気を付けて。授業でね、マギー」

　通用口から出て行くマーガレットと別れ、アヤコは溜ため息いきを吐つく。

　移動時間を考えても、今から塔とうに戻もどって、レイに手紙とネックレスを渡して説明する程度の時間は十分にある。

　だが、足が重く、塔の方を見るのも億おつ劫くうだった。

「とにかく物だけ渡して……」

　ぶつぶつと呟つぶやいて、意を決して振ふり返る。

　──背後に、レイが立っていた。

「えっ!?」

　アヤコは思わず飛び退のく。レイもアヤコに釣つられて驚いた顔をしたが、すぐに表情を引き締しめた。

「アヤコ。話がある」

「わっ、私はありませんっ」

　反射的にそう言い返してしまって後こう悔かいする。

　だが、彼の顔を見た途と端たん、投げつけられた言葉が蘇よみがえって、胸が苦しくなるのだ。




　君の信しん頼らいは酷ひどく軽い──。




　アヤコはもういっそ逃にげてしまおうと思い、通用口へ向かって駆かけた。

　レイが、彼女の手首を摑つかんで引き留めた。

「君に言っていないことがある。話をさせてくれ」

　手首を握にぎる手に、強い力が込められる。

　その手が緊きん張ちようのせいか冷えていて、アヤコは吃驚してしまう。

　顔を見ると、レイは思い詰つめた表情を浮うかべていた。

「頼たのむ」

　耳を疑うような言葉が出て来た。

　命令形の言葉ばかりだった彼の口から、頼む、なんて初めて聞いたのではないだろうか。

　厳しい言葉を投げつけてきた人物と同一とも思えず、アヤコは逡しゆん巡じゆんののちに、結局頷うなずいた。

　彼の背後を見ると、塔の陰かげになるところにシーモアが立って、こちらをそわそわした様子で窺うかがっていた。




　レイはアヤコを塔の部屋に連れ戻した。

　元々牢ろうだったという部屋の小さな窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はめられている。

　アヤコはその隙すき間まから、蛇だ行こうして流れる河、木々、芝しば生ふとその先に点在する民家と畑を眺ながめ、またレイに視線を戻す。

　彼もアヤコを見ていて、目が合うと決心したように口を開いた。

「先さき程ほど、僕は君にこう言った。脅きよう迫はく者の条件に当て嵌まるのはマーガレット・ブランドンくらいだと。あれは正確ではない。僕は、昨夜シーモアとともに校長寮りように忍しのび込み、生徒の身上書を入手した」

「ん、んん？　忍び込み……？」

　アヤコはつい口を挟はさんだが、レイは無視して続けた。

「マリー・ハートには父親以外にも肉親がいる」

「あ！」

　アヤコはレイの言葉で、マーガレットから渡わたされた書類入れの存在を思い出した。

「あの、そうだ、私もお話ししないといけないことがあったんです！　ハートさんなんですけど、実はお姉様がいたみたいで──」

「ハートに姉はいない」

　レイの言葉に、アヤコは書類入れを差し出した姿勢で固まった。

「へ？」

「姉ではない」

「で、でも、確かにここにはお姉様って……」

　レイは書類入れを受け取り、手紙に目を通して怪け訝げんな顔をした。

「確かに……」

「ね、おかしいですね。うーん──……あれ？　何の話でしたっけ」

「ああ、だからハートには身内が他ほかにもいたのだ」

「そう、それ……だと、つまり条件に当て嵌まる人間が、マギー以外にもいたことになって」

　そこで、アヤコはレイの言わんとしていたことに気付いた。

「……レイ、さっき、他に条件に当て嵌まる人間がいないからって、マギーを疑ったんですよね」

「う、うむ」

「でも、実は条件に当て嵌まりそうな人間がもう一人いたんですよね」

「…………」

「どうして黙だまってたんですか？」

　尋たずねるアヤコの目にまた涙なみだが溢あふれそうになっていることに気付いて、レイがびくっと震ふるえた。

「ブランドンを嵌めようとかいう意図はない！　ただ、君があんまり素す直なおにブランドンを信じているものだからな──」

「だって友達ですもん！」

「だが、冷静な目は持っていなければならないのだ」

　レイの言葉は正しいのかもしれない──アヤコが感情的になりすぎていたのは確かだ。

「レイは、私にそのことに気付かせるために、わざとマギーを疑ってみせたんですか？」

「……そういうわけでは……ないが……」

「ええっ、じゃあ結局なんなんですか！」

　レイは困り顔でアヤコを見下ろし、躊躇ためらいがちに答えた。




「君を独どく占せんしていたかったのだ」




　出て来た言葉が余りに衝しよう撃げき的で──君の信頼は軽いと言われた時とは方向性は違ちがうが、同じくらい衝撃的で、アヤコは動きを止めてしまう。

「……は？」

「ファグマスターとして、君に友人ができたことを祝福すべきだったと思う。だが、馬ば鹿かな考えがそれを邪じや魔ましたのだ。君が、僕の手から離はなれていくような気がして、腹を立てていたのだ。君には理り不ふ尽じんな話だったと思うが」

　アヤコはレイを見上げて、彼がとても苦労して、必死になって言葉を紡つむいでいることを理解した。こんなにも真ま面じ目めに必死に言葉を重ねる彼を見たことはなかった。

「だから、あえてハートの身内のことを明かさず、ブランドンを疑ってみせたのだ」

　信頼が軽いと文句を言いつつ、彼は実は自分が軽く扱あつかわれているように感じて腹を立てていたのだろう。彼らしいことではあると思う。

「……すまなかった」

　レイが、あのレジナルド・バージェスが、謝った。

　なんと答えたらいいかわからず、アヤコはただ言葉を失って立ち尽つくしてしまう。

　冷たい言葉を投げつけられ、傷ついたのは事実だ。

　だが、彼の真意は、その言葉とは別のところにあったのだ。

　それに、頭を下げる彼を拒きよ絶ぜつするのは、とても困難なことに思えた。

「……もう、しょうがないですね」

　そう呟くと、レイの表情がぱっと明るくなる。

　無表情、冷れい淡たん、そんな風に見えて、アヤコの前では案外感情豊かなところが嬉うれしかった。

「まあ、私もそこまで言われると、ちょっと嬉しいですし。だって、そんなに私のこと、特別に思ってくれてたってことですもんね」

「!?　何を言い出すのだ」

　気のせいかレイの顔が赤い。アヤコは、照れてるのかな、と思いつつ、笑え顔がおで返した。

「友情を感じてもらえてるってことですもんね」

「………………」

　何故なぜか、先程まで赤くなっていたレイの顔から、すっと色が抜ぬけ落ちていった。

「？」

「友情か」

　確かく認にんされたので、アヤコははいと答える。

　その途端、レイの目が氷よりも冷たく光ったように見えた。

「その表現は気に食わないな。まるで僕と君とが対等であるかのようだ」

「!?　ファグとファグマスターは対等だって言ってませんでしたっけ、前に！」

「とにかく気に食わないのだ。僕の君への感情は友情ではなく、」

　レイは、ぴしりとアヤコの鼻先に指を突つきつけ宣言した。

「犬ペツトへの愛情だ！」

「ちょ……ちょっと幾いくら何でも犬扱いは止やめてください！」

「ふん。僕に犬として愛されたことをせいぜい喜ぶのだな」

「犬扱いは！　嫌いやです！」

　そこでアヤコはハッとした──嫌なことを思いついてしまったのだ。

「も、もしかして、パーシヴァルって、犬の名前ですか!?」

　レイは口を開けて眉まゆを顰ひそめ、アヤコをまじまじと見た。

「いったい何を言っているのだ君は」

「だって、前に私のことパーシヴァルって──」

　長い溜ため息いきが、アヤコの言葉を遮さえぎった。

　呆あきれかえった顔で、レイは言う。

「パーシヴァルはアーサー王の円えん卓たくの騎き士しの一人だ。傷ついた聖せい杯はいの王に問いを発し、奇き跡せきを起こす。愚ぐ直ちよくなまでに正直な、それゆえに聖杯を手に入れることの出来る有う徳とくの人物だ」

「騎士──だったんですか」

　桂けい冠かん詩し人じんテニスンが書いたアーサー王の死についての詩は読んだことがあるが、パーシヴァルの名前は聞き覚えがない。

「知りませんでした。私、凄すごく誉ほめられてたんですね……」

「……今にして思うと勿もつ体たいない人物を挙げてしまった気がするがな……」

「も、勿体なくないです……！」

「犬の話はここまでだ。ここから先は作戦会議だ」

　ぐぐぐと唸うなるアヤコの頭にぽんぽんと手を置いて、レイはそう言い放った。




　ネックレスを受け取ると、レイはそれを色々な角度から虫眼鏡で観察した。

「……鎖くさりがちぎれている箇か所しよがあるが、その他には傷はないな」

　何か考え込むような顔をして、じっとネックレスの石を見つめる。

　彼はそれを机の上に置くと、今度は引き出しから、ハンカチに包まれた金属片へんを取り出した。

　こちらも、鎖の一部だ。

「あ、それ確か、前に城じよう壁へきの上で見つけたものですよね？」

「そうだ。見たところ、よく似ているな。大きさも素材も同じだ。しかし、状じよう況きようから考えて、これがこのネックレスの鎖の一部だというのはおかしい。金属片は土曜日に壊こわれて落ちたものだが、このネックレスの方はその遥はるか前から屋根裏にあったという話だったな？」

「え、ええ。そのはずです。ネックレスの一部に血のようなものがついてますけど、たぶんそれはハートさんが亡なくなった時についた血じゃないかと思うので……」

　レイは手紙とネックレスを机の上に並べ、椅い子すの背に深く凭もたれて考え込んだ。

「……そういえば、ハートの胃の中にあった硝子ガラス玉だが。見たことはあると言っていたな？」

「はい、たぶん」

「考えて、思い出すのだ。間ま違ちがっていてもいいから、何か言ってみたまえ。おそらく、犯人か被ひ害がい者しやの持ち物から落ちたのではないか？　指輪をつけている生徒はいるか？」

　アヤコは少し考えて頭を振ふった。

「指輪を身につけている人は見たことがありません、禁止されているので……ネックレスとかなら、ハートさんがそうだったみたいに、隠かくれてつけている人はいるかもしれません。でも、良い家の人が多いので、硝子玉のネックレスをそんなふうに大事に身につけるかなとは……」

「それはわからないぞ。ハートも、ただの石をネックレスにしていた。特別な思い入れがあれば、硝子玉もダイアモンドやサファイアより貴重なものになる。他ほかは？　ダイアナ寮りようの女生徒が身につけているもので、装そう飾しよく性があるものは、何かないか？」

「……ん？」

　アヤコは、今の条件にふと引っかかるものを覚えた。

　ダイアナ寮の女生徒が身につけているもので、装飾性があるもの。

　そう、別に装飾品でなくとも、装飾性があれば良いのだ。

　たとえば、そう。

　じゃらりと、アヤコの頭の中に、鍵かぎ束の音が響ひびく。

「……鍵とか？」

　レイが、訝いぶかしげな顔をする。

「鍵があるんです。監かん督とく生と補ほ佐さが持つ、ダイアナ寮の各部屋の鍵です。装飾性があって、鍵の頭が、花の形になっていて……」

　アヤコは、自分でもその思いつきに吃驚びつくりしながら、言った。

「監督生の鍵は、花びらの形に石が嵌はめ込まれていました。補佐の鍵もそうかもしれません。ちょうど、それくらいの大きさでした」

　鍵の頭についている装飾なら、裏に接せつ着ちやく剤ざいが付着しているのも頷うなずけるし、大きさもちょうど良い。

「鍵か……！」

「えっ、じゃあ、これ、もし本当に鍵の装飾だったら、どうなるんですか？　どうして手紙と一いつ緒しよに胃の中にあったんですか？」

「落ち着きたまえ。今焦あせっても仕方ない。まずはどうにかして鍵の実物を確認することだ」

　レイはしばらく黙だまって考えているようだったが、ふと目を上げて、アヤコを見やる。

「……アヤコ、ところでこの後はどうするのだ？　プリムローズのいる寮に戻もどるつもりか？」

「えっ、ああ、ご飯と寝ねる時は仕方ないんじゃないかと思います。お茶会の準備もありますし」

　レイが、興味深げに眉を上げた。

「ほう、茶会か。そういえばプリムローズがそんなことを言っていたな。君が主しゆ催さいするのか？」

「はい。《ダイアナ寮》の新入生は、入学して二週間後の週末にお茶会を主催する決まりなんです。招待状の準備とか、お菓か子しの手配とか、色々あるので、寮に戻らないと進みません。そういえば、お茶会は必ず監督生を招待しないといけないんですよ……うう、怖こわい……」

　アヤコはプリムローズの恐おそろしさを思い出して泣きたくなってくる。

　幾ら何でも他の生徒も呼ぶ茶会の席で顔面にお茶を掛かけられたりはしないだろうが……。

「もしかしてお茶、ぬるめにしておいた方が良いのかな？」

　不安になって思わず呟つぶやく。

「なるほどな、茶会か」

　レイはそう言うと、もう一度机の上の手紙とネックレスを見て頷いた。

「よし。プリムローズについては僕が対処しておこう。君を構う暇ひまがない程度に仕事を振る」

「えっ、でもどうやるんですか？」

「《ロード》としての立場を少々使わせてもらう。この週末までなら時間は稼かせげる」

　レイはにやりと、悪戯いたずらっぽく笑って、頰ほお杖づえをつく。

「その代わり、君の茶会を利用させてもらう。そこでこの事件を終わらせる」

「ええっ!?」

　レイは何かするつもりだ。

　この手紙と、ネックレスと、切れた鎖と、アヤコの茶会を使って。

「……どうやるんですか？」

　レイは上じよう機き嫌げんらしく、笑えみを深めた。




　叫さけぶような声だった。

「ごめんなさい、わたくしのせいで……！」

　声は、ウィンフィールドの部屋から聞こえる。

　グラムは部屋の前で立ち止まり、僅わずかに開いた扉とびらの隙すき間まから漏もれる声に耳を立てていた。

　もう一つの声は、穏おだやかで、物もの憂うげだった。

「貴女あなたのせいじゃないのよ。マーガレット・ブランドンを放置していたのはわたくしよ。もっと早く対処すべきだったわね、新入生に取り入る前に……」

　ウィンフィールドといつも一緒にいる取り巻きのファグたちは、先さき程ほど寮に帰って行くのが見えた。

　今部屋にいるのは主あるじであるウィンフィールドと、客のプリムローズ、二人だけだ。

「この件はわたくしが対処しておくわ。それより、先生からご用事を言いつかったの。近きん隣りんの女子校の生徒と指導者が集まって、女子教育の現在について勉強会をするそうよ。わたくし、出席を依い頼らいされているの。貴女もよ。わたくしと一緒に行ってくれるわね？」

「ええ、喜んで」

　なるほどね、とグラムは胸中で呟いて、音を立てないようにしてそっと扉の前から離はなれた。

　勉強会への出席を打だ診しんさせたのは、レイだろう。

　これで数日、ウィンフィールドとプリムローズは学校を離れることになる。

　レイは、その間に動くつもりなのだ。

「君に本当にこれが解決できるのか……お手並み拝見、だな」

　呟いて、グラムは十分な距きよ離りを取ったところから、今度は足音を立ててウィンフィールドの部屋に戻った。扉をノックし、中から開けてくれるのを待つ。

　開けたのはプリムローズだった。ウィンフィールドに比べれば容姿には華はなやかさが欠けているが、上品な、十分に整った顔をしている。

　不思議そうな表情を浮うかべる彼女に、グラムは人ひと懐なつこい笑みを向ける。

「やあ、《ダイアナ寮》のプリムローズだったね？　私はグラム。ウィンフィールドに会いに来たんだが」

　プリムローズは不ふ審しんそうな顔をしているが、背後にいたウィンフィールドが気付いて、愛あい想そ良く笑った。

「早いのね、グラム。アイリーン、彼は最近わたくしの護衛をしてくれているグラムよ。おかげかどうか知らないけど、蛇へびのあとは何もないわ」

「…………そうですか」

　プリムローズから出たのは、どこかぞっとするような暗い声だった。

　ああ、これは護衛役を許されている自分に嫉しつ妬としているんだろうな、と思いつつも、グラムは室内に入った。

　プリムローズからは刺さすような視線を感じたが、気付かないふりをした。

　どうせ、視線では人は殺せない。

　それは彼もよく知っていた。
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《ダイアナ寮》には硝子ガラス張りの談話室がある。

　温室、コンサバトリーと呼ばれていて、南向きの庭に張り出すような形で、室内にいながらにして花と太陽を楽しむことができる。他ほかの部屋に比べて日当たりが良いので、裁さい縫ほうなどの手仕事をしながら寛くつろぐ少女たちに人気があった。

　室内装そう飾しよくはいかにも女性が好みそうな、ネオ・ロココ風に統一されている。

「え、今なんて言ったの」

　ティーテーブルに銀器を丁てい寧ねいに並べながら、マーガレットが訊きき返した。

　アヤコはティーセットと茶ちや菓が子しの数を数え、不足がないか確かく認にんする。

「……よし、こっちは大だい丈じよう夫ぶ。えっと、なんだっけ？　ああ、そうそう、プリムローズ先せん輩ぱいとウィンフィールド先輩は今日戻るから、お茶会に招待してるの」

「聞いてないわ！　ちょっと、他に誰だれが来るのよ！」

「レイと、ウィンフィールド先輩と、プリムローズ先輩と、マギーで全員」

　マーガレットはよろめいて、テーブルに手を突ついた。

「なんて面子メンツなの……」

　確かに、マーガレット以外は最上級生ばかりだし、肩かた書がきも《ロード》、《ロード》の監かん督とく生、一いつ般ぱん寮りようの監督生がそれぞれ一人ずつだ。

　特にウィンフィールドを敵視する言動を取りプリムローズに目を付けられているマーガレットは、同席したくないだろう。

「ごめんね」

「……謝られることじゃないのよ」

　実は今回のお茶会の面子は、レイが決めたのだ。

　そのことは、マーガレットにも伏ふせておくようにと言われている。自然な対応ができるようにとのことで、アヤコも大したことは知らされていない。

　今の時刻は、午後二時。

　お茶会は、午後三時からだ。

「さあ、ひとまずこれでいいかな」

　アヤコは呟いて、室内の様子を確認した。

　大きな窓からは燦さん々さんと光が注ぐ。庭の緑は目に優やさしい。

　ティーテーブルの上には食器が並び、ワゴンの上には茶菓子とポット。

　準備は整った。

　後は、本番だ。

「レイは、何をするつもりなのかしら……」

　呟きは日本語だったので、マーガレットは不思議そうな顔をちらっと見せただけだった。




　三時になると、招待状を持って、客人たちがやってきた。

　入学から二週間後の週末に行われるお茶会は、新入生たちが初めて主しゆ催さいする行事だ。

　監督生を含ふくめて数名に招待状を送り、寮りようの好きな場所で茶会を開く。

　アヤコが選んだのは、一階の明るいコンサバトリーだ。

「まあ、素す敵てきね」

　最後にやってきたウィンフィールドが、部屋に入るなりそう言って頰ほおを綻ほころばせた。

《ダイアナ寮》のコンサバトリーは六角形をしている。扉がある側の一辺だけが長く、他の五面には大きな硝子窓が取り付けてあり、窓の前に置かれた古こ伊い万ま里りの壺つぼや、花台の上のベネチアングラスには、アヤコが生けた秋の花が飾かざられている。

　日本で扱あつかっていた花とは種類が違ちがうので不安もあったが、ジャポニズムがどうのと言って、皆みな喜んでくれているようだ。

　アヤコは、ウィンフィールドの後ろから姿を見せた、朱しゆ色いろウェストコートの人物に目を丸くした。

「あら、グラム先輩？」

「やあ。一応来させてもらったよ、できるだけ彼女に張り付いているようにしててね」

　グラムはにこりと微笑ほほえんだ。

「勿もち論ろん、僕は招待客じゃないからね、こっちで待たせてもらうけど、いいかな？」

　こっち、と彼が言ったのは、ティーテーブルの準備が整うまで皆が座っているソファの方だ。

　アヤコは慌あわてて言った。

「大丈夫です。良かったら一いつ緒しよにお茶をいかがですか？」

「悪いよ。準備も人数分しかしていないだろう？」

「いえ、多めに用意はしてあるので、本当に大丈夫なんです」

　椅い子すを別の場所から持ってきて、食器を並べ直す必要はあるが、菓か子しとお茶に関してはなんとでもなる。

　だが、ソファで寛いでいたもう一人の男子生徒が、口を挟はさんだ。

「いらんと言っているのだ。放ほうっておけばいい。それにもう開始時間だ」

　気け怠だるい調子で言ったのは、勿論レイだ。

　困るアヤコに、グラムはもう一度繰くり返した。

「ここで待たせてもらっていいかな？　そうしていたいんだ」

　そうまで言われては、アヤコも頷うなずくことしかできなかった。

　グラムを除く全員が席に着き、お茶が行き渡わたったところで、アヤコは一度席を外し、ソファ席にいるグラムにもお茶とお菓子を持って行った。グラムは申し訳なさそうに受け取った。

「却かえってすまないね」

「いいんです」

「……綺き麗れいだね」

　にこりと微笑まれて囁ささやかれると一いつ瞬しゆん誤解しそうになるが、グラムはアヤコの装いを見て言ったのだ。

　茶会の時は制服でなくとも構わないとのことだったので、アヤコは日本から持ち込んだ着物を着ていた。

　青地に菊きくの花が描えがかれた着物で、持ち込んだはいいものの、着る機会があるだろうかと思っていたものだった。

「お茶も日本の緑茶をブレンドしてみました。レイに味見してもらって、ちゃんとお墨すみ付きももらったんですよ」

「ありがとう、いただくよ」

　グラムがお茶を受け取ってくれたことでホッとして、アヤコはティーテーブルを振ふり返った。

　──レイ、ウィンフィールド、プリムローズ、そしてマーガレットの同席するテーブルは、傍はた目めに見るととてもぎすぎすした雰ふん囲い気きを発していた。

「も、戻もどりたくない……」

　思わず呟つぶやくが、主人が長い間テーブルを離はなれているわけにもいかない。

　アヤコは胃がひりひりするような緊きん張ちよう感かんを味わいながらも、テーブルに戻った。




　ウィンフィールドは満足そうに微笑んだ。

「偶たまにはこういうのもいいわね。ジャポニズムを上手に取り入れていて、とても面おも白しろいと思うわ」

　少し前の貴族の館やかたでは、しばしば紅茶に緑茶等をブレンドして、その家独自のブレンド・ティーを作っていたという。

　主に中国産のお茶をブレンドするところを、アヤコは日本茶にしてみただけなので、そこまで違い和わ感かんがあるわけでもなく、しかし多少目新しい。

　そういうところが受けたらしく、ウィンフィールドはおおむね機き嫌げんが良かった。

「ただ、お客様の選せん択たくはどうかと思うわ。──どうして、この人を招いたのかしら？」

　そう言って、彼女の青い目が、正面に座るレイを見やる。

　レイは好物のキュウリのサンドイッチを飲み込み、ナプキンで口元を拭ぬぐう。

「別に、君がさっさと事を進めたいというのであれば、僕としても異存はない」

「？　どういう意味？」

「この茶会の人間は僕がアヤコに言って集めさせたのだ。やることがあってな」

「待ちなさい、そんな勝手な──」

　彼はそれ以上の問答をせず、持ち込んでいた書類入れから手紙の束を取り出し、テーブルに置いた。

　その中の一通を自分で読み上げる。

「『私、お姉様のことをとても誇ほこりに思っています。立派な成績を修めて、スポーツでも秀ひいでていらっしゃって、みんなに慕したわれて。私にはお見守りすることしかできませんし、この手紙も出すことはできませんが、私はお姉様を心からお慕い申し上げています。私、この学校に入ることができて、本当に幸せなのです』」

　そこまで読んだところで、レイが手紙から顔を上げ、全員の顔を順じゆん繰ぐりに見ながら言った。

「ここにいる僕とアヤコ以外の人間は、マリー・ハートの《お姉様》候補だ」

　マーガレットが、ウィンフィールドが、そしてプリムローズが、それぞれに驚おどろいた様子を見せた。

　レイはマリー・ハートの《お姉様》について説明した。出されなかった手紙、ハートの文面、彼女に姉妹はいないこと──

　そして、最後に彼はこう締しめた。

「彼女は姉ではない誰だれかを姉と呼んで、心のよりどころにしていたのだ。彼女が密ひそかに慕い、おそらくはそのためにこの学校に入り、姿を見るだけでも救われる存在。それは誰か？　僕はまた、彼女が持っていたこのネックレスを、彼女の《お姉様》に渡そうと思う。これはその人物にこそ相応ふさわしいからだ」

　そう言って、レイは上着の隠かくしから、ハンカチで包まれたものを取り出した。

　ハンカチの中には、ネックレスがあった。

　アヤコが、寮の屋根裏で見つけた、あの石のついたネックレスだ。

　レイはそれを摑つかみ、皆に見えるように掲かかげた。

「でも、その《お姉様》が誰かなんて、どうやってわかるの？」

「《お姉様》は、これと同じようなネックレスを持っているはずだ。先日彼女の生家に行き、お父上に確かく認にんを取った」

　──がちゃん、という音が聞こえた。

「あつ……」

　手を押さえて顔をしかめているのは、ソファに座っていたグラムだ。彼の足あし下もとにはティーカップが転がっている。

　アヤコは立ち上がって駆かけ寄ろうとしたが、それをレイが制し、グラムの方へ行った。

「何をしている。人の話している最中に」

「はは、すまない。カップを取り落としてしまって」
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「仕方のないやつだな」

　そう言いながら、レイはカップを取ろうと屈かがみ込んだ。

「あ、いいよ、自分で──」

　グラムはレイを制して自分で取ろうとした。

　だが、その時突とつ然ぜん、レイの手が彼の上着のポケットに突つっ込まれた。

「バージェス!?」

　グラムは驚いた声を上げたが、レイは構わずポケットから何かを引きずり出した。

　それは、ネックレスだった。

　レイが先さき程ほどまで持っていて、みんなに見せていたものと同じ。

　いや。

　同じはずがない。ネックレスは、まだテーブルの上にある。

「……僕の席から、貴様のいるソファはよく見えるのだ」

　レイは驚くグラムの手首を摑んで言った。

「僕がネックレスを見せた時、貴様がこのポケットの上を触さわったのが見えた。鎖くさりが切れても、肌はだ身み離はなさず持っていたかったのか？　徒あだになったな」

　グラムはレイを食い入るように見つめ、一瞬のちに相好を崩くずして笑った。

「まさか、このネックレスを持っていたからと言って、私がその《お姉様》だとでも言うつもりかい？　これは拾ったんだよ。だから、さっきは自分が持っているものと同じネックレスが現れて、びっくりしてしまってね」

「……ほう」

　レイは目を細めて、グラムから手を離した。

「『拾った』か。僕がお父上に確認を取った、と聞いた上でそんな話をするとは、貴様も随ずい分ぶん抜ぬけたことを言う」

　ウィンフィールドが、立ち上がって上うわ擦ずった声で言った。

「どういうことなの!?　グラムが《お姉様》だと言うの？　性別が違ちがうじゃない！」

「無論本当の姉ではない」

　レイは皆みなに見えるようにグラムのネックレスを持って言う。

「エリオット・グラムは、マリー・ハートの実の兄だ。校長先生の身上書にもそれらしい記述があったし、お父上にも確認を取った。エリオット・ハートは九歳の時に遠とお縁えんのグラム家に養子に出されている」

「で、でもそれならどうして《お姉様》なの？」

　ウィンフィールドの問いに、レイはちらりとグラムを見やって言った。

「手紙を出せなかったというところに理由があるのだろう。おそらく、グラムは自分を追って入学したマリー・ハートを拒きよ絶ぜつしたのだ。関かかわるなと言われて、声を掛かけることもできなくなった彼女は、言えない想おもいを手紙にしたためた。それも他人に見られた時のために、兄ではなく姉と書いたのだ。万が一にも兄の迷めい惑わくにならないようにとな」

　グラムは、ソファに凭もたれ、低い声で笑った。

「なるほどな、ここ数日君が外出しているとは聞いていたが、こんなことを調べに行っていたのか。それで？　だからなんだい？　私は彼女を拒絶したよ。今いま更さら声を掛けられても困るとも言った。生家のことは思い出したくなかったんだよ。父は私をグラム家に売ることで援えん助じよを得て、事業を立て直すことができた。私は売られた子どもというわけさ。おかげで今の立場を得たわけだから、別に恨うらんではいないが、思い出したい話でもない。そういうことだ」

　突き放すような物言いは冷たく、それまでのグラムのイメージからはかけ離はなれていた。

　対するレイは、常と同じ、淡たん々たんとした口調で言った。

「マリー・ハートの実家には、彼女の私物があったが、手紙はなかった。手紙は君が持って行った、と聞いている。出されなかったハートの手紙だ。僕が入手した分には、虐いじめについての具体的記述はなかったが、君が手に入れたものにはあったのだろう？　かなりどぎつい記述が──お父上は色々教えてくれたよ」

「……お喋しやべりなところは昔と変わっていない」

　グラムは相変わらず冷めた態度で呟つぶやいた。

「グラム、貴様はマリー・ハートの虐めを知る彼女の近親者であり、学内でかなり自由に動けた。事件当時の寮りようの責任者であるウィンフィールドに銅貨を送り付け、バスケットに蛇へびを仕込むこともできた。あの日も城じよう壁へきから見ていただろう？　ネックレスを身につけて。城壁には鎖が落ちていた。貴様のネックレスは鎖が壊こわれているし、傷ついて塗と料りようが剝はげている。この塗料を、城壁に残っていた塗料と比べてみようか？」

「必要ないよ、確かに私は城壁の上で彼女を見ていたからね。だが、それは偶たま々たまだ。偶々、悲鳴が聞こえて、何があったのかと城壁から見てみたんだ。私が出て行く前に君がすべて解決してしまったけどね」

　筋は通る。通ってしまう。

　グラムが城壁の上でウィンフィールドが蛇に襲おそわれるところを見ていたことは確実でも、蛇を仕込んだのがグラムだとは断定できない。そんな証しよう拠こはないのだ。

　レイの推理は消去法に過ぎない。グラムなら動機があり、可能だった、というだけなのだ。

　だが、レイも動どう揺ようは見せなかった。

「君について考えるに当たって、もし僕が妹の復ふく讐しゆうを誓ちかう復讐者だったとしたら、どうやって相手に思い知らせるか考えてみたのだ。自分の、妹の苦痛を理解させるために、おそらく楽には殺さないだろう。遠くから狙そ撃げきなどは容易たやすいがつまらない。近づいて、ナイフか何かでぶすりとやるのはなかなかいい。やりようによっては長く苦しませることも可能だ。だがそのためには、相手が自分とある程度親しく付き合っていなければならない。ウィンフィールドは常に取り巻きと一いつ緒しよで、なかなか隙すきがないからな。気を許し、油断したところで刺させば、相手にとってもショックだろう」

　レイの手には、いつの間にか銅貨が一枚現れていた。それを手の甲こうで弄もてあそび、彼は語る。

「銅貨を送り付けるのは、ウィンフィールドを怖こわがらせるためだ。実際に蛇を仕込んで襲わせれば、よりいっそう怖がってくれる。そういう時、手を差し伸のべ、守ってくれる相手が現れたら、誰だれだって心を許すものだ。つまり、銅貨を送り付けることには、二つの意味があるのだ。一つには恐きよう怖ふを与あたえること、一つには、ウィンフィールドに近づくことだ。普ふ段だん女王のごとく振ふる舞まう彼女も、怯おびえくらいはするだろうからな。なあ、ウィンフィールド。彼の護衛っぷりはなかなかだっただろう？　彼のような上等な男を侍はべらせるのは、君の虚きよ栄えい心を満足させるだろうし、悪い気はしなかったはずだ」

「ま──さか、でも、ああ……」

　青ざめた顔で、ウィンフィールドは立ち尽つくしている。彼女の様子を見て、アヤコもレイの意図に気付く。

「ウィンフィールドは二度と貴様に心を許さないし、近づけもしないだろう。彼女はこの後ロンドン大学への進学が決まっている。卒業時期を少し早めることも可能だ」

　グラムは、もうウィンフィールドには近づけない。

　だが、それを聞いても、グラムは特に堪こたえた様子は見せなかった。

「なるほど……確かに、もし私がそういう意図でウィンフィールドに近づいたのなら、ここで身の上を暴ばく露ろされることは不利に働くだろうね。だが、どうでもいいんだよ、そんなことは。より大きな問題を、君は見み逃のがしている」

　グラムは、ゆったりと足を組み替かえ、その場にいる全員を眺ながめて言った。

「結局、私の妹を殺したのは誰だれなんだ？」

　うっすらと口元に笑えみを浮うかべた彼は、それまでとは別人のようにも見えたが、そのすべてを見み透すかすような、真っ直すぐな目は変わっていなかった。

「……そうよ」

　低い声で、アヤコの隣となりに座るマーガレットが呟いた。

　彼女は立ち上がり、ウィンフィールドを指さして叫さけんだ。

「銅貨を送ったのはウィンフィールド、貴女あなたでしょう！　貴女に反はん抗こうしたから、マリーは銅貨を送られた。そのせいでマリーは虐められて、殺されたのよ。貴女が殺したのよ！」

「マギー、待って！」

　マーガレットは興奮しているのか、目に涙なみだを溜ためて、ウィンフィールドに摑つかみかかろうとする。アヤコは必死になってそれを止めた。

「わ……わたくしを巻き込まないで。わたくしは銅貨なんて知らないわ。おおかた態度が悪い子に、誰かが送っていたのよ。わたくしは虐めに加わってもいないし、わたくしが殺したわけではないわ！」

「監かん督とく生だったくせに！　全部知ってて、黙だまってたことくらい、寮のみんなが知ってるわ！　虐められっ子がいる方が、みんなを支配しやすかったのよ！　誰だって、逆らって虐められる立場になんかなりたくないもの！」

　マーガレットの言葉は苛か烈れつで、ウィンフィールドはたじろぎ、一歩後あと退ずさる。

　ウィンフィールドの傍かたわらで彼女を控ひかえめに支えていたプリムローズが、見かねて口を挟はさんだ。

「おやめなさい、ブランドンさん。証拠もなしにそんなことを言うものではありませんわ」

「証拠ですって！　よくもそんなこと言えるわね、人を一人死なせておいて！」

「マギー！」

　アヤコは友人を羽は交がい締じめにして、必死で押さえ込んでいた。後退るウィンフィールドをプリムローズが庇かばう。

　その混乱の中、レイはよく通る澄すんだ声で言う。

「硝子ガラス玉と手紙だ」

　書類入れから、今度は写真を一枚取り出す。

「ハートの胃から出て来た。手紙の方は文面は読み取れなかったが、購こう買ばいで買える便びん箋せんを使っている。ガラス片へんはこの写真に写っている。緑色で、表面は磨みがかれて滑なめらか、裏には接せつ着ちやく剤ざいの痕こん跡せきがある」

「そ、それがなんなの？」

　ウィンフィールドが、上うわ擦ずる声で問い質ただす。

　レイは順を追って説明していく。

「ハートが姿を消した夜、ブランドンは屋根裏でハートと別れ、一時間後に戻もどってきた時にはハートの姿はなかった。すでに犯人が殺人を犯おかし、隠いん蔽ぺい工作をし、その場を去った後だったのだ。ハートの遺体はこの時ベンチチェストの中に隠かくされ、のちに夜や陰いんに乗じて河まで運ばれ、船に乗せられたと考えられる。その証拠に、チェストの中にはハートの所持品であるネックレスがあり、インクも付着していた。ハートの置き手紙は、詩集の一節を訳したものだとわかっている。おそらく、ただの予習ノートの文章だったのだろう。それを犯人が利用した」

「硝子玉と手紙というのは？　どこで彼女はそれを食べさせられたんだ？」

　グラムが怒ど気きを感じさせる声でそう訊きいた。

　レイは首を振って答える。

「食べさせられたとは限らない。まず、ハートが屋根裏でブランドンを待って手紙を書くうちに、別の人物が屋根裏に入ってきた。驚おどろくハートにその人物はインクを浴びせ掛かけ、最終的には死に至らしめた。手紙はそのどこかで、ハートの胃の中に収まった。確かに、屋根裏にやってきた犯人がブランドンの口の中に手紙を突つっ込み、食べさせたとも考えられるが、僕はむしろ、《お姉様》宛あての手紙を見られたくないハートが手紙を守るために飲み込んだのではないかと思っている。ハートは兄宛あての手紙を姉宛に偽ぎ装そうしてまで兄に迷めい惑わくをかけまいとしている。虐めっ子に手紙を奪うばわれるよりは飲み込む方を選ぶような人間ではないか？」

「では、硝子玉は……？」

　グラムが身を乗り出す。

「ダイアナ寮のすべての鍵かぎは舎しや監かん教師、寮りよう母ぼ、及および監督生とその補ほ佐さが有する。舎監教師と寮母の鍵はごくシンプルなものだが、監督生とその補佐が持つのは、少し装そう飾しよく的で、鍵の頭が花の形をしている。ハートの胃から見つかった硝子玉は、この鍵の頭の装飾に使われていたものだ」

　事件当時、ウィンフィールドは監督生、そしてプリムローズは補佐。

「どちらの鍵だ、バージェス」

　グラムに急せかされて、レイは答える。

「プリムローズの不在中に補佐の鍵を調べさせてもらった。プリムローズが持つ鍵は、これから調べさせてもらう。いいな、プリムローズ？」

「……ええ、どうぞ」

　プリムローズはあっさりと了りよう承しようすると、鍵束をティーテーブルに置いた。じゃらりと重い音がする。

　アヤコは、レイに言われて鍵束の中から緑色の硝子が嵌はまっているものを探す。

「緑……緑……」

　探すうちに、スズランの装飾の鍵が目に留まった。それは緑の葉と白い花を象かたどっていて、葉の一部が欠けて見えた。

「レイ、これじゃないでしょうか」

　レイがアヤコから渡わたされた鍵を確かく認にんする。

「なるほど、確かに」

　写真の硝子玉は、ちょうど欠けたスズランの葉に嵌まりそうだ。

「なんですって！」

　驚きよう愕がくの声を上げたのは、ウィンフィールドだ。

「どういうことなの？　わたくしは知らないわ。そんなふうには欠けてはいなかった！」

「だが、実際に欠けている。そして、この欠損はちょうどハートの胃から出て来た硝子玉で埋うめられるのだ。おそらくハートは犯人ともみ合いになり、犯人の鍵が一部壊こわれ、ハートはその硝子玉をくしゃくしゃに丸めた手紙と一いつ緒しよに飲み込んでしまったのだ。ちなみに、補佐の鍵には欠損は見当たらなかった──」

「わたくしではないわ！　だいたいこれは──」

「そう」

　レイはウィンフィールドの鼻先に鍵を突きつけて言った。

「君はその事実を知っているのだろう。だがそれはひとまず置いておく。今重要なのは、監督生の鍵が欠けていたことだ。だが、何者かが元々きちんと嵌まっていたこのスズランの葉を、わざと外すことも可能なのだ。まるでこの鍵から硝子玉が剝はがれたように見せかけてな。勿もち論ろん、補佐の鍵も同じ事で、欠けた部分は容易に直せる。適当な色と大きさの硝子玉でも張り付けておけばいいのだからな」

「!?　誰だれかが偽装したというの？　監督生の鍵と補佐の鍵を……？　でも、誰が、どうして？」

「それが出来る人間がいるだろう。彼女には動機もある」

　その時、プリムローズはよろめくウィンフィールドの身体からだを支えた。

　ウィンフィールドは青ざめた顔でプリムローズを振ふり返った。

「アイリーン……？　噓うそよね、貴女がそんなことするわけがないわ。だって、それじゃあ、私が疑われるってわかっていて、鍵に工作をしたの？　どうして……！」

　腕うでを摑まれて激しく揺ゆさぶられ、アイリーン・プリムローズは困り顔だった。

「そんなふうに言わないでください。彼の言葉を真に受けて、動どう揺ようするなんて愚おろかなことですわ。証しよう拠こはありません。今の話は、彼のただの想像です。だいたい、どちらの鍵から硝子が取れたかなんて、証明のしようがないんですよ。二つの鍵はまったく同じものですもの。特定できなければ、こんな話は無意味なんです」

　レイは肩かたを竦すくめ、その慰なぐさめを否定した。

「プリムローズ、君はおそらく硝子玉の欠損に気付いてすぐに鍵を直したのだろう。しかし、アヤコの持つ写真を見て、硝子玉が事件に関係あるところで見つかったと知った。鍵の欠損を埋めたところで、後から埋めたことが証明されれば、結局それが決め手になって捕つかまることも考えられる。そこで君は、もう一つの鍵に欠損を作ることにした。そうして、まるで監かん督とく生の鍵の方から硝子玉が落ちたかのように装ったのだ」

「想像力がたくましいんですのね」

「確かにこれは僕の想像だが、根こん拠きよはある。それは、君がおそらく知らないだろうことだ」

　静かだが、腹の中のわからない顔で、プリムローズは黙ってレイを見つめる。

　レイは、葉のところが欠けた監督生の鍵を、彼女に見せて言った。

「これは硝子ではない。緑柱石ベリルだ」

　プリムローズの顔が、一いつ瞬しゆん呆ほうけたように弛し緩かんして、それからその目が驚きに見開かれた。

「監督生の鍵と補佐の鍵はよく似ているが、嵌められているものが違ちがう。監督生のものは、貴石を使っている。補佐の鍵に使われているのは、これに良く似せて作った硝子玉だ。君は気付かなかったようだが、目の肥えているウィンフィールドはとっくに気付いていたようだ。監督生の鍵から硝子玉が落ちるなどということはあり得ないのだ。さて、言うことはあるかな、プリムローズ」

　プリムローズは言葉を失って立ち尽つくしている。

　彼女の腕を、ウィンフィールドが強く摑つかんで揺すった。

「アイリーン？　どういうことなの、アイリーン！　約束してくれたじゃない！　全部わたくしのためだって、だからわたくしも──」

　その直後──

　パン、という音を立てて、プリムローズがウィンフィールドの頰ほおを引っぱたいた。

　プリムローズは、頰を押さえて呆ぼう然ぜんと自分を見るウィンフィールドに、鬼おにのような形相で言い放った。

「お黙だまり」

　冷れい酷こくな、女王然として。

　地味で柔にゆう和わな印象は消し飛んでいた。

　ウィンフィールドも怯おびえた顔をして、目には涙なみだを溜ためている。

「わ、わたくし……」

「貴女あなたはそれ以上一言も言わないで、リジー。わたくしが話すわ」

　リジーはエリザベスの愛あい称しようだろう。

　それまでと同一人物とは思えないきつい口調だ。

「どういうことなの……」

　目の前で起こっていることに、マーガレットは動揺して呟つぶやく。

　それまで黙っていたグラムが、口を開いた。

「私はウィンフィールドが妹を殺したとまでは考えていなかったが、銅貨と虐いじめに関してはウィンフィールドに責任があるはずだと思っていた。だから、確かにバージェスの言う通り、ウィンフィールドに近づく機会を探していた。彼女の近くにいれば、虐めについて詳くわしいことがわかるだろうと期待していた。わかったのは、プリムローズがウィンフィールドの支配者だということだ。悪いが少し立ち聞きさせてもらってね、彼女たちが二人きりの時どんなふうに話すか聞いたんだ。女王と奴ど隷れいみたいだったよ。勿論、女王は今私を睨にらんでる、監督生なんだがね」

　女王と奴隷──今のプリムローズたちのやり取りを見なければ、女王をウィンフィールドの方だと思っていただろう。

　だが、今ウィンフィールドは小さくなって、震ふるえているだけだ。

　プリムローズはウィンフィールドをちらっと睨みつけて言った。

「そうね。そこは認めてもいいでしょう。わたくしは彼女を支配しています。彼女はわたくしのお人形なんですの。顔が綺き麗れいで、人気者になれる華はなやかさがありましたから。目立たないわたくしではせいぜい監督生止まり、でも彼女なら、わたくしがうまく手伝いさえすれば、《ロード》まで到とう達たつできる──そう思ったんですの。実際彼女は女生徒で初めての《ロード》になりました。わたくしの見立ては当たったのです」

「じゃあ、銅貨は？　あれはどうなんですか？　あれも貴女が送っていたんですか？　虐めを扇せん動どうしていたんですか？」

　信じられない様子で呟いたのは、成り行きを見守っていたマーガレットだ。

　プリムローズは、困った様子で小首を傾かしげた。

「だって、その方がやりやすいんですもの。虐ぎやく待たいの対象がいた方が、皆みなさんおとなしく従ってくださいますの」

「なんてことを……っ！」

　マーガレットの目から涙が零こぼれる。悔くやしいのだろう。今までそうとは知らず、ウィンフィールドのせいでハートが虐められていたと考えていたのだ。

　彼女は悔しそうに顔を歪ゆがめて、ウィンフィールドに謝罪した。

「私、ごめんなさい、ウィンフィールド先せん輩ぱい……！」

「謝るほどのことでもありませんわ。結局、リジーだって薄うす々うす理解していたんですもの」

　青ざめた顔で、ウィンフィールドは微かすかに首を振る。

「ち、違うわ、わ、わたくしは……！」

「まあ、今いま更さら否定することなくてよ、勿論貴女がわかっていて黙っていたことくらい、わたくしも理解しているわ。狡ずるい人……でもいいの、だってわたくしが貴女をそうしたんですもの。貴女はわたくしが作り上げた、美しく優ゆう秀しゆうなお人形なのですわ。これから先も、ずっと！　わたくしはこんな言いがかりでは捕まりませんもの」

　ころころと笑うプリムローズは、心底楽しそうだった。

「証拠とおっしゃいましたわね。証拠？　おかしなことをおっしゃるのね、その硝子ガラス玉が何の証拠になるのですか。鍵かぎはあの晩盗ぬすまれたのです。そして、盗んだ犯人がハートさんを殺したのです。わたくしたちは何も関かん与よしておりません」

「四六時中腰こしに下げた鍵束から盗んだ、ね」

　レイに指し摘てきされ、プリムローズの顔が少なからず紅潮する。

「それがなんだとおっしゃるの？　何故なぜ事件の捜そう査さが打ち切られたと思っていらっしゃるの？　エリザベス・ウィンフィールドの力ですわ。彼女の親族の。この程度の証拠、同じことです。事実は力ある者に阿おもねるのです」

「ウィンフィールド。いつまでそうして後ろに隠かくれて黙っているつもりだ？」

　レイは、今度はプリムローズの後ろで小さくなっているウィンフィールドに呼びかけた。

「彼女に黙ってろと言われたから黙っているのか？　君に不利な話をでっち上げられるかもしれないぞ。それでいいのか？　約束とはなんだ？」

「エリザベス、落ち着いて。座りなさい」

　プリムローズが命令すると、ウィンフィールドは吃驚びつくりするほどおとなしく従い、椅い子すに腰を下ろした。

　それを見て、プリムローズは満足した表情を浮うかべる。

「そうよ、良い子ね、わたくしのリジー。貴女はそうしてわたくしに従っていらっしゃい。そうすれば、貴女はより高みに至ることができるわ。貴女とわたくしは、二人で一人、素す晴ばらしい人生を歩むのよ。誰だれにも邪じや魔まはさせないわ」

　ぎらぎらした熱が、彼女の目の奥に宿っている。

　プリムローズは自信たっぷりに見えた。

　ウィンフィールドの親族の力があれば、今回も逃にげおおせると思っているのだ。

　あえてウィンフィールドの鍵から硝子玉が落ちた風を装った理由もわかる気がする。ウィンフィールドが明らかに不利な状じよう況きようであった方が、ウィンフィールドの身内が確実に隠いん蔽ぺいに動くだろうから。

　だが、ウィンフィールドとプリムローズが手を組んでいる限り、彼女たちの罪を暴あばくことはできないのだとしたら──。

　グラムがソファの上で身じろぎする。

　レイはその背もたれに手を置いて、彼の耳元で囁ささやいた。

「そこにいてくれ、グラム。……頼たのむ」

「…………」

　グラムは、答えず、プリムローズを見ている。その右手がポケットに入っていることに、アヤコは気付いた。

　ポケットの中には、何かある。ナイフかもしれないし、銃じゆうかもしれない。

　アヤコはレイと目を合わせる。レイも緊きん張ちようしているようだった。

　グラムはこのタイミングを待っていたのだろう。事実が明らかになるタイミング。ウィンフィールドを怪あやしみ、プリムローズとの関係に気付いた彼の前で、求め続けた答えが明らかになるタイミング。

　このままでは、彼はプリムローズの殺害を試みるだろう。

　勿もち論ろん、そばにはレイがついているし、失敗するかもしれない。

　しかし、もしここで動けば、彼は殺人未み遂すいの罪を犯してしまうのだ。

　アヤコは咄とつ嗟さに叫さけんでいた。

「ウィンフィールド先輩……エリザベス・フローレス・ウィンフィールド！」

　アヤコが鋭するどく名前を呼ぶと、ウィンフィールドは吃驚した顔で彼女を振ふり返った。

　これまでとは違ちがう、怯えた表情の彼女に、アヤコは強い調子で語りかけた。

「考え直してください。プリムローズ先輩は、貴女あなたを巻き込むことで自分の罪を隠しているんです。そんな人と、これから先もずっと一いつ緒しよにやっていくんですか？　やっていけるんですか？」

「だ、黙だまって！　わたくしは──」

「貴女は《ダイアナ寮りよう》の監かん督とく生だったんでしょう！　今は《ロード》だわ！　そんな人が、どうして自分の守るべき生徒を殺した人間を庇かばうんですか！」

　アヤコは肺を満たす息すべてを吐はき出す勢いで、声を張り上げた。

「貴女に誇ほこりはないんですか！」

　びくっ──とウィンフィールドが震える。青ざめて、別人のようだった彼女の頰ほおに赤みが戻もどる。目を涙ぐませながら、彼女は立ち上がって言い返した。

「お黙りなさい！　たかだか入って二週間の新入生に、《ロード》や監督生の何がわかるの？　わたくしの誇りを貴女が語らないで！」

「リジー！」

　プリムローズがウィンフィールドを窘たしなめるが、アヤコはそれを無視し、ただウィンフィールドの目を見つめて語り続けた。

「わかりますよ！　だって私は見てきましたもん、《ロード》で監督生の私のファグマスターが、この事件を追ってきたのを！　一人の女生徒が死んで、それから半年掛かけて、彼はここまで来たんです。自分の得にならないどころか、あらぬ疑いを掛けられても、それでも腐くさらずに！　それは彼が《ロード》で監督生だからですし、彼自身の事情もありますけど、何より、自分の学校の生徒をそういう犯罪から守りたいと願っているからです。短い期間でしたけど、私は彼を手伝えたことを心から誇りに思ってます！」

　周囲から疎うとまれ、それでも自分を変えず、ただ淡たん々たんと事件を調べてきたレイ。

　彼を大切に思うからこそ、アヤコには目の前の、ただ怯おびえて責任を投げ出しているウィンフィールドを放ほうっておけなかった。

「貴女に、監督生としての、《ロード》としての誇りがあるのなら、本当のことを話してください！　ハートさんの死を、なかったことにしないでください！」

「いい加減になさい！」

　鋭くアヤコを叱しつ責せきしたのは、プリムローズだ。

　彼女は鬼き気き迫せまる形相で、アヤコを睨にらみつけている。

「貴女のファグマスターがどうだっていうの？　得にならないことをしてるからなんだっていうの？　それが偉えらくて尊いことだから、何？　そんなものは何も生まないのよ。世界はそんなことでは変わらないのよ。望みを叶かなえたければ、そんな曖あい昧まいなことではなく、力を持たなければいけないの。今、リジーは力を持っているの。《ロード》という力を！　望む将来を引き寄せることができる力よ。これを手放せるわけがないわ！」

「聞いてください、ウィンフィールド先輩。銅貨を送り付けられて、怖こわかったんですよね？　命を狙ねらわれてると思って、震ふるえてたじゃないですか。ハートさんもそうだったんです。銅貨を送り付けられて怖かったんです。殺される時だって、いったいどれくらい怖かったか。私も犯罪に巻き込まれたことがあります、後から震えて、立っていられなくなって……今の貴女なら、ハートさんの苦しみもわかるはずです。わかっていて、犯罪者そちら側に立ち続けるなんて、しないでください！」

「黙って！」

　ウィンフィールドが、そう叫び、耳を手で塞ふさいだ。

「リジー」

　プリムローズが呼びかけ、ウィンフィールドの肩かたに手を置く。

　その瞬しゆん間かん、ウィンフィールドはその手を払はらい除のけた。

「止やめて……っ」

「リジー？」

　驚おどろくプリムローズに、ウィンフィールドが食って掛かる。

「止めて、もう止めて！　わたくしを操あやつろうとしないで！　わたくしにも考えさせて！」

　プリムローズは呆ほうけたようになって、ウィンフィールドを見つめる。払い除けられた手は宙で止まり、赤く腫はれつつあるようだった。

「何を言ってるの、リジー。惑まどわされないで」

「惑わされてなんかいないわ、ただ自分で考えたいだけよ！」

「いいえ、いいえ、惑わされてるわ。なんて愚おろかなの……！　止めなさい、貴女は何も考えず、わたくしに従っていればいいのよ。わたくしがすべてお膳ぜん立だてを整えてあげる。勉強だってみてあげるし、下級生たちの問題だって解決するわ。貴女に逆らう人間は誰だろうと容よう赦しやしないで思い知らせてあげる。そうしようって決めたじゃない。わたくしたち二人で生きようって、わたくしがすることはすべて貴女のためなんだって、約束、したでしょう？」

　ウィンフィールドの目に溜たまっていた涙なみだが、零こぼれ落ちる。

　彼女は、ついにその場に膝ひざから崩くずれた。

「そうよ、わたくしも誓ちかったわ、貴女のためになんだってするって。でも、違うわ──わたくしが、私が望んでいたのは、こんなことじゃない。私は、ただ、貴女と一緒にいたかっただけよ。たまに河に船を浮うかべて、ランチボックスを広げるような、そんなことで良かったの。どうして殺したの、アイリーン。どうして、あの下級生を死なせたのよ……」

　ウィンフィールドの口から零れ落ちた言葉と、その涙の行方ゆくえを、プリムローズは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　そして、プリムローズの口元が引きつったように開いた。唇くちびるは乾かわいてひび割れていた。

「馬ば鹿かなリジー。ただ普ふ通つうに一緒にいられるのなんて、学生のうちだけよ。ただの生徒のまま学校を出たら、貴女は結けつ婚こんしなきゃいけなくなるわ。大だい富ふ豪ごうのお嬢じようさんですもの。私はどこかのお雇やとい家庭教師か、女学校の教師かしらね？　それじゃ一緒にいられないわ。普通じゃない結果が必要なのよ。貴女も私も、女だもの。《ロード》になって卒業して、大学でも優ゆう秀しゆうな成績を収めるの。男子学生に負けないくらいね。そうして初めて、貴女のお父様は貴女の自由をほんの少し認めてくれるわ。そうしても無理かもしれない。でも、少なくとも、その手前で諦あきらめるよりは長く一緒にいられたでしょうね」

　瞬まばたきすると、プリムローズの目からも、涙が零れた。

「でも、もう、終わりね。お別れね。馬鹿なリジー。こんなことくらいで、耐たえられなくなるなんて。こんな、下級生の言葉に惑わされて──」

　よろよろと、プリムローズはテーブルを振り返った。一いつ瞬しゆん目が合い、アヤコはびくりと震えたが、プリムローズはアヤコを無視して、テーブルの上の果物ナイフを手に取った。

「私も後から行くから」

　そう言って振り返り、ナイフを、振り下ろす。

　座り込み、呆然と自分を見上げるウィンフィールドへ。

「やめてえっ！」

　アヤコは絶ぜつ叫きようしたが、テーブルを回り込んで止めに入って間に合うわけがない。

　銀色の刃やいばが煌きらめき、そして。

　からんと音を立てて、床ゆかにナイフが落ちた。

　プリムローズは驚いた様子で、ナイフを落とした手を見つめている。ウィンフィールドも座り込んだまま呆然とした表情だ。

　直後に突とつ然ぜん扉とびらが開いて、どやどやと制服の男たちが入ってきた。警官だ。

　彼らの前には、コート姿の紳しん士しが一人。刑けい事じらしきその紳士は警官隊に指示を出し、プリムローズとウィンフィールドを取り囲む。

「まったく、理解できんな」

　そう呟つぶやいたのは、手首を捻ひねってこきこきと鳴らす、レイだった。

　レイが投げたメスが、ナイフを落としたのだ。

「終わりも別れもまだ早い。生きている限り、本当の終わりは訪おとずれない。自分に酔よって、他人を死なせておいて、よくも簡単に自分たちの命まで絶とうと思えるものだ」

　レイの言葉を最後まで聞き終える前に、プリムローズがかくんと膝から座り込んだ。

「アイリーン・プリムローズだな？」

　刑事と彼女たちの間で、名前や年ねん齢れい、罪状などについて言葉が交かわされるのをよそに、警官隊の後からシーモアが入ってきて、レイに手を振ふった。

「やあお疲つかれお疲れー。大だい丈じよう夫ぶだったかい？　なかなか突とつ入にゆう合図がないから、冷や冷やしてたよ。結局合図ないまま突つっ込んじゃったけど、今のタイミングで良かった？」

「問題ない。それより結果はどうだった」

「補ほ佐さの鍵かぎには補修した跡あとがあった。それを除くと、胃の中から出て来た硝子ガラス玉がばっちり嵌はまるそうだよ」

　アヤコはハッとして、シーモアに尋たずねた。

「補佐の鍵って、もう警察で調べてたんですか？」

「そう。私の仕事は、レイの顔見知りの刑事さんに鍵を届けること。うまく欠片かけらが一いつ致ちしたから、こうして逮たい捕ほに動けたってわけ」

　レイはきちんと手て筈はずを整えていたのだ。

　茶会の前にシーモアに鍵を入手させ、警察を待機させて、何かあった時には突入させる。

　警官突入は、ウィンフィールドの親族が介かい入にゆうして捜そう査さを中止させないよう、可能ならば彼女たちに罪を認めさせてから。それが無理なら、誰だれかに危害が加えられる前に。

　そうとは知らず、アヤコは本気で焦あせっていたし、色々恥はずかしいことを喋しやべっていた気がする。思い出すと顔が熱くなる──

　いや。

　熱くなるどころでは済まず、くらりと眩暈めまいがして、倒たおれそうになった。

　たぶん、緊きん張ちようの糸が解けたせいだ。

「アヤコ！」

　マーガレットが支えてくれるが、アヤコは身長があるので体重もそれなりに重く、彼女の細ほそ腕うででは支えきれない。

　ティーテーブルに手を突いた拍ひよう子しに、カップがぶつかり合ってがしゃりと鳴る。

　脇わきからレイの手が伸のびて、肩を貸してくれなかったら、マーガレットを引きずったまま昏こん倒とうしていただろう。

　貸してもらった肩に甘えて体重を預けると、椅い子すに座らされた。

「大丈夫か？」

　レイに顔を覗のぞき込まれてそう問われる。

　そういえば初めて会った時も、彼はこんな風に訊きいてくれた。

　アヤコはそれを思いだし、ぼんやりとした頭で幸せを感じる。

「大丈夫です。緊張してて、眩暈がしただけです」

　そう答えると、彼は苦く笑しようし、触ふれる程度に、頭を撫なでてくれた。

　だが、すべてが終わったかに見え、レイすら、緊張の糸を緩ゆるめた、その時──。

　悲鳴と怒ど号ごうが聞こえた。

　アヤコが見ると、警官たちに囲まれて、ウィンフィールドが右みぎ頰ほほから血を流していた。彼女の手には先さき程ほどの果物ナイフがある。悲鳴を上げたプリムローズは駆かけ寄ろうとして、警官たちに押さえつけられている。

　ウィンフィールドは痛みに顔を歪ゆがめる。彼女の頰ほおを抉えぐったナイフはたちまち警官に奪うばわれる。

　血が、プリムローズの頰にまで飛び散っていた。

「どうして、リジー！」

　プリムローズの絶叫に答えて、ウィンフィールドは痛みを堪こらえて微笑ほほえんだ。

「これは証あかしよ。この先どこに行っても、どうなっても、私たちは一いつ緒しよよ。その証なの。この傷がある限り、貴女あなたは私と一緒にいるの。覚えていて、お願い……アイリーン……」

「リジー！　わたくしのリジー!!」

　プリムローズは部屋から無理矢理連れ出され、ウィンフィールドは残って手当てを受けた。

　血が白い床を汚よごし、人の靴くつがそれを踏ふんで跡を残す。

　花と血の匂においが、部屋にいつまでも残っていた。




　ウィンフィールドもプリムローズも、取り調べでは憑つき物が落ちたようだったという。

　二人の話を総合すると、こうなる──

　外から屋根裏に灯あかりが点ともっていることに気付いたプリムローズが鍵を開けて屋根裏に行くと、マリー・ハートが一人で手紙を書いていた。ハートは手紙を隠かくそうとしたので、虐いじめのことが書かれているのかと思ったプリムローズは、手紙を無理矢理奪った。手紙には案の定虐めのことが書かれていたが、ハートが手紙を奪い返し、しかも見られないようにと口に入れて飲み込んでしまった。怒おこったプリムローズはハートともみ合いになり、ベンチチェストに彼女の頭を強く打ち付けて死に至らしめた。

　後はほぼレイの推理通りで、遺体をベンチチェストに仕し舞まったプリムローズは一いつ旦たん屋根裏を出て、深夜に戻もどって、人目を避さけて遺体を河まで運び、河で船に乗せ、船から捨てた。ポケットに銅貨を詰つめ込んだのは、遺体が浮き上がらないよう、重しが必要だったのと、部屋にある銅貨を処分したかったからだ。プリムローズは生徒に銅貨を送り付けていたので、普ふ段だんからかなり多くの銅貨を部屋に保管していたのだ。

　ウィンフィールドは、プリムローズから相談されて遺い棄きに関かかわった他ほか、縁えん故こを頼たよって警察に圧力を掛かけさせていた。

　普段は表立って虐めを主導することはなかったが、実際に寮りよう内ないの虐めを裏で指示していたのはプリムローズだった。これは他の上級生の証言を得られた。

　虐めに積極的に関わった上級生も処分の対象になり、退学処分者も数名出た。

　ウィンフィールドは、虐めについては何も知らされていなかったが、それでも薄うす々うす気付いていたはいたようだ。プリムローズがハートを殺したことで、それは確信に変わっていた。

　ハートは虐めの主犯がプリムローズであることを察していた節があり、手紙にも自分の名前があったため、プリムローズは焦り、また憎ぞう悪おを抱いだいたらしい。

　プリムローズは殺意を否定しなかった。

　だが結局、それらの手紙は、ハートが死ななければ出される当てのない手紙だった。

　ハートが死んだことで、遺品として実家に送られた手紙は、兄であるエリオット・グラムの目に入り、そこで彼は凄せい惨さんな虐めを知ることになる。

　妹の死の真相を知るために、彼はウィンフィールドに近づく決心をする。

　まずはウィンフィールドに銅貨を送り付け、反応を見て、蛇へびで脅おどす。

　アヤコも後から知らされたが、蛇は実は牙きばを抜ぬいてあったらしい。

　その時点では彼にウィンフィールドを殺す意図はなかったのだ。

　ウィンフィールドの不安につけ込んで近づいた彼は、ウィンフィールドが本当に虐めの首しゆ謀ぼう者しやなのか調べ始める。その中で、ウィンフィールドとプリムローズの関係に気付いたという。

「でも、彼女たちのどちらがどうやってマリーを死なせたのかはわからないままでね。バージェスの企くわだてに乗せてもらおうと思って、お茶会まで付いてきたんだ」

　グラムはゆったりと足を組み、《城》の中庭にあるベンチに座っていた。

　彼が身につけているのは、スタグフォードの制服とは違ちがう、すっきりした仕立てのフロックコートとスラックスだった。

　傍かたわらには、荷物をまとめたトランクが一つ。

「どちらが殺したのかわかったら、復ふく讐しゆうするつもりだったんですか……？」

　隣となりに座るアヤコが恐おそる恐る尋ねると、グラムは明るく笑った。

「さあ、どうだろう。ただ、犯人が罰ばつを受けずに逃にげるくらいならいっそ、とは思っていたよ」

　そこで、彼の顔から笑えみが消える。

「バージェスの言う通りだよ。私は妹を拒こばんだんだ。入学してすぐに声を掛けてきた彼女を、人ひと違ちがいだろうと言って遠ざけた。私が、あの時受け入れていれば、彼女は虐めを私に相談できたかもしれないし、あんな風に殺されることもなかったかもしれない」

　そう言って、ポケットから二つの石を取り出す。マリー・ハートのものと、彼自身のものだ。

「私が養子にもらわれると知った妹は、私にこれをくれた。離はなれていても兄きよう妹だいだからね、忘れないでねと繰くり返し言って……絵の具でハート家の紋もん章しようを描かいたんだ。肌はだ身み離はなさず持っていた。それなのに、妹を前にして取った行動が拒きよ絶ぜつだ。それからは声を掛けることもできず、ただ遠くから見ていた。いや、一度だけ……声を掛けようとしたんだ。だが、彼女は逃げてしまった」

　じっと石を見つめ、それから彼は目を上げ、空を見る。今日も曇くもっていたが、ところどころ雲がちぎれ、少しだが青空も見えた。

「……ウィンフィールドやプリムローズと同じだ。私は弱い人間だった。こうして過去の思い出に縋すがっているくせに、あの時逃げる妹を追うこともできなかった。もうなんとも思っていない、乗り越こえたと思っていたかつての繫つながりを、本心では欲ほつしていたなんて、認めたくなかったんだ。それなのに、妹が死ねば、その死の原因を知りたがり、兄貴面して復讐を志す。救いようがない」

「そんな……」

「だから、君のファグマスターが憎にくかった時期もある」

　彼の目は、悪戯いたずらっぽく笑っていた。

「だって、彼はそういう弱さとは無む縁えんなんだ。私は彼のようになりたかった。あんな過去があって、どうしてこれほど揺ゆらがずにいられるのだろうと不思議なんだ」

「……あんな過去って……ご存じなんですか？」

「色々と、耳に入ってくるものだからね」

　そう言い、グラムは立ち上がった。

「そろそろお別れだね」

　グラムは裁かれることはなかった。

　銅貨を送り付けるのは一いつ般ぱん的に脅きよう迫はくにはならないし、牙を抜いた蛇を仕込んだことについては、ウィンフィールドの希望で不問に付されることになった。

　だが、彼は学校を去る。今回のことを企てた時に、そう決めていたのだという。

「寂さびしくなります」

「ありがとう」

　微笑み、グラムはアヤコの手を取ってキスをした。

「君は、少し、妹に似ていたよ。真っ直すぐで、噓うその吐つけないところ。バージェスは、どんな人間の助けもいらない気がしていたが、君のような子なら……いや」

　グラムはアヤコの背後に目をやり、首を振ふった。

「ここまでにしておこう。敵に塩を送る気はないし、彼はもう限界みたいだ」

　そう言われて振り返ると、馬車のそばにレイが立って、こちらを見ていた。

　アヤコは馬車までグラムと一緒に行った。

　グラムはレイと別れの握あく手しゆを交かわして微笑んだ。

「そんな顔をするな。私がいなくなったら、君も少しはすっきりするだろう」

「確かに、貴様が何かと僕に突つっかかってきたのは記き憶おくに新しいがな」

　ぶつぶつとレイは言い、しかし頭かぶりを振った。

「……貴様に一つ謝罪しなければならない。茶会で、貴様の事情をああだこうだと語ったことだ。ウィンフィールドとプリムローズの反応を引き出したくて利用したが、他人のいる前で語るべきことではなかった。……すまない」

　グラムはそれを聞いて目を丸くして、笑い出した。

「なんだい、それは。殊しゆ勝しようなことを言うなあ」

「う、うるさい。もう行け！」

「はは。君の進路がケンブリッジかオックスフォードか、それとも士官学校か、どこかわからないが、またどこかで会えたら嬉うれしいよ」

「僕は別に会いたくない！」

　笑いながら、グラムは馬車に乗り込み、御ぎよ者しやが馬に鞭むちをくれた。

　馬車は走り出し、城門を出て行って、レイとアヤコは残される。

　二人揃そろって少しの間見送って、どちらからともなく顔を見合わせる。

「……彼に何か言われたか」

「い、いえ、別に……」

　レイは仏ぶつ頂ちよう面づらでしばらく黙だまりこくったのちに、口を開いた。

「彼は《ロード》の監かん督とく生の片割れとしては付き合いにくい人間だったが、悪い人間ではなかった」

　一応、これでもレイとしてはグラムを認めた発言のつもりなのだろう。

　グラム本人が聞いたらどんな顔をするだろうかと想像し、アヤコはやはり少し寂しくなった。

「バージェス！」

　その時、レイは名前を呼ばれて振り返り、城門から自転車に乗ったシーモアが滑すべり込んでくるのを目もく撃げきした。

　シーモアは最終的には転んで自転車を蹴けり飛ばしながら、レイの元に駆かけ寄った。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか──」

「大丈夫だよ！　それよりこれを！」

　そう言って、シーモアは一通の手紙をレイに渡わたす。

　レイは差出人を確かく認にんすると、取り出したメスでさっと封ふう筒とうを開封し、便びん箋せんを取り出した。

　便箋は、裏表に、びっしりと几き帳ちよう面めんに文字が書き込まれていた。

「な、なんですか？」

　驚おどろいたアヤコに、シーモアが説明してくれた。

「刑けい事じさんだよ。バージェスの知り合い。ウィンフィールドとプリムローズの事件について、何かわかったら教えてくれるって約束だったんだ」

　その時、手紙に同封されていた写真を見つめていたレイが、ぽつりと呟つぶやいた。

「《Ｆ》だ」

　アヤコは何のことかわからなかったが、シーモアにはわかったらしく、レイから写真を受け取って、じっと見つめた。

　アヤコも、それを横からひょいと覗のぞき込む。

　写真に写っていたのは、焼け焦こげのある紙だった。

　というか、ほとんど燃えてしまった紙の一部、といった方が正確だろう。

　手紙の封の部分らしく、封ふう蠟ろうの上から、《Ｆ》という印章が捺おされている。Ｆの文字に花が絡からみついたような図案だった。

「ウィンフィールドの部屋を調べている時、暖だん炉ろの中で見つかったそうだ。ウィンフィールドは関かん与よを否定したが、どうも事件の経けい緯いについて《Ｆ》と連れん絡らくを取り合っていたらしい。もしかすると、捜そう査さを中止するよう圧力を掛かけたのは、親族ではなくこの《Ｆ》かもしれない」

　レイはシーモアにそう説明しているが、アヤコにはその《Ｆ》がわからない。

「あの、《Ｆ》ってなんですか？」

　シーモアから受け取った写真をもう一度見つめながら、レイは答えた。

「《Ｆ》。僕を誘ゆう拐かいした犯人はそう名乗ったそうだ。正直なところ、よくわかっていない。だが、幾いくつかの凶きよう悪あく犯罪の後ろでその名前が囁ささやかれているのは事実だ。僕は《Ｆ》を追っている。君を助けた時も、組織的な誘拐犯がいると聞いて、調査をしていたのだ。《Ｆ》とは関係ない話だったがな。そうか、《Ｆ》か……」

　光に写真を翳かざし、レイはじっとその《Ｆ》という印章を見つめている。網もう膜まくに焼き付けようとするかのように。

「《Ｆ》が、スタグフォードの生徒に手を出したのか……」

　彼の呟きには、ふつふつと込み上げる、静かな怒いかりが感じられた。

《Ｆ》に誘拐された人間として、そして《ロード》として、監督生として、彼はこれからもそれを追うのだとわかった。そのために煙けむたがられたり、疎うとまれたりしながらも。

　これからも、学校の生徒たちは、彼を誤解するかもしれない。彼のおかげで安あん寧ねいが保たれているとも知らず。

　だから、せめて、自分だけは、すべてを見届けようと思った。

　アヤコは写真を持つレイの手に自分の手を重ねて言った。

「レイ。私がついてますからね」

　レイは吃驚びつくりした様子でアヤコを見下ろし、ふと、目を細めて笑った。

「好きにしたまえ、僕の《パーシヴァル》」

　その呼び方に、アヤコは顔が熱くなるのを感じる。胸がどきどきして、気分が高こう揚ようしてくる。きっと、自分はこういう探たん偵ていじみた行こう為いに興奮しているのだと考える。そういうことにしてしまう。

　そういえば、シーモアが以前、レイの事件に関かかわっていると、胸が高鳴るとかいうようなことを言っていた。聞いた時には危険な目に遭あっているのにと思ったが、彼の気持ちが、アヤコにはなんだか少しわかりかけてきてしまった。

　レイと一いつ緒しよにいると、わくわく、どきどきするのだ。

「はいっ、私もっ、私もいるよ！」

　シーモアが手を挙げてそう主張する。レイは、知っていると言って笑い、止まっていた足を塔とうに向けてまた動かした。

「特別に君たちに茶を淹いれてやろう。アヤコ、君が作った緑茶のブレンドはまだあったな？」

　アヤコは負けじと彼を追いかけ、追いつき、並んで答えた。

「ありますよ！　戸と棚だなのシードケーキも切りましょうね」

「あっ、そういえば事件があってさ、バージェスの意見を聞きたいんだけど──」

　シーモアが追いかけてきて、そう話しかける。レイは塔の扉とびらに手を掛けて言った。

「順番だ、シーモア。お茶、ケーキ、それから事件だ。休息はひとを育てるというのがアヤコの持論だそうだからな」

「うわっ、覚えてたんですか……」

　言い合いながら、塔の入り口を潜くぐっていく。

　その時、アヤコは何かを感じて立ち止まり、空を見上げた。

　雲が途と切ぎれ、晴れ始めた空に、一羽の烏からすが飛んでいた。

　まるで、何かの始まりを、告げるかのように。
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　初めまして！　もしくはお待たせしました！　喜多みどりです。

　一年ぶりの新作、『亜夜子と時計塔のガーディアン』をお届けいたします。

　勢い（？）でファグとファグマスターになってしまった日本人留学生アヤコと変人監かん督とく生せいレイの冒ぼう険けん譚たん、お楽しみいただけましたでしょうか？　舞ぶ台たいとなるスタグフォード校は色々あって（校長先生が登場したらきっと説明してくれる……）男女共学校として新設されたという設定の架か空くうのパブリックスクールです。ちなみにパブリックスクールとは英国における上流階級の子し弟ていの教育機関で、寄宿制の私学です。現在では多くのパブリックスクールが男女共学になっていますが、作品の舞台となる19世紀英国ではそんなことはなく、男の園と言いますか、ほぼ男子校ばかりです（女子校は別にありました）。

　学生時代英語の試験で落第ぎりぎりだったような人間が果たしてこんなものを書いていいのかとは思いましたが、先せん輩ぱい・友人・家族等周りの人々の支えと担当編集者安井さんのご尽じん力りよくのおかげでなんとか出版に至りました。安井さんには散々ご迷めい惑わくおかけして、それでもその都度励はげましていただいたり、鋭するどいご指し摘てきいただいたり……本当にありがとうございました！

　誰だれに対しても真っ直すぐで正直者、ちょっと天然気味のアヤコと、変わり者だけど正義感の強いレイ。設定等に紆う余よ曲きよく折せつはありましたが、二人のキャラが固まると、文章はびっくりするくらいすらすらと書けました。レイは私が書くヒーローの中では割と素す直なおな方なんじゃないかしらと思います。斜はすに構えているように見えても、実はわかりやすくて可愛かわいげがある人、と思って書いています。他ほかの人はともかく少なくともアヤコはそう思っています。レイが知ったら怒おこりそうですけどね。

　今作ではマザーグース（英えい語ご圏けんの子どもが遊ぶ歌、詩）を扱あつかっています。「オレンジとレモン」はイギリスではポピュラーなマザーグースだそうで、日本の通りゃんせと同じような遊び方をします。子どもの歌遊び、というと可愛らしいイメージですが、歌詞の最後の部分はなかなか直ちよく截せつ的でぞっとします。なお、マザーグースについては鳥とり山やま淳じゆん子こ先生の『もっと知りたいマザーグース』（スクリーンプレイ、二〇〇二）を参照、引用しています。

　最後になりましたが、素晴らしいアヤコとレイを描かいてくださったサマミヤアカザ先生、ありがとうございました。表紙のアヤコとレイをパソコンの画面いっぱいのどアップにして一人愛めでております。そして今作を待っていてくださった読者の方、本当に、いつもありがとうございます。最近は、どんな風に読んでいただけるのかと考えては、毎日緊きん張ちようしています……。

　願わくは、手に取ってくださった皆みな様さまにとって、楽しいひとときとなりますように。
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